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寄 fa 規 = 


1) 寄稿 者 は 会 員 じ か ぎる が , 共同 執筆 者 に は 非 会 員 を 含む と と が で きる 。 非 会 員 の も の に つい て は 会 員 の 紹介 
が あっ た 場合 に か ぎり 受理 する と と が ある 。 

2) 原稿 は 未 発表 の も の と し , 内 容 は 応用 動物 学 , BDHELS, 農薬 お よび 防除 器具 な ど に 関す る 報 文 ( 短 報 を 
Gi), 新刊 紹介 , 抄録 , 会 報 お よび 時 報 と する 。 

3) 原稿 の 登載 は 編集 委員 会 で きめ る が , 原稿 に は 必要 に 応じ 編集 委員 会 で 手 を 加え る と と が ある 。 

4) 登載 順序 は 支障 の な らい か ぎり 受付 順序 と 従う 。 た だ し 同一 号 内 で の 順序 は 前 後 す る と と が ある 。 

5) 原稿 は 和文 ある に は 欧文 と し , 横書き に す る 。 和文 原稿 は 現代 仮名 づか らい に よる 平仮名 を 用 いら , な る きさく 当 

用 漢字 を 用 らい る 。 了 欧文 原稿 は タイ プラ イ テ ィ ング する こと と 。 

6) 生物 名 , 外国 語 , BS, 地名 な ど は 片仮名 と し , 数 字 は 算 用 数 字 を 用 いる 。 日 本 語 の ロー マ 字 綴り は 慣用 の 
姓名 を 除き 訓令 式 に よる と と 。 

7) 和文 原著 の 長 さ は 刷 上 り 8 頁 ( 図 や 表 を 含ま な いら 場合 に は , 400 字 詰 原稿 用 紙 で 40 枚 前 後 と な る ) 以内 , 欧文 
OR NN 

8) 短 報 は 刷 上 り 2 頁 ( 図 や 表 を 含ま な いら 場合 と は 400 字 話 原稿 用 紙 で 10 枚 前 後 と な る ) 以内 と する 。 

9) 和文 原著 の 記述 順序 は 次 に よる と と 。 

OI FR) 4. 224 0. #4% ”%. MBSZBELOMEMSRZ =. BM kh. RMR 
(表題 , 著者 名 , 所 属 名 お よび 所 在 地 名 , 摘要 ) 

10) 欧文 原著 の 記述 順序 は 次 に よる と と 。 

( 順 FR) イ . #& a, 著者 名 ハ 。 所 属 名 お よび 所 洗 地 名 この 本 A. 和文 摘要 
(表題 , 著者 名 , 所 属 名 お よび 所 在 地 名 , HE) 

11) 和文 短 報 の 場合 に は 欧文 表題 , CR DE ee 
に は 和文 表題 , MCAS, 和文 所 属 名 を 脚 旋 に 入れ る と と 。 な お 和文 の 場合 の 欧文 摘要 お よび 欧文 の 場合 の 
和文 摘要 は つけ な いこ と と 。 

12) 図 お よび 表 の 説明 は 本 文 が 和文 の 場合 に は 和文 と する 。 

13) 文献 の 引用 は 本 文中 に お いて は , 著者 名 (年 号 ) ある い は (著者 名 , 年 号 ) と する 。 な お 引用 文献 の 配列 は 
著者 名 の ABC 順 と し , 表題 は つけ な い 。 

14) 雑誌 名 の 略 名 は 邦文 誌 に つい て は 学術 会 議 の 定め る と と ころ に よる (農学 進歩 年 報 た と 収録)。 欧文 誌 に つい に て は 
Biological Abstracts お よび Chemical Abstracts の 規定 に 従う 。 

15) Summary は それ だ け で 本 文 の 概要 を 充分 理解 で きる よう な も の と する こと と 。 

16) 挿図 の 挿入 箇所 は 原稿 用 紙 の 欄外 に 朱 記 する こと と 。 

17) 挿図 は 著者 に お に て あら か じ る め 1/2 程度 に 締 少 で きる よう に 時 汁 で え が き 必ず 白色 の 厚紙 に は る と と 。 不 完 
全 な 図 は 下図 料 を 申し 受け る 。 

18) アテ アート 紙 希望 の 場合 は 実費 と し て 1 枚 に つき 1000 円 を 申し 受け る 。 

19) 原則 と し て 初 校 は 著者 校 と する 。 

20) 既 載 原稿 は 返却 し な い , 写真 お よび 挿図 は 返却 希望 の 旨 を 記し て ある も の に か ぎり 返却 する 。 


21) 原著 論文 に 対し て は 別刷 50 部 (表紙 付 ) を 贈呈 する 。 そ れ 以 上 の 別刷 を 希望 する 場合 は 50 部 を 単位 どじ し 


て 実費 を 申し 受け て 作製 する か ら 別 刷 所 要 部 数 ( 贈 旦 分 を 含む ) を 原稿 の 頭 初 に 朱 記 する と と 。 
22) 別 刷 代 は 表紙 2 円, 本 文 2 頁 に じ つ き 3 円 (2 頁 単 位 ) と する 。 
23) 短 報 に 対し て は 別刷 50 部 (表紙 な し ) う を 贈呈 する 。 そ れ 以 上 の 別刷 の 希望 と に つ いて は 原著 論文 の 場合 と 同じ 。 
24) 文部 省 科学 研究 費 な ら び に と れ に 準ずる も の に よる 研究 は 必ず その 旨 を 脚 族 と 明記 する と と 。 
25) 原稿 用 紙 は 400 字 詰 (な る ぺ く BB5 判 , た て 型 横 書 用 〉 の も の を 使用 する こと 。 タ イプ 用 紙 は A4 判 , 厚手 
の も の を 使用 し , 1 枚 26 行 と し , 左右 を 2.5 セン チ ず つ あ ける こと こと 。 
26) 原稿 は 書留 便 を も っ て 下記 へ 送付 する と と 
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京都 天 学 農学 部 昆虫 学研 究 室 


Ze eHE UL Ke PRICES CLER ES AW Io 
体重 は 1・2 令 は 数 頭 ず つ を まとめ て , 3 令 以 後 は 個 
7 JA 7 Leucania uni puncta Haworra の 幼虫 は , 体 別 に , BAOMRICEARECHEBULI. IZUKSAO 

低 密 度 の も と に 他 個 体 と 関係 な く 成育 し た か , 個体 間 に = ALATA SMA ORES At. 

相 写 作用 の ある 高 密 度 で 育 っ た か に よっ て , SOKA, 頭 幅 測定 は 計 ~5 PITT RIT OVC stds, 

行動 HAS, 発育 日 数 な ど が 明 睦 に ち が っ て お り , さ 令 の み は 幼 虫 を 軽く 麻酔 し て オキ ュ ラ ー・ ミ クロ メー タ 


(は os 


ら に 幼虫 期 密度 効果 の 後 作 用 と し て 遇 お よび 成虫 期 の 生 — CHIE Liz. 
ERNST OTEDHDNS,. COL CBOE と れ ら の 計測 は 通常 各区 30 頭 ず つと つい て 行い , 死 
依存 的 変異 性 は , 移動 性 バッ タ (locust) で 明らか に さき 亡 な ど に より 個体 数 の 減少 し た 時 に は 直ちに 予備 の シャ 
れ て 来 た 相 変異 (phase variation) と 一 連 の 現象 と し —V i) REBEL CHICAIMEROL SITU. 
て 興味 を ひく も の で , その あぁ あらまし に つい て は すでに 報 
告 し た (HR, 1956)。 | x RR 

と の 報告 で は , 非常 と に ちがっ た タイ プ の 個体 を 生じ しさ 終 令 幼 虫 の 体 色 本 種 の 4 令 以 後 の 幼 虫 の 体 色 は , 1 
きせ る 棲息 密度 の 働き を より 詳し く 分 析 す る た め , 異な る 頭 飼 育 の 場合 に は 黄 緑 名 な いし 赤褐色 で ある が , ZAM 
密度 条件 の る と に 成育 する 幼虫 の 各 令 の 期間 , AH, 頭 。 育 す る と 著しく 黒 化し で くる 。 こ の 密度 に よる 体 色 黒 化 
幅 守 よび 摂 食 量 を 測定 し て , 密度 に よる 幼 証 成長 の パタ DiRFITOW THE, BS RIEU TH7EW 8 D (Type 1) 


デン の 相違 を し ら べ た 結果 に つい て 述べ た い 。 Se RAED SD (Type 5) £C, REE 
|) 6 ANICAZICAN oT, 常に 御 指 導 下 さっ て いる 内 田 る 5 段階 に 分 け て 前 に 示し て お いた ( 厳 ,1956), COR 
月 俊郎 教授 は し じ め 研 究 室 の 諸 民 に 対し て 心から 御礼 申し 上 験 の 場合 に る 全く 同様 の 傾向 が み ら れ ,1 頭 区 で は Type 
tS. 1: 29%, Type 2: 61%, 10 5A[X Gir Type 4: 42%, 


aa Type 5: 48%, で 残り の 各々 10% が Type 3 に 属す る 。 

材料 と 方 法 ae eee : ts = 

幼虫 の 令 数 お よび 各 令 の 日 数 幼虫 の 期間 は ある 程度 

実験 に 用 いた アワ ョ ヨ ト ウ に は 1956 年 10 月 京都 大 学内 山 集合 条件 に じ に ある ほう が 短く , 同時 に 発育 日 数 の 個体 変異 
場 の トウ モロ コシ か ら 採 集 し た 幼虫 の 子孫 で , 前 世代 よ OS ( oT ( Ss WE 1956), 本 種 は 普通 6 令 を 経て 


り 25°C の 採光 恒温 室 で 飼育 し た 。 実験 は 1957 年 1 月 HUES SQ, 25~30°C の 好適 温度 の る も と で は , 143 
0 らら CH ake A, 2~4 令 各 2 日 で 経過 し , 個体 変異 は 非常 に と 少なく, 
飼育 方 法 は お お むね 前 報 (1956) と 同じ で , シャ ー 密度 に よる 発育 速度 の ちがい る は っ きり し な い 。 5 令 に 


| 4015 kU 10 頭 の ニ つ の 密度 区 を 設け , 各 50 頭 。 な っ て は じ め て 相違 が 明瞭 と な り , 10 頭 区 で は 大 体 2 日 
を ゃ イヌ ムギ の 葉 を 与え て 飼育 し た 。 な おぉ 本 種 の 分 散 習 人 性 で 5 令 を お わる が , 1 頭 区 の 個体 は 3 日 か か る も の が 多 
£6, 1 令 の 間 は すべ て シャ ー レ 当り 30 頭 の 集合 飼育 Oo 64, MMO 6 同様 に 10 頭 区 と お いて や や 短い 


tb, 23 RRB SIC LOMBERICMAUK. 傾向 が あり , この 結果 全 幼 虫 期 を 通じ て みる と , 平均 1 

摂 食 量 測定 の た め , 食 草 は 予め 計量 し て 与え , BAR 。 ~2 理 集合 区 の 個体 の 方 が 発育 旦 数 が 短く な る ( 築 1 図 )。 
| 量 を 再び 衝 量 し た 。 別 に 同 量 の 食 草 を 入れ た ジ シャーレ 5 な ぉ この 実験 で は 7 令 を 経過 し た 幼虫 が 1 頭 区 た と 1 頭 
{HO >Cayvbu-wetb, BADRRMOICESE AB NIZE 1B), 従来 の 飼育 結果 を 検討 する と , と こう 


1 記 郭 大 学 農 学部 慣 虫 学研 究 室 業績 No. 298. 
(1958 年 4 A 1 B48) 
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BIN 幼虫 各 令 の 発育 
左 各 令 の 平均 発育 日 数 を 示す 。 A, 
(S573; B, 1eKESH; C, LOK 


Ai 5, 6 PRKUAMAZHO 

3B AM OME AH, 実線 1 

頭 区 , 破線 10 HK 

図 吊 の ロー マ 字 は 令 期 を 示す 

(PR= filam) 
いう 3 個体 は 稀 な が ら 1 頭 区 に と 時々 現 
われ る よう で あぁ あぁ る 。 こ と の 場合 に は 5 
TE CHO tA C6 令 型 ) と 同じ そ 
ー ス で 進み , 6 令 期 2 日 で さら に 腕 
RUC, 7474 Balti 2 A CHYEL 
THA. SHOA(LERRREOR 
係 に つい て は , 体重 ・ 頭 幅 と $ 関係 
StF THITBRBUIZV 6 

体重 ・ 頭 幅 体 の 大 き さ の 指標 と 
し て 頭 部 の 最大 幅 と 生体 重 を 用 い 
to RRATECHN £ NE lin 
は すべ て 集合 飼育 し , 27OREE 
庶 に 分 けた の で , 1~2 令 は 密度 区 を 
区 別 せ ず に 測定 し た 。 

HA(LIGO (KH IT 1 FAK DS RAH 
(, PRED ITO TIAL TS 3B 
向 が ある Cee, 1956), LPL, その 
過程 を 追求 する と , 4 令 ま で は むし 
ろ 10 頭 区 の 方 が 体重 が 重く , 547 
に な っ で 逆 た 1 頭 区 の 体重 が 大 と な 


日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 第 2 巻 第 4 号 


り , 6 令 で は 一 層 そ の 差 が 大 きく な っ て くる こと こと が わか 
る (B25). 

5S SIRE CHE 10 と し , 6 令 期 の み を 密度 1 と し た 
個体 の 体重 分 布 は , 1 頭 区 より は むし ろ 10 頭 区 の それ 
に K 近 い 。 す な わ ち , 重量 成長 の パタ ー ン は , その 令 期 の 
密度 条件 に じ に よっ て 決め られ る だ け で な さく, 先行 する 発育 
期間 の 条件 に じ に よっ て も 大 きく 規制 され て いる と こと が わか 


頭 幅 の 分 布 か ら み て も 当然 同様 の 傾向 が うか が われ る 
(第 1 表 ) う 。 た だ し 頭 幅 は ーー つの 令 期 内 に は ほとん さ ど 成 長 7 
せ ず , 脱皮 た よっ て 段階 的 に 成長 する か ら , 逆転 の 傾 面 放 


は 体重 の 場合 より 1 令 お くれ , 5 令 ま で 高密 度 区 の 方 が 


大 きく , 6 令 て な っ て 両 区 の 頻度 分 布 が ほぼ 等 し く な る 
同様 の 傾向 は 1, 2, 5, 10, 20 の 5 密度 区 を つく っ た 
1954 年 の 実験 その ほか の 頭 幅 分 布 に も 認め らち れる 。 ; 
な ね お 1 頭 区 に 例外 的 に 現われ た 7 令 型 の 個体 の 体重 
は , 3 令 頃 より 6 令 型 と は 明瞭 に ちがっ て お り ( 第 6 図 参 
AR), 頭 幅 る 3,4 令 に は 頻度 分 布 の 端 に 含ま れる が , 5 
令 じ と は 1.800mm と 全く くい ちがい , 64 2.600 mm 
を へ て 7 FTE 3.530 mm と 再び 6 令 型 の 終 令 の 頭 幅 


420 500 
体重 Cmg) 


第 2 図 3 合 一 路 期 と お ける 体重 の 用 放 分 布 
> 破線 10 頭 区 ( 細 破 線 は 6 令 期 に 1 頭 飼育 に 移 
本 )。 P= 


1958 年 11 月 


me 7 FP a FU oO ts eB 239 
第 1 表 BMHAESORMBLE ZOMEM 
1 頭 区 10 頭 区 
令 期 ーー ーー —— 
平均 値 | 標準 偏差 | 変異 係数 | Ren | 平均 値 | eeme | 変異 係数 | REE 
mm mm % % | 
1* | 0.3598 0. 0166 4.61 vie it e 
2 0.5559 0. 0252 ey = | 
3 0. 9427 0.0987 10.47 mS 0.9747 0.0640 657 | 16 
4 1. 4380 0. 0947 6.58 ie 1.5253 0.0947 6.21 rae 
5 2.3033 0. 1093 4.75 ae 2. 4020 0. 1230 5.31 ee 
6 3. 4207 0.0973 2. 85 : 3.4160 1473 4.31 “42 
*1, 2 令 は 密度 を 区 別 せ ず に 測定 し た 。 
0.03 
体 
a 0.02 
= 01 
係 
_ 
mn 0 
頭 
幅 
iw) 
-0,01 
1 
i we 度 
第 3 図 各 令 の 頭 幅 お よび 体重 と 飼育 密度 の 関係 
—O—: と の 実験 の デー タ ; …@…: 1954 
年 の 実験 デー タ 
| i 
RANT A 5 T4 Bo So 第 4 図 頭 幅 ・ 体 重 と 飼育 密度 の 関係 に 
第 3 図 は 横 軸 に 飼育 密度 を 対数 目盛 で , 縦 軸 に log Y=b log X+loga の 式 を あて は 
頼 幅 また は 体重 の 対数 値 を と り , 1954 年 の 実験 デー タ と め た と き の 方 向 係数 6 の 変化 
棋 と 示し た も の で ある 。 図 の よう に 両 軸 を 対数 と と る と , —O—: と この 実験 の 頭 幅 : 一 一 : 1954 


」 舞 育 
思わ れる 。 さ より 高 客 度 の 区 を つく れ ば と の 直線 が 折れ る 


Y 


“CLbBA5NS0s, 
| Ree RS RIC Y=aX> の 関係 が 適 
BY: 各 令 の 大 き さ 
TURE b の 変化 を みる と , 
FAL, 以後 減少 し て 6 令 そ は 0 また は 負 の 値 と な っ て 中 
凸 の 


密度 と 体 の 大 き さ の 関係 は ほぼ 直線 的 で ある よう に 


と の 範囲 の 客 度 で は 増殖 対す る 
ACEI CHS 


; X: ARBRE; a6: BH), F 
3 令 か ら 4 令 にかけ 正 の 値 を 


線 を 示す (第 4 図 )。 宮 尾 (1996) は オオ ニー ジュ ウツ 
テン トウ Epilachna 28-maculata MOTSCHULSKY 
1 令 は 正 の 値 を と る が , 


ヤ ホ シ 
つい て 同様 の 関係 を 吟味 し , 


2 倒 以 後 直 線 的 に 負 の 値 を まし て ゆく と と を 示し て い 


る 。 本 種 の 場合 , 幼虫 中 期 (4 令 ) を 頂点 と し て 最初 重 


ERY SER DUAN; … 全 …: と の 実験 の 体重 


j 向 に 働い て で てい 7 た に 個体 間 の 相互 作用 が 
BALL TW る 6 EE 
頭 区 の 方 が 小さ い が 5 
て いる 点 が 興味 を ひく 


量 成 長 を 促進 する 方 
次 第 に 抑圧 的 に 働く よう 妥 
同時 に 変異 係数 & 4 令 ま で は 10 
令 以後 逆 と 1 頭 区 より 大 きく な っ 
( 策 1 表 お よび 第 5 図 参 照 )。 
と の 逆転 は 集合 区 た とお ける 食物 絶対 量 の 不足 に よる も 
の で は な くれ, HKBRITSE IICHEPUICE ORE 
取 量 の 減少 に 基く も る の で も ない 。 し か じ ジ シャ ー レ 当り 事 
数 は 各 令 を 通じ 一 定 に 保っ た の で , 当然 個体 間 千 渉 の 度 
合 は 令 の 進む に つれ 増大 し て いる と 考 ら れ 7 これ が 逆 
転 に 関係 し て いる も る の と 思わ れる 。 た だ し 2 頭 区 で ちほ 
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ぼ 同 様 の 傾向 を る つと と や , 6 令 に 1 頭 に 分 離し た 個体 
の 体重 分 布 が しろ 10 頭 区 の それ に 近い と こと な ど 考 え 
る と , 単に それ だ け の 原因 か どう か は 疑問 で ぁ る 。 講 星 

(1949) は カイ コ で , 初 令 体重 の 重い 個体 は 最終 令 に は 
逆 と 体重 が 軽く な る と と を 指摘 し て いる が , と これ に 似 た 
生理 前 因果 関係 が ある の か る 知れ な い 。 

な お 各 令 の 頭 幅 と その 令 の 最終 体重 は 前 述 の よう に 必 
ず し る 比例 的 関係 に は な い が , 前 令 の 最終 体重 と の 関係 
は より 密接 で , 両方 を 対数 に プロ ッ ト す る と , ATMs 
度 区 の 平均 値 は 大 体 1 本 の 直線 に の る 。 ま た 7 令 型 の 1 
個体 の 値 % 同様 の 直線 に 含ま れる 。 す な わ ち 頭 幅 は 前 令 
の 最終 体重 に 支配 きれ, 密度 に よっ て 頭 幅 だ けが 特別 の 
変化 を 示す る の で は な いと いえ よう 。Brck (1950) は 種 
ADKLEMCHEBSNIZ7 VI AA H Pyrausta nu- 
bilalis Han. SPR OIANE & (ABORT aR Allometric 
な 関係 を 認 

頭 幅 ・ 体 重 の 成長 比 
Se ー 定 で は な い GES We 体重 は Haan 


DTS. 
ょ 体重 の 成長 比 は 決 
DID 信頼 


GRE a (ap) る し ay 


I i im Iv Vv VI 
a i 
ABOKRHBLUES 


第 5 図 頭 幅 ・ 
A: 頭 幅 , B: 体重 
実線 1 頭 区 ; 破線 10 頭 区 で 太線 は 成長 比 , 
細線 は 変異 係数 を 示す 。 
i の 場合 を みる と , どの 審 度 区 で も 
か ら 3 令 へ の 増加 率 1.70~1.75 が 最大 で 54> 
Ke 6 47ND 1.42~1.49 Bee tesitTwSs, TOTE 
Vata + Rs BAER ae eae 用 いた 実験 
結果 の いずれ に も 認め られ , また 吉井 ・ 中 平 ek D 
高知 産 の 幼虫 の 測定 結果 る 同様 で ee iy 
従来 頭 幅 の 成長 に 対し て , 一 定 の 成長 比 を 仮定 し た 


の 変異 係数 


日 本 応用 動物 昆虫 学 


会 誌 策 2 巻 第 4 号 


Dyar Oxt, ある い は 令 の 進行 と 共に 成長 比 が 洒 減 する 


と 考え た Gans & Capper, の 式 な どの 実験 式 を あて 1 


は め る 


ZAC EDBPFDONTWSDS, AMOT & { 2-3 BHO | 


成長 比 が 最大 と いう 3 ぅ 特性 を る つも の に 上 の よう な 式 を あみ 


て は め て 適合 度 を 云々 する と と は 意味 が 少な い 。Brck 
の し ら べ た アワ ノメイガ 幼虫 の 頭 幅 成長 比 も 同様 2 一 3 
令 が 最も 大 きい 。 ど の 谷間 の 成長 比 が 最も 大 きい か は 落 


らく 種 に より 大 体 決 っ て いる と 思わ れる が , 一 方 宮尾 


(1956a) は カイ コ の 成長 比 を 個体 別に し ら べ , その 変化 
が 個体 により 必ず し も 同じ 傾向 や も る た な いと こと を 示し て 


いる 。 い ずれ に し て も $ 理論 的 に 根拠 の な い 実 験 式 の 単 な 
る あてはめ より も , 成長 過程 の より 具体 前 な 追求 が と この 
方 面 の 研究 を すす め る 上 E 上 に 重要 で あろ 3 © 

ANTONI TEDMSWG DET, KK 3-4 TH 
Es 

47D GE We RFE 
が 小さ さく 後 令 に は 逆 に 
成長 比 が 最大 と な る 2~3 4 
と と は 興味 を ひく 事実 で ある て (第 '5 図 )。 
AAST 2y RYT Yt WY (Cee, 1956) ea havea 
Barathra brassicae L. (三田 , 1955) の 場合 に る 示唆 


E 値 の 変異 係数 る 同様 に 最初 は 集合 区 の ほう 3 
1 EROS 


され て お り , 両者 の 間 に な ん ら か の 因果 関係 の ある こと と 
る さる 6 
摂 食 量 高密 度 で 発育 し て きた 黒色 幼虫 は , 6 令 期 1 


頭 に 分 離し て も LHR ORAM E 9 a ‘傾向 
が み ら れ た が ik, 1956), さら に 6 令 期 る 集合 条件 に お 
か れ た 場合 ぞ お よび 終 令 以 前 の 摂 食 量 の ちがい を 知る 目 打 


で 追 旗 し た 。 2 へ ~3 令 は 摂 食 量 が 少な く , 食 草 の 目減り 
に よる 誤 立 る ある の で 両 密度 区 の 間 に 差 は みち れ な か ラ 


た 。4、5 令 頃 よ り 集合 区 の 個体 の 方 が 摂 食 量 の 多い 傾向 

が うか が われ , 6 令 C な る と その 差 は 一 層 明 瞭 に な る ( 策 

2%), 集合 区 1 頭 あ た り の 6 令 期 摂 食 量 は 1 頭 区 の WK 
策 2 表 各 令 の 摂 食 量 (1 頭 あ た り 平 均 ) 


fia) 7 43 期 
密度 | 1 の 3 4 5 6 


102.40 436.1 2107™8 


ae 8.85 22.204 


10 108.85 456.4 ae 


2307* 


*6 令 期 の み 1 頭 に 分 離し た 個体 。 
Sh wes 6 FITS oT 1 頭 に 分 離し た 黒色 幼虫 ( 高 
度 型 ) は と の 両者 の 中 間 の 値 を 示し て いる 。 と の と と 
re yes  * 
ン の 条件 づけ と , その 令 に お ける 心理 的 条件 の 二 つ の 面 


合 区 の ほう ぅ が 成長 比 が 大 きく 以後 逆転 する が , ee 


3 う が 小 さい な る な 人 科 
令 の 時 変異 係数 も 最大 と な る 
同様 の と と に 


ra 2 


3 


195844114 


か ら 規 定 さ れ て いる と 考え られ よう 。 
各 令 間 の 摂 食 量 の 増加 率 は , 幼虫 初期 の 3 倍 前 後 か ら , 
5・6 令 の 5 倍 前 後 ま で , お お むね 令 が 進む と つれ て 増大 
し て いる 。 体 重 や 頭 幅 の 成長 比 は 幼虫 初期 に 高く) 後 H 
に は 減少 する か ら , Wil (1954) が ョ トウ ガ 幼 虫 じ つい 
て 述べ て いる よう に , 生育 が 進む な と つれ , 一 定量 の 体重 


増加 に 要する 摂 食 量 が 大 きく な る わけ で ある 。 和 集合 区 の 
個体 は 1 頭 飼育 の も の より 5・6 令 の 摂 食 量 が 多い が , 
体重 は 逆 に 軽く な る か ら こ と の 値 は 1 頭 区 の 個体 と 比 ペー 
層 大 きく な る 。 こ と の 事実 は 密度 条件 に よる 個体 の 生理 状 
態 の 変化 を 示 吹 する も の で あろ 56 


® cas 


以上 上 述べ て きた よう に , アワ ョ トウ の 幼虫 は 通常 6 信 
SE CHET SH, その 成長 過程 は 棲息 密度 に よっ て 影 


Be ITS. COMRE ELD TRLIODME 6 図 で , 


3.0 


2.5 


0,5 


Rokk Oo 日 数 
BEM TIUaAhkvsrone 


—@—: 18K6 4m; —O—: 
Ws … 信 …: 10 頭 区 


1 頭 区 7 令 


4 令 ど で ろ ま で は 密度 に よる 発育 速度 の ちがい は 明瞭 で は 
な ない が, 高密 度 で 育 っ た 個体 の ほう ぅ が 体 の 大 き さ ( 頭 幅 ・ 
体重 人 が 大 きく 個体 よる 大 き さ の 変異 も 少な い 。 5 
今頃 より 高密 度 区 の 個体 は 1 頭 区 の る の より 発育 が 促進 
an, 摂 食 量 も 多く な っ て くる が , それ と 同時 に 体 の 大 
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き さ は 逆 じ 1 頭 区 より 小さ なり , その 個体 変異 は 相対 
的 で 大 きい な っ て くる 2。! 頭 飼育 の 場合 で は まれ ご 7 倒 
型 の 個体 が 現われ る が , TAUs 3 FE OMBITKSS 
が 異な り , 1 回 余分 の 脱皮 を 行う た め 終 令 じ は 6 令 型 の 
も の より や や 体重 が 重く な る 。 
Lone (1953) (Sid) SDS IT AT SERBS 

影響 しらべ , ウリ ワリ バ の 1 種 Plusia gamma L.P YH 
の 1 種 Diataraxia oleracea L. で は , 集合 飼育 を する と 
HRN ARP EA 5 TWSD3, 1HPFODRLTERS 
せる と 令 数 が 不揃い と な り , 脱皮 回 数 の 多い 個体 が 相当 
数 現れ る と ど を み で いる 7 CHUEBROR IEE 
あま りみ られ な か っ た が , 1 頭 区 に まれ に 7 令 型 が み ら 
れる こと と は 上 記 2 種 と 同じ 傾向 を も つと と を 示す る の で 
あろ う 。 さ ら に 頭 幅 の 頻度 分 布 や な る と , Plusia gam- 
ma の 場合 集合 区 の 個体 の 頭 幅 分 布 は 2~3 令 頃 より 
CG FICS AVC & Cs 051 CDG 
な 頭 幅 の 大 きい 個体 は 小さ い 個 体 よ 5 脱皮 回 数 が 少な く 
な る 傾 遍 を も つこ と と が 認め られ る が アフ ワ ョ トウ で も 3 
~4 令 の 頭 幅 は 集合 区 の 個体 の ほ は うぅ が 1 頭 区 より 大 きい 
傾向 を や もつ 。 すなわち , 後者 で は 棲息 密度 に よる 脱皮 回 
数 変化 は それ ほど 一 般 的 な 現象 で は な い が , 潜在 的 で は 
Plusia や Diataraxia と 同じ 方 和 尚 に 密度 効果 が 作用 し 
て いる る も の と 考え られ る 。MaArrrzr (1946) は 上 の 場合 
LEWC, ヤ ガ の 1 種 Laphygma exempta L. で は 高 
密度 で 脱皮 回 数 が ふえ る こと と を 報告 し て いる が , COL 
うな 相反 する 傾向 が , 種 に よる 反応 箇 の 相違 に よる も の 
D>, ある い は 客 度 規 定 の 相違 に 基く 審 度 効果 の つよ さ の 
ちがい に よる も の か は 将来 残さ れ た 問題 で ある 。 き た 
ALBRECHT (1955) は 移動 性 バッ タ Schistocerca grega- 


via Forsk. 73 kU Nomadacris septemfasciata SERV. 
で は , 親 世 代 の 密度 条件 が 子 世代 の 脱皮 回 数 に 関係 し , 
phase gregaria より の 若虫 は ph. solitaria より の 若 
虫 より 脱皮 回 数 が 少な い 傾 向 の ある と と を 報告 し て いる 
が , と この 点 じ つい て も 検討 が 必要 で ある 。 

な 従来 同種 個体 間 の 相互 作用 に 関連 し て 競 争 と か 協 
同 と いう ぅ 概念 が 使用 され る と と が ある 。 た と を ば 吉良 ら 
(1956) は 高等 植物 じ に お ぉ お ける 密度 効果 の 研究 に 際 し て , 
蜜 度 増 加 に つれ 平均 個体 重 の 減少 する 場合 を 個体 群 段 階 
に お ける 競争 , 体重 の 増す 場合 を 協同 と 呼び , また 個体 
変異 の ます 場合 を 個体 段階 の “せり あぁ あい” 現象 , へ る 場 
合 を “< すけ あい ” 現象 と 名 付け た 。 ま た 森 (1954) は 
吉良 の “せり あい “た < すけ あい "に 当る 現象 を を が ぞ 
Be, 協同 と 呼び (変異 係数 で 判定 する う , 吉良 ら の 
言う 競争 ・ 協 同 の 現象 に は 群 の 生存 価 を 高め る あぁ あるいは 


> 


る 
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低め る と いう 表現 を と る と と を 提案 し て いる 。 と これ ら の 
考え に よれ ば , アソ ワ ョ トウ の 発育 に 及ぼ す 密 度 の 影響 は 
体 の 大 き さ か ら み る と 中 令 ま で は 協同 的 , 幼虫 後期 に は 

競争 的 な 作用 が つよ さく 働 いて いる と と に な る 。 し か し , 
RRB REL UTS BRRR DS BTS ERD TIT HTL 
TUPAC RSW LU 5 hae LO 限定 は 別 と し て 
4, 幼虫 の 発育 日 数 や その 変異 は , ある 程度 の 高 審 度 で 
ER NE EA 
栄 に 関係 する 産卵 数 は 体重 の 軽い 高密 度 型 の 成 躍 で 必ず 
し も 減少 せ ず , 成虫 寿命 は か えっ て 大 幅 に 増加 する と と 
Ci, 1956 参 照 ) な ど 考 え あ わせ る と , 単純 に 一 つの 形 
質 (お も に 体重 と か 体長 な ど が 考え られ て きた ) ORR 
hs ae a うぅ な 個体 群 あ TY 


id, 8 “ PNG memes と と が 明らか で ある 。 

アワ ョ トウ の 場合 て は , と この よ a 0 % #AZES 
の 概念 に より 発達 させ られ た よう に , 高密 度 で 生じ た 個 
体 は より 移動 に 適し た , Kennepy (1956) の 考え に よれ 
ば 生活 場所 の 発見 と い ぅ 成虫 和 的 な 幾 能 の より 高度 に 発達 
し た 型 で あり , 低 密 度 で 現れ る 個体 は , TEEN ZS, 生活 
場所 で の 増殖 と いう より 幼虫 術 機 能 の 発達 し た 型 で ある 
と する “HOMO” の 考え 方 じ 従 うほ う が 有 妥当 と 考え 
られ る 。 こ の 考え 方 は よ 9 一 般 化 し た 形 で , 一 般 生 物 の 


個体 間 相互 作用 に 関す る 多く の 問題 に も 適用 で きる の で 
は ある まい か 。 
BB 約 
I) アソ ワ ョ トウ に み ら れ る 相 変 異 の 現象 を 明らか に す 


る 手段 の 一 つと し て ;, V¥xr—V49 1 BREW 10 BO 
密度 区 と お け る 幼虫 の 令 数 , 各 令 の 発育 日 数 , 体重 , 頭 
幅 お よび 摂 食 量 を し ら べ , 成長 の パタ ー ン の ちがい を 知 


Summary 


第 2 巻 BAG 


Bit 
ct 
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2) 1 頭 区 に まれ に 7 令 を 経過 する 個体 が ある が , 本 
種 は 普通 6 令 を 経て 虹 化 する 。 4 令 ま で は 発育 日 数 に ち 
が い は み ら れ な い が , 5 令 以 後 10 頭 区 の 個体 の 発育 は 
促進 され , HULK COME ARIE 1~2 日 短編 され る 。 
3) 体重 ( 眠 に 計測 ) は 4 令 ま で は 10 頭 区 の ほう が 
重い が , WRIT IAROZ5 DHS 65. With 
より 1 令 お くれ て 同様 の 変化 を 示し , ま た 4 令 ま で は 10 
頭 区 の ほう ぅ が 個体 変異 が 少な い が , 5 令 以 後 は 逆 に 多く 
ISB 
4) 摂 食 量 は 5 令 頃 より 10 頭 区 の 個体 の ほう が や や 
多く , 6 令 に は 1 頭 区 の 約 1.2 倍 の 量 を 消費 する 。 
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Phase Variation in the Armyworm, Leucania unipuncta HAWORTH | 


Il. Effect of Population Density on the Larval Growth Pattern | 


By Syun’iti Iwao 


Entomological Laboratory, Kyoto University 


In the previous paper the author reported on 
the phase variation in the armyworm Leucania 
unipuncta (Iwao, 1956), but some aspects of the 


phenomenon still remained obscure. 


An attempt was made in this paper to find the 
difference in the course of larval development 
between phases. The larvae were reared at the ; 


densities of 1 and 10 individuals per vessel under 
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the constant temperature of 25°C. 

The larvae in both cultures passed through 6 
larval instars except one individual having 7 instars 
in the isolated culture. 

Up to the end of the 4th instar no difference 
is found in the rate of development between the 
larvae reared in isolation and in crowds, but the 


larval size in terms of body weight and head width 
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tends to be larger in the latter. During the final 


two instars the crowded larvae develop more 
rapidly and at the same time become smaller in 
food than the isolated 


ones. In high density individual variation decreases 


size but consume more 


The same 
is true of the head width until 4th moult, but 


in regard to the rate of development. 


the variation increases at the later instars. 


ot Tl 


Insecticide Resistance in Arthropods (1958), 
A. W. A. Brown #, World Health Organization 
Monograph Series No. 38, 240 ペー ジ (文献 692), 
J 1,800 FJ, Geneva WHO, Palais des Nations 発行 。 

BROMBAICKOS SRMECRL CAS CICK 
の 研究 者 が , 種々 の 見 地 か ら 興 味 あ る 総説 を 多数 残し て 
いる が , Browr 博士 も また すぐ れ た その 総説 者 の ひと 
り で , REDSTP>OORMRICMARE MAIS OS, 改 
訂 発 表 を 続け て 今日 に 至っ て いる 。 本 書 は どく 最近 の = 
民 デ デリ = で 開催 され た セミ ナー に お い に て 発表 され た 結 
果 ま で を 和 集 天 成 し た も の で , WHO に あて て 送ら れ た 書 
fi, ある い は 私 信 に よる 報告 の 類 も , 多数 その な か に 
zoek LD C0 4, AME4BKVYV GY, B11 Bit Nature 
and characterization of resistance と し て , 抵抗 性 に 
関す る 一 般 的 な 問題 を 取り 扱い に, 第 2 章 に は Taxonomic 
groups characteristically vectors to man と し て , シ 
ラミ , ノ フミ, カ 類 に つら て お こと なわ れ た 研究 の 結果 が 総説 
SNCwO4, 83 Bit Hic The housefly どの で イイ エバ ベ 
ェ だ け に 1 章 を も うけ て と れ を 解説 し , 策 4 章 に お いて 


は Taxonomic groups characteristicaliy not vectors 


wey mrein ZEW, EN 
72, 247), RBOF = EICMECKSNLHA 
DEBE BMLTO4S. DSHUHA OM 6 SRM 
さざれ て いる こと は 喜ば し い 。 た だ 本 書 は 。 族 用 昆虫 に 関 
し た 研究 結果 だ け を 総説 し た も の で , 1908 年 すなわち 今 
か ら 50 年 も 前 に すでに その 事実 の 発見 され て いる 農業 
# hic DW COM, Browr 博士 に よれ ば , 昆虫 の 種類 
に し て 少な く と も 30 種 , 論文 の 数 に し て 100 MIC Ols 
ZAWROMR, これ に は 含ま きれ で らい な いら いら e。 CD-He 
FicutHBact dls, DFP 10 SLUV9DFA OMI, 
BEOM HAO Zito 5 -COM AKU Ich 
LCs, と これ だ け の 業績 が つま れ , 学問 が 非常 な 勢 に で 
Bee DOH SLID CORKROFTMBICHS. る みず か 


i ST 


5 ICHED DDI DIT» 一 方 これだけ 多く の 業績 を 消化 
し て あざ や か に 配列 し て 見 せ た Brown +O AAMT ts oA 
脳 に は , た だ 敬服 する も の で ある が , WHO の 要職 と あ 
っ て , SHAOMRRHBE SI, と れ を 指導 激励 し , 類 
雑 な 事務 も 遅滞 な く 処 理 し て , みず か ら も また 研究 を 続 
け な が ら 数 多 ら 業績 を 残し て 行か れる と の 人 こと そ , まき 
スー パー テー マ ァ ン と いう べき で ある 3,6 (長沢 純夫 ) 

Japanese Contribution to the Study of the 
Insecticide-resistance Problem (1957), A. W. A. 
Brown, S. Taker, S. Nacasawa 共編 , BOK, iv+ 
244 ペー ジ , 京都 大 学 防虫 科学 研究 所 発行 。 

1956, 57 年 に WHO の M. H. Goopwin, A.W.A. 
Brown 両 博士 が 日 本 を 来訪 し , この 方 面 の 日 本 の 研究 状 
況 を 視察 し て に っ た 。 わ が 国 の 業績 が 非常 に すぐ れ て い 
る の に 外国 に その 内 容 の 伝え られ な らい の を 遺 契 と し て , 
それ ら を 紹介 する た め に な され た の が 本 書 で ある 。 全 体 
は 3 部 に わ お わかれ, 第 1 部 は 遺 伝 学 的 研究 で 安富 の シラ ミ 
お よび イエ バエ の 抵抗 性 に か ん する 論文 4 逢 , KE, 大 
垣 , 塚本 , 広吉 ら の 吉川 教授 一 洲 の ショ ウジ ョ ウパ バエ の 
抵抗 性 を 取り 扱っ た 論文 9 称 が お さめ られ , KR2Bis 
Toxicological studies UCH, HH, K&S, 4B, 
S, BARE, 発育 順位 な ど と 殺虫 剤 感受 性 と の 関係 を 
取り 扱っ た 長沢 , 鈴木 - 遠 山 ) 後藤 , -M- AH, 右 倉 ・ 
BIG SORNS HE, 第 3 部 は 生理 学 的 研究 で 山崎 ・ 橋 橋 
の 殺虫 剤 の 作用 機構 に 関す る 研究 , 深見 ・ 富 沢 お よび 小 
池 の 論 文 8 徹 が 収載 され て いる 。 た だ 本 書 は 500 WHE 
の どく 少数 が 印刷 出版 され た だ け で , し か も 非売品 と し 
て , WHO か ら 特 定 の 研究 機関 , 研究 者 に 配布 され た た 
め , と これ か ら 新 た に と の 研究 に 進 も うと する 人 達 が 容 名 
に 入手 で き な ら いら うらみ が な らい わけ で は な い 。 し か し われ 
われ と し て も こと の 方 面 の 日 本 の 研究 の 現状 を 概観 する 上 
に 非常 に 役立つ も の で , で きれ ば 手 に 入れ た い 本 で あ 
oe CR RMA) 


ZW ムン の EE 


的 研究 


X. マル クビ クシ コメ ツキ 幼虫 の 較 場 に お ける 分 布 の 実態 


静岡 大 学 農 学部 応 


緒 


Du 


ハリ ガ ネ ム ジ シ の 棲息 密度 を 知る と と は , 被害 を 予知 す 
る 上 に お いて も , また 防除 効果 を 判定 する 上 に お いて でも 
重要 な と こと で ある が 我国 に お ぉ おけ る 報告 は 僅少 で あぁ る 。 外 
国 で は 古く より 研究 が 進め られ SaLT (1945), Finney 
(1947) な どの 注目 すべ き 業 績 % 少 なく ない 。 し か し 我 
園 じ お ぉ ける 耕作 様式 と 外国 に お ぉ ける それ を 比較 する と , 
耕作 規模 に お いて 異な り , また 生物 的 お よび 気 宗 的 要因 
な ど 幾 多 の 相違 だ が みる の で , その まま 当て は め る に は 相 
当 の 困難 が 考え られ る 。 他 方 ヘリ ガ ネ ム シ は 長期 間 土 壌 
中 に 棲息 する も る ので, その 垂直 分 布 は 季節 的 相違 する 
が 水平 移動 は 少な く その 実態 は 比較 的 把握 し や すい 。 

蓋 者 は まず ハリ ガ ネ ム ジ シ の 職場 に な ける 分 布 に つい て 
知見 を 得 ん が た め , 春秋 の 三 期 マル クビ クシ コメ ツキ 幼 
虫 の 地表 に 接近 し て 棲息 する 機会 を と ら え て , 耕作 地 に 
棲息 する ハリ ガ ネ ム シ の 靖 密 分 布 調査 を 行っ た 。 こ の 調 
査 に 基き ハリ ガ ネ ム ジ シ の 分 布 様 式 て に つい て 報告 する 。 

本 文 を 草 す る に 当り 御 指 導 を 賜っ た 京都 大 学 諾 学部 の 
内 田 俊郎 先生 な ら び に 河野 達郎 先生 に 心から お 礼 を 申し 
る 


a res: 

秋期 の 調査 な あび に 較 場 の 概要 

ee ee ree 2) ABO 

: 南北 16m 東西 35m の 長方形 の 賠 場 で 西側 が 高く 
i rR り 敵 市 溝 帖 と る に 約 30cm 
瑞 上 に 株 間 約 30 cm で ごと に 白菜 を 4~5 AIO 点 播 し 

て ある 。3) 作付 の 状態 : 9 月 10 日 百 菜 (京都 三 号 )〕 を 
播種 , 9 月 15 日 発芽 , 調査 時 の 草丈 約 10 cm。 4) 前 作 
と の 関係 : 11 月 上 旬 ~6 Apap )AeRL, 4 月 上 旬 
~ 8 月 中 旬 煙 草 を 栽培 し た 後 白 菜 を 播種 し た 。 

春期 の 調査 な な びに 上 場 の 概要 

D Bane: Bea spalie a : 2) 園 場 の 状 


(1958 年 4 月 14 日 受 領 ) 


態 : 南北 4 間 東 西 20 間 の 長方形 の 園 場 で 西側 が 高く 勾 


be SICH 30 cm で あぁ る 。3) 作付 の 状態 : MECH FT 
約 10cm に 大 雪が 栽培 され て あり , MATAR © 
後 行っ た 。4) 前 作 と の 関係 : 11 月 上 旬 ~6 A EDAR, © 
5 月 中 旬 ~10 月 下旬 甘 議 を 交互 に 栽培 する 。 
土壌 は いずれ る も クロ ボク 土壌 で 粒子 は 細か く 排 水 は 良 
好 で ある 。 ま た 両 較 場 と る 西方 より の 季節 風 を 強く 受け 
る ; 
白菜 畑 の 調査 は 敵 上 の 白菜 を 中 心 に 30cm CLIK 7 
割 を 作り , まず 白 菜 の 根 部 (10cm 立方 ) の 土壌 に 棲息 
する ハリ ガ ネ ム シ お よび 他 の 昆 虫 数 を 調査 し , RICE 
内 の 根部 以外 の 土壌 (FEDORAS 40cm) に 棲息 する へ ハ 
リガ ネム シ お よび 他 の 昆虫 数 と を 区 別して 調査 し , さら 
に モグ ラ の 棲息 和 孔 , 遇 の 巣 の 有無 な ど に つい て 調査 72。 
WOR SII 百 菜 を 栽培 し た 関係 上 深 《 20~25 cm CH 
り , 瑞 の 調査 に 準 ひ て で ハリガネ ム シ の 採集 を 行っ た が 採 
fe CRISP S Ice 

大 麦畑 の 調査 は 賠 場 の 一 隅 よ り 30cm CLITCHEE 
切り 各区 割 内 に 棲息 する も の を 前 記 の 調査 項目 に 従っ て 
調査 し た 。 後 で 述べ る が 傾斜 の 低い 場所 に ハリ ガ ネ ム ジ シ 
の 審 度 が 多い た め , 東側 より 3 瑞 ど と に 調査 を 行い 計 17 
WORD Hate TT oi. HICK CUO R ait 
ARE 0 RWOO CHOMADLEIT 46 BFAY HAR 
シ が 存在 し た が , 数 が 僅少 で ある の で 記載 は 省略 し た 。 
吉田 ・ 丸 井 RE) は マル グ ビ ク シミ スズ ッ ツキ 幼 下 の 
若 齢 期 に お ける 飼育 を 行い 1 年 経過 の 幼虫 は 4~5 mm 
CHhSCLEPRDIADS, COLI LMHRUBHOREC 
は 植物 体 の 根 際 の 間隙 で 時 々 発見 され た が , 秋期 で は 全 
く 見 られ な か っ た 。 し た が っ て 本 調査 の 対象 と な る ハリ 
ガ ネ ム シ は 明 化 後 2 年 目 以降 の 幼虫 で ある 。 


秋期 ( 自 菜 畑 〕 に お ける 分 布 
白菜 畑 に お ける ハリ ガ ネ ム シ の 散ら ば り 0 状態 を 知ら ん が 


( 244 ) 


Alta OPPACH So MiTAC, HAE 
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第 1 図 白菜 畑 に 於 ける ハリ ガ ネ ム シ の 分 存 羽 (秋期 ) 


た め , 各区 割 ご と に 採集 し た 虫 数 を 記入 し た 地図 を 作り 
第 1 図 に 示し た 。 
第 1 図 C た よれ ば 棲息 密度 は 東側 に 片 守 っ て で いる の で 畑 
地 の 管 理 を 調査 し た と と ころ , 西方 の 17 敵 は 昭和 30 年 
春期 まで 茶樹 を 栽培 し , COMENTL & 323, 落花 生 を 
間 作 し て いた が , DRL CRE, 甘 議 を 交互 に 栽 境 
LIEN a Oca =i OU a yy ee 
hid 4 ESS ADODBSWOT LDSHEEANAOT, 西側 
O17 mw (西区) と それ より 東側 の 34 mm REX) OF 
集団 は それ ぞ れ 異な る る の と 考え られ る の で 別々 に 統計 
処理 し た 。 

採集 を 行 っ た 10 月 1 日 3 日 は ハリ ガ ネ ム ジ シ の 秋期 の 
摂 食 活動 期 に 当る の で ほとん ど 地表 に 接近 し て 棲息 し 
7<。 ま た 百 菜 畑 は きわ め て 清潔 に 保 た れ 碧 上 に は 雑草 は 
な 百 菜 の み が 生 育 し て いる 状態 で あり , こと の よう な 環 
境 下 で は ハリ ガ ネ ム シ は 百 菜 の み に 集中 加害 し て いる こと 
と が 認め られ た 。 直 菜 の 根 部 以外 の 土壌 棲息 する ハリ 
ガ ネ ム シン の 数 は , 根部 の 土壌 た 棲息 する それ に 比較 し て 
きわ め て 少な いた めそ の 数 は 無視 する こと が で きる 。 し 
7223 > TAR MB is k UK ESOP th wis Bet 
近似 じ て い る の で で の よう な 了 時期 に お ける ハリ ガ ネ ム 
シ の 分 布 を 知る に は 英 大 な 労力 を 要する 区 割 全 部 の 土壌 
HATZ LO, 植物 の 根部 の 土壌 を 調査 する ほう ぅ が 得 
策 か も 知れ な い 。 i 


次 に 頻度 分 布 曲線 の 性 状 を 知ら ん が た め , Poisson 分 
布 に 当て は め た が 適合 せ ず , 集中 的 傾向 が な られ た の で 
と これら の 頻度 分 布 を Polya Eggenberger 分 布 に 当て は 
め た が , いずれ る も LH 検定 は 適合 し た 。 

"区 お よび 東 区 た お ける ハリ ガ ネ ム シ の 頻度 分 布 な ら 
びに Pélya Eggenberger 分 布 の 理論 値 を 示せ ば 第 LR 
ER 

邊 菜 根部 および 区 割 全部 の 頻 芝 分 布 は 西区 お よび 東 区 
いずれ る Pdlya Eggenberger 分 布 に 適合 し た が , 特に 
自 菜 根部 に お ける 頻度 分 布 の 適合 度 は きわ め て 高く , 本 
息 密 度 の 高い 東 区 で は a=0.95, 密度 の 少な い 西 区 で も 
a=0.80 の 信頼 度 で 適合 し た 。 

と れ は ハリ ガ ネ ム シ が ある 特定 の 場所 に 集中 し て 分 布 
LTWSZTCERRULTOSZDCHSD, CHBBRWUIS 
る ぁ る の と し て 成虫 の 産卵 習性 や , DRA MICB ML 
EE ERT TS 

ハリ ガ ネ ム シ の 比較 的 大 き な 距 離 の 伝播 は 成虫 の 飛 贅 
に に よ 9 行 われ る 。 

静岡 県 下 で は 成虫 は 5 A EDM RUITRES ORL 
た 後 , 上 駿 は 土 中 に 入り 作物 の 周辺 の 土壌 一 粒 ず つ 産 卵 
する 。 被害 基 付近 で は 考 作 後 た だ ち に 甘 計 を 栽培 する の 
で 棲息 場所 の 撤 乱 が 行わ れ で , Wis LOMMEERD AB 
VEPEED FIR ICHHIR AS Tic OMIT RR ANT, BE 
その 後 の 経 過 に 大 き な 影 響 を 及ぼ すこ と と が 考え られ る 。 


= 
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第 1 表 百 菜 畑 の 西区 お よび 東 区 と お ける ハリ ガ ネ ム シ の 名 度 分 布 
東 区 西 区 
— [Xx il | = = 
白菜 の 根部 根部 以外 | 一 区 割 の 全数 | 白菜 の 根部 | 根部 以外 —KHOa 
a> DRO |- = | DK di] O 
One FRE PE. A | SHAR LVS PE. i | WUFAE| PE. 4p | AMUSE |Z ABE) P.E. 分 布 
(KBB) の 計算 値 | (KHBO (区 割 数 ) の 計算 値 (区 割 数 ) OF FE | CR BAO (KR MBO| Ost HE 
0 | 420 399 659 246 292 289 292 387 203 220 
1 154 161 259 208 164 110 96 104 134 113 
pe ol Bits 105 109 131 117 51 53 36 77 70 
3 70 76 40 103 90 26 33 11 46 45 
4 56 59 13 77 71 17 21 3 27 30 
5 35 46 4 | 56 58 14 14 1 12 21 
Be yi. _ 180 37 3 | 35 47 7 10 1 q 14 
7 25 31 1 30 39 3 7 1 7 10 
8 22 25 18 32 7 3} 8 7 
9 20 22 30 27 9 3 8 5 
10-6 at 19 19 23 4 3 7 3 
11 17 15 ir 13 19 3 , 2 2 
1 vale 16 13 haa 16 1 j| 3 2 
13 15 11 17 14 2 1 2 1 
14 13 10 8 11 0 1 | 0 il 
15 9 8 17 11 1 0 0 1 
16 10 7 8 8 1 0 
17 6 6 8 7 
18 7 6 4 6 
19 7 5 6 5 
| 2 3 3 5 
21 | 5 3 6 4 
9590000 3 3 4 3 
23 4 2 2 3 
24 5 2 5 3 | 
25 2 2 2 2 
26 0 || 2 3 2 
27 4 1 6 2 
28 0 1 0 1 
29 0 1 0 1 
30 3 1 1 1 
31 0 1 » 1 
32 0 1 0 1 
33 1 1 0 1 
34 0 1 1 1 
35 1 0 1 0 
36 0 0 0 0 
37 0 0 0 0 
38 | 1 0 1 0 
RK Bx | 1088 1086 1088 1088 1088 544 542 544 544 546 
平均 (8 | 3.685 0.638 | 4.324 1.386 0.439 | 1.822 
| | 
Fp HHe | 9.142 1552.7). 7a | 4.206 1.674 | 3.536 
変動 係数 | 1.575 1.560 | 1.336 1.742 1.954 | 1.393 
3862 |_| 4B. <rhng | BHT. 197 | ag=t9. 8x88 
(a=0.95)=22. 99 (@=0.1)=47.13 | (a=0.8)=8.63 (a=0.1)=21. 06 


Lip LBHORELOT DNS 6 月 中 下 包 ~7 HE GH 
a) 11 月 下旬 ~12 月 上 旬 (2¢E) の 時 期 は 二 年 目 以降 の 
幼虫 が 作 土 の 下層 に 移動 し た 直後 で ある る た め , それ ら に 


大 き な 作 


また 各国 


用 を 及ぼ す も の と は 考え られ ぬ 。 
で も ハリ ガ ネ ム シ の 根菜 類 て よる 誘致 試験 が 


行わ れ て お り , Bb HRM, 落花 生 の 掘り 残し に 遇 集 


し て いる ハリ ガ ネ ム シ を し ば し ば 観察 し た 。 ま た 冬期 作 


土 の 下層 に ば ら ば ら に 潜入 し た ハリ 


ガ ネ ム シ が 春期 栽 境 


植物 の 根部 に 集中 し て 加害 し , 特に 被害 植物 が 幼小 な ほ 
ど 徹 訂 的 な 被害 を と うむ ひる と と な ど に ょ より 推 宗 され る 。 
し た が っ て , ハリ ガ ネ ム シ の 株 また は 区 逢 単 位 に 集中 的 
分 布 を する の は それ が 栽培 植物 じ 対 し て 集中 する 性 質 に 7 


19584611 月 吉田 ・ 出 島 : 


第 2 表 大 麦畑 に お ける ハリ が ガ ネム シ の 疾 度 分 布 


78 Sa FE a 
ーー 区 割 の 虫 数 | GEES | PB. 分 布 の 計算 仁 
0 111 105 
1 89 80 
2 55 59 
3 33 44 
4 23 32 
9 19 24 
6 19 ily 
7 19 13 
8 12 ) 
8 Oe i 
10 6 5 
11 | 6 4 
12 6 3 
13 3 2 
14 1 il 
15 it 1 
we BX ah) 2 408 406 
平 均 fh 2.792 
| 48=13.04<X2 Ca=0.5 
分 a 指 数 a | 0 0 ) 
3 : =13.34 
変動 係数 | 1.146 


よる も の と 考え られ る 。 
春期 (大 麦畑 ) に お ける 分 布 


吉田 (1951) は 静岡 県 下 じ おぉ ける ハリ ガ ネ ム ジ シ の 春期 
の 作 土 上 層 へ の 移動 は 3 月 上 旬 に 始ま り , 3 月 下旬 ~6 
月 上 旬 の 間 地 表 に 接近 し て 棲息 し , VFL FE ADR mt 
6 月 中 旬 に 起り , 作 土 上 層 部 に 棲息 する 期間 は 秋期 より 
春期 の ほう が 長期 に わた る と と を 報告 し た 。 本 調査 は 大 
考 の 収穫 直後 の 6 月 2 日 ~3 日 の 間 に 行 っ た る の で , ハ 
リガ ネム シ の 作 土 下層 へ 移動 する 直前 の 分 布 で ある 。 し 
た が っ て こと の 時 期 を 過ぎ れ ば , ハリ ガ ネ ム シ は 作 圭 下層 
に 移動 し た 。 

大 麦畑 に お ける 頻度 分 布 を 示せ ば 第 2 表 の ご ど ご とく で あ 
De 

S2AITEMS SVMs ZEON LEP 
的 分 布 お が み られ る の で , Pélya Eggenberger 分 布 に 当 
て は め た が 2 検定 は a=0.5 の 信頼 度 に な お いて 適合 
ee 


MO te & O45 
alte HS Ca & ASH & A ZC B PET eS BRIT RU 
PSPDISAMMCH BO, その 傾き は 大 麦畑 の ほう が 


や や 強く あっ た 。 
畑地 の 傾斜 と ハリ ガ ネ ム ジ シ の 密度 と の 関係 に じ つ い て 知 
見 を 得 ん が た め , 百 菜 畑 お よび 大 雪 畑 の 各 敵 列 お よび 株 
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列 に 属す る 貝 数 の 連 に つい て その 傾向 を 調べ た 。 

白菜 畑 東 区 の 東西 の 連 (傾斜 の 方 向 ) は =7 ズ 9.025 
=10 で , 2.52% の 危険 率 で 無 作 旋 化 され て いな いま た 
南北 の 連 (比較 的 水平 ) は w=25>2.975 二 21 で , 2.5 


2 の 人 危険 率 で 無 作 方 化し て いる と と が 証明 され た 。 
同様 に し て , 大 妻 畑 に お ける 南北 の 連 (比較 抑 水 平 な 


る も や や 南側 が 低く な っ て いる ) は , m=7<ty.95=8 で, 
5% の 危険 度 で 必ず し る 無 作為 化 さ れ て は いな い が , 東 
FOIE GERDA) wy =2<uyor.5=6 で 明らか に Ae 
PERAGS AV CU UT LE DSEEHI A Hz, 

し た が っ て 傾斜 地 で は ハリ ガ ネ ム ジ シ は 低地 の ほう ぅ に 多 
DO NN 
風 の 当 らち な い 低 地 に 好 ん で 集まり 集中 産卵 を 行う と と に 
a ee 
リガ ネム シ の 棲息 に 好 条 Rp  .. 
えら れる 。 


ハリ ガ ネ ム シ の 密度 の 増加 と 頻 慶 分 布 


ハリ ガ ネ ム シ の 棒 息 密度 が 増加 する に 伴い 頻 慶 分布 が 
どの よう に 変化 する か に つい て 知見 を 得 ん が た め , BH 
Mv 17 mPORMOMALOIX, 2K, 3KtvLe 
区 に 棲息 する ハリ ガ ネ ム シ の 頻度 分 布 を 調べ た 。 

棲息 密度 の 平均 値 は , 1 区 は 1,822, 2 区 は 3,283, 
3 区 は 5,366 で , 1 区 が 最も る 少なく 3 区 が 最大 で あっ た 。 
と れ に 対す る 集中 度 を Sz (分 表 指 数 ) で 比較 すれ ば い 
ずれ も 1 より 大 で , 分 布 は 集中 的 で ある と と を 示し た 。 
また その 度合 は 1 区 より それ ぞ れ 3.536, 6.948, 7.775 
の 値 を 示し 密度 が 高く な る に つれ て 高い 集中 度 を 示し 
SS 

そう し て こと これ を Pd6lya Eggenberger 分 布 に 当て は め 
1205) PORE Se RO 21 CIS 0S, 
3 区 で は X68<0.6 の 信頼 度 で 適合 し た 。 


自 菜 の 被害 の 状態 と 根部 に 棲息 す 
ハリ ガ ネ ム シ の 密度 


KE ClEROPRITH 10cm の 播き 幅 で ABA 
HATH 0, EKKEOWERERICHEET 3 っ た の で , 
ハリ ガ ネ ム ジ シ の 食物 の 状態 に ついては. SEBEL SKS 
な 相違 は 認め られ な か っ た 。 し か し 折 菜 畑 で は 百 菜 は き 
わ め て 幼小 (ELH 10cm) で ある うえ , MEIC 5~6 
粒 ず つ 点 播 さ れ て ある た め , 被害 を 受け た 時 期 の 早晩 に 
より 被害 の 程度 に 相違 が 認め られ た 。 し た が っ て 園 場 で 
は 完全 な 欠 株 RE), 被害 が 前 者 より 新しい の で 地 
上 部 が 枯死 し た 株 (枯死 株 区 ), 枯死 葉 2~3 本 健全 葉 3 
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へ ~ 2 本 の 株 (枯死 , 健全 葉 の 混合 株 区 う , 外観 的 に は 全 
部 健全 葉 の 株 (健全 株 区 ), 並び に と これら の 中 間 の も の 
が 存在 し た 。 

著者 は 百 菜 の 被 害 と ハリ ガ ネ ム シ の 集中 性 , および 集 
中 後 の ハ リガ ネム ジ シ の 行動 等 に つい て 明らか に せん が た 
め , 被害 程度 の 異な る 株 を 任意 に 選出 し て 根部 に 棲息 す 
る ハリ ガ ネ ム ジ シ の 密度 を 調査 し た 。 

採集 虫 数 は 混合 株 区 が 最も る 多く 次 は 枯死 株 区 , 健全 株 
区 , 欠 株 区 の 順 で あぁ っ た 。 外面 的 に は 全く 被害 の 現れ な 
い 健 全 株 区 の 58% に も る ハリ ガ ネ ム シ が 棲息 し た 。 ま た 
完全 な 欠 株 区 の 26% に も 若干 の 棲息 虫 が 認め られ た 。 


(hom ys LORCA TARY ODT 


SMBS) HAAVYNAOMHMRELOBHE 
の 関係 を 調査 し た が , モグ ラ の 棲息 孔 や アリ の 巣 の ある 
場所 で は , ハリ ガ ネ ム ジ シ は 比較 的 少な く 採 集 さ れ た 。 

また いずれ の 調査 較 場 る コガネ ムジ シ 類 が 多数 棲息 し て 
いた 。 ハ リガ ネム シ の 密 度 の 高い 場所 で は コガ ネム ジ シ 幼 
虫 の 数 は ほとん ど な バ さく , 賠 場 の 周辺 に 少し ずつ 採集 され 
た に すぎ な か っ た 。 こ と れ は 白菜 畑 じ お ける ど と & と さく 裁 培 さ 
れ て いる 植物 が 少な い 場 合 。 コガ ネム ジ シ 幼 虫 や ハリ ガ ネ 
ムシ も その 根部 に 集中 する が , ハリ ガ ネ ム シ は 肉食 性 で 
も ある た め , コガ ネム ジ シ 幼虫 の 体内 に 洪 入 し て 同 虫 を 倒 
BINGO CDS Fo 

sO VHAAY RRS Ole, 1 頭 の コガ ネム ジ シ 
の 幼虫 で 10 数 頭 の ヘリ ガ ネ ム ジ シ が 洪 入 し た の を 観 宗 し 
129, £KAULABCESAHADMREN I HRAY 
を 混合 し て 飼育 する 場合 。 コガ ネム ジ 幼 虫 の 体内 た 多数 
の ハリガネ ムシ が 溢 入 する と と か ら $ 容易 に 推察 さ れ 
Eo 


1) sic 
が た め , 春 CRAM) RK (SS) の 2 期 ヘ リガ ネム ジ シ 
が 替 土 上 層 に 棲息 する 時期 を ち ね ら っ て , 作物 を 中 心 と し 
た 区 割 お よび 植物 の 根株 を 単位 に ハリガネ ムジ シ を 採集 し 
て , 2 年 目 以降 の 幼虫 に 対す る 個体 群 の 分 布 様式 に つい 
て 調査 し た 。 

2) 杖 期 お よび 春期 に と お ける 区 割 な ら び に 根株 単位 の 
分 布 様 式 は いずれ も Pdélya Eggenberger 分 布 に 適 谷 し 
た 。 根 株 単位 の 頻度 分 布 は 区 割 単位 の それ K 比 し て な 
検定 は 高い 信頼 度 で 適合 し た 。 

3) 百 菜 の 根部 以外 の 区 割 内 に 棲息 する ハリ ガ ネ ム ジ シ 
の 数 は , 根部 の 土壌 棲息 する それ に 比較 し て きわ めで て 


2 RAG 


少な い の で , 密 度 を 推定 する に は 1 区 割 全 部 の 土壌 を 調 
査 す る 方 法 よ り 植 物 の 根部 の 土壌 の なみ を 対象 と する ほう 
が 得策 か も 知れ な い 。 

4) ハリ ガ ネ ム ジ シ の 分 布 が 栽 境 慎 物 に 対し て 高い 集中 
性 を 示し た が , その 理由 と し て a) 成虫 の 産卵 は 栽 堪 植 
物 の 周辺 の 土壌 ばら ば ぱら に 行わ れる と と P) 摂 食 期 の 
幼虫 は 栽培 慎 物 じ 好 ん で 潜入 する 性 質 を や も つと と Cc) 非 
摂 食 期 に で お ぉ いて る も 栽培 植物 の 真下 に 当る 替 土 の 下部 に 漆 
RSE ED ECAR 


5) 集中 性 を は ば む 事 柄 と し て , マル クビ クジ シ コジ ツ 


キ の 幼虫 の よう に 経過 の 長い 民 虫 で は , 栽培 植物 に 集中 

LICE DERMITK ODMALSTCEMBASNSM, | 
FMD HEOHOLVER PRMD AZ Flt 2 年 目 以 降 の ヘリ 
ガ ネ ム シ が 朱 土 の 下層 に 潜入 し た 後に 当る た め 大 き な 影 
WTB A GMI. 4 

6) AMICI SRA 4 te20tpAS MTT 
る と 同様 な 傾向 を 示し た 。 i 

7) BAAR US 8 西側 が 高く 東側 に 低い ゆる や 
か な 傾斜 地 で あっ た が , 分 布 は 何れ る 低い 場所 に 多く 認 
め ら れ た 。 こ とれ は 成虫 が 風 の 当 ら な い 昌 だ まり の 低地 に 
集中 産 米 を 行う こと に よる も の で あろ 3 。 

8) 棲息 褒 度 の 増加 と 集中 性 に ついて, S27 に より 比 
Bois, 各区 と も 1 より 大 きい 7 密度 が 高 ぐ な る に つ 
れ て 高い 集中 件 が み ら れ , 各 区 と も Pélya Eggenberger 
SPAMS 4 CEE STC S 

9) AROMBEED R75 4S Pe (EIT O MAB ITE 
息 す る ハリ ガ ネ ム シ の 数 を 調査 し た 。 REBRUIMAE 
と 健全 葉 の 混合 株 区 に 最も 多く , 次 は 枯死 株 区 , 健全 株 
区 , ゝ 欠 株 区 の 順 で あう た 。 

10) アリ の 巣 や モグ ラ の 孔 の ある 場所 で は ハリガネ ム 
ジ シ は 比較 的 少な く 採 集 さ れ た 。 ま た 較 場 は コガ ネム ジ シ 類 
の 多数 棲息 する 場所 で ある が , ハリ ガ ネ ム ジ シ の 密度 の 多 
い 場 所 で は , コガ ネム シ の 幼虫 は ほとん ど 採 集 で きず 園 
場 の 周辺 に の み 少 し ずつ し か 採集 され な か っ た 。 

LL) 較 場 に 栽培 され て いる 植物 が 少な い 場合 は ヘリ ガ 
ネム シ も コガ ネム シ の 幼虫 る 根部 に 集中 する が , ハリ ガ 
ネム ジ シ は 肉食 性 で も あぁ ある の で コガ ネム ジ シ の 体内 に 洪 入 し 
て 同 虫 を 倒す た めで あろ う 3 。 

12) COC LUNA) HAAYVRRETSR, ViFUIF 
1 頭 の コガ ネム ジ シ の 幼虫 に 10 KHON HAAY DE 
中 し て 潜入 し て いる の を 観察 し た り , 同じ 容器 で ヒメ コ 
ガ ネ の 幼虫 と ハリ ガ ネ ム ジ シ を 混合 し て 飼育 する 時 ご 志 
ネム シ 幼 虫 の 体内 に 多数 の へ ハリガネ ムジ シ が 洪 入 する と と 7: 
な ど に より 容易 に 推察 され る 。 


1. Population censuses on the wireworm, Me- 
lanotus caudex Lrwis, which were limited to the 
individuals larger than the 2nd-year old, were 
taken in spring on barley field and in autumn on 


Chinese cabbage field in 1957. 
2. The distribution pattern of the individuals 


in each section and that beside each plant root in 
both seasons were in accord with the frequency 
distribution of Pélya Eggenberger type. X? test of 
the fitness was better in the case of plant root 
than that on the section. 

3. To estimate the wireworm population, the 
counting on the number of worms living beside a 
plant root is more convenient, because the worms 
living in a section outside a root of Chinese cabbage 
are fewer than those living beside a plant root. 

4. The explanation of the concentrating nature 
of the distribution pattern of the wireworm is as 
follows ; 

a) the oviposition of the adult insect takes 
place individually in the soil surrounding the 
crop plant ; 

b) the wireworm living near to the soil surface 
feeds on the crop plant and creeps into it; and 

c) the wireworm dwells just under the plant, 
when it creeps into the deeper layer of top 
soil. 


5. Among the factors opposing the concentration 
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Summary 


Ecological Researches on the Wireworm, Melanotus caudex LEwis 


X. On the Distribution Pattern of the Wireworm in Upland Farms 


By Masayoshi YosHIpA and Huzio Dezima 


Laboratory of Applied Entomology, Faculty of Agriculture. 
Shizuoka University, Iwata, Shizuoka, Japan. 


of the wireworm to crop plant, the scattering of 
concentrated worms due to soil preparation for 
wheat (in autumn) and sweet potato (in spring) 
But it did not have 


a great influence on the dispersion of the wireworm 


was taken into consideration. 


larger than 2nd-year old for the disturbance of soil 
surface occurred after the wireworm sank into the 
deeper layer of top soil. 

As a natural enemy of the wireworm, a species 
of Bethylidae was collected. It has any great 
influence on the distribution of the worm. 

6. The frequency distribution in the barley field 
showed almost the same tendency as in the field 
of Chinese cabbage. 

7. The farms tested had gentle slopes, the 
west side was higher than the east. Consequently, 
the density of wireworm was higher at lower side 
than at the other. 


climatic condition at the lower side where no wind 


It may be due to the special 


blows and it is sunny. 

8. In order to find the relations between the 
difference of population densities and the degree 
of aggregation of wireworms, the value, S?/x, of 
each field-section was compared. The values of 
S2/¥ proved to be above one, and the degree of 
aggregation became higher as the density of wi- 
reworms increased. The frequency distribution in 


each section agrees well with that of Pdlya Egg- 
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enberger type, and this fitness is better as the 
density of a section increases. 
9. The number cf wireworm living besides the 


The 


number of collected worms shows the maximum 


root of Chinese cabbage was examined. 


in the damaged and undamaged leaves in mixed 
growth, and decreases at the withered root, the 
undamaged root, and the root-lacking place. 

10. The value of S?2/¢ at the root-lacking place 
is below one, shcwing no aggregation of the worm. 
This comes from the fact that the worms moved 
to other plants from the Chinese cabbage, which 
withered due to the damage. The comparatively 


high aggregation was seen at the undamaged roots. 


ey 
spruce budworm の 発生 と 寄生 植物 
black spruce と の 関係 

Brais, J. R. (1957) Some relationships of the 
spruce budworm to black spruce. Forestry Chronicle 
33 (4): 364~372. 
spruce budworm は , white spruce, black spruce 
お よび balsam fr を 食害 する 。 と と ろ が , COKKE 
は white spruce や balsam fir の 森林 で 起 る と と が 多 
く , black spruce の 森林 で は 比較 的 少な に 。 

調査 と よる と , budworm 0 4h O + Fit black 
て お いて 最も 悪く , 
fir に お いて は 良好 で ある 。 Child, black spruce の 
葉 の 栄養 価値 が , 他 の も の より 低い の で は な く , 若葉 の 展 
開 す る 時 期 の 早晩 と 最も 関係 が 深い 。 すなわち , black 
spruce の 若葉 の 展開 時 期 は , 他 の も の に 比べ さて 約 10~ 
14 日 遅く 行わ れる 。 

し た が っ て , と この 間 に 幼 虫 は 食物 と し て あま り 適 当 で 
な い 老 葉 を 食わ ざる を 得 な ら の で , 死亡 率 が 高く な り , 
BERSVISCMRSEDCHS. (BR BME) 

アワ ノメイガ 休眠 誘起 に 対す る 日 長 と 温度 

MUTCHMOR, J.A. and W.E. BrckgL (1958) Impor- 


tance of photoperiod and temperature in inducing 


spruce white spruce と balsam 


diapause in the European corn borer, Pyrausta 
nubilalio (HBN.). Nature 181 (4603): 204. 
FUASAAHUAAYAY AMF CAGE LECH 5 
た も の が , 1941 年 どろ か ら 2 化す る も の が 生じ て きた 。 
と の よう な 生活 只 に お ける 分 化 を 休眠 性 と 環境 要因 と の 
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11. The wireworm density was comparatively 
low near an ant nest or a mole-hill. At the place 
of its high density, the only a few larvae of soy 
bean beetle could be collected, while a few more 
were collected at the farm-border. 

12. When the larvae of the soy bean beetle and 
the wireworm gather near the plant root on the 
farm where few plants grow, the former was 


frequently killed by the latter. 


13. It was observed that wireworm fed on the | 


larva of the soy bean beetle in a field. The same 


was observed when wireworms and the larvae of J 


the soy bean beetles were bred in the same pot. 


BAD 5 tr lice KERB eRe OB Kis 75°F, 
85°F で は すさ て 不 休眠 個体 と な る が , 45°F, 55°F Cid 
2 FM CHEF S6 OBB. UML 65°F CHT 
て 休眠 個体 を 生じ た が , 65°F で を 24 時 間 照 明 を 行う 
と 休眠 個体 は きわ め て 少な く , さら に 詳細 に 検討 し た と 
CB, 4 令 末 期 ま で 85°F, 24 時 間 照 明 個体 を 65°F で 
0, 4,8,16,20,24 時 間 に 処 理 し た 結果 , 照明 時 間 の 増加 に 
つれ て 休 過 す る 割合 が 増加 し , 9.5 時 間 で 最高 を 示 し, 
16~24 了 時間 で は 急激 に 低下 し た 。 (BRT 三田 久男 ) 
ワ モ ン デ ゴキ プリ 組織 の 寅 元 型 グ ル タ チ オン 
S¢tCRKPMROZRS 

Forcuss, A. (1957) The inhibitory effect of ar- 

senic trioxide on the reduced glutathion (GSH) of 


several tissues of Periplaneta americana L. J. 
Econ. Ent. 50 (6): 750~752. 

ワ モ ン デ ゴキ ブリ の 組織 と お ける GSH の 含量 を Woop- 
WARD 法 (1935) で 定量 し , それ に 対す る As+3 の 影響 を 
調べ た 。 そ の 含量 は 消化 管 で 最も 大 で あり, と くに 中 腸 
1S < We Cit Hose lug 当り 3.32ue で , 雄 で は 3.90gg 
に 及ぶ 。 最 も 少な に の は AWC lug 程度 で ある 。 各 
器官 に お ける 含量 は 一 般 に 雄 の ほう が 13~2422 Bro, 
As? の 影響 は 筋肉 , 脂肪 体 で 顕著 で あり , お の お の に 
体重 1g に つい て 0.165 お よび 0.183gM を 投与 し た 
と き に それ ぞ れ 25 お よび 80% の 減少 を 認め る 。 とれ 
ら の と と か ら 雌 が 雄 よ り Ast? に 対す る 面 性 だ が 大 きら の 
は , その 脂肪 体 量 の 相違 に 起因 する と と が 考え られ る 。 

( 農 技 研 小池 久義 ) 


カイ ガラ フラ ムシ 類 の 天敵 Scymnus harea 


WEISE 2° @ 1 air 


SB a 


I NCD Vase: 


cymnini( ヒ メ テ ン トウ ムジ 族 ) に 属す る 小形 の テン 
咽 の 2 枯 の 有 多 は 02 区 ジジ 人 導 アブ ググ ペン 基 7 な 
ど 同 諸 亜 目 (Homoptera) に 属す る 諸 種 の 害虫 を 捕食 し 
て 生活 する 。 し た が っ て それ ら が 害虫 の 天敵 と し て 上 農林 
業 に も た ら す 利益 に は み 過 ご し の で き な い も の が ある と 
才 え られ る 。 し か る に に わが国 で は , た と えば イセ リヤ カ 
イオ ガラ ムシ Icerya purchasi MaskxrgLpL に 対す る ベ ダ リ 
ヤ ャ テン トウ Rodolia cardinalis (Muusanr) の ど と き 
有力 な 天敵 が 知ら うれ て いな いた めか , 生態 学 的 な 調査 は 
議 ほ ん こと 行わ れ て で いな いと 言っ て よい 。』 そ の 原因 の 一 つ 
は 成虫 て よる 同定 すら きわ め て 困難 な る も の で ある こと と で 
DA} 
HABE Scymnini の 分 類 学 的 研究 は HAarorp (1878), 
Wrisg (1879), Lewis (1896), Sicarnp (1907), Ta- 
KIzaWA (1917), Sele (1923), KA (1929, 1931) B20 
mRIT KL 5 CHD ACI PRADTONIcg THEDHETC 
AH (1929) の る の は それ まで に 日 本 お よび 合 湾 か ら 記 
載 ま た は 記録 され た Scymnini 族 の 種類 と 1 新 属 11 HF 
種 な ど を 加え た 画 期 的 な 業績 で あぁ っ た が , 属 や 種 の 検索 
表 を 示さ な か っ た た め , と の 族 の 種 を 判別 する に は 十分 
の も の と は 言え な か っ た 。 COR Maver (1955) は 旧 
北 区 お よび 人 台湾 の Scymnus 属 の 種 の 膨大 な 検索 表 と 記 
載 を 含む “Evidenz der palaarktischen Coccinelliden 
und ihre Aberrationen in Wort und Bild” の 第 2 部 
PERU. し か し レ し ながら 7 日 本 産 の 種 に 関す る 記述 の 
中 に は Lewis や 太田 の 記載 の 引用 また は 転 訳 と 見 られ 
る も の が 多く あっ て , 昌 本 産 の 標本 を 実 見 し て 記述 し た 
の CE らら る LKB, TCC BFA 


1 文部 省 科 学研 究 助 成 補助 人 金 と よる 研究 の 一 部 


2 天 種 の 和 人 名 は 最初 松村 (1908) と よっ て キア シ ヒ メ テ ン トウ が 与え られ , 
いら れ た 。 ま た 一 方 不 確 定 の 学名 に 対し て で は ある が RANE 


FCLOS5) GES 


(1957) が 指摘 し た ご ど と さく, 太田 の 誤り を その まま 踏襲 
し て いる 点 る いく つか 見 受け られ る 。 そ れ ゆ を え に わ が 国 
(CHEFS Scymnini 族 の 種類 て に つい て は さら に 詳細 な 
検討 を 加え る 必要 が ある 。 その 意味 に お いて British 
に ある Lewis の タイ プ 標本 の 一 部 を 扱っ た 
Bigrawskr (1957) の 研究 は われ われ に と っ て きわ め て 

要 な 業績 と 言え よう 。 筆 者 は と の 数 年 来 わが 国 に 産 す 
る 有 普 テント ウム シ 類 の 分 類 な ら び に 生態 学 的 研究 を 生 
ERECT EAA 
ガラ ムシ な ど 果 樹 を 害する カイ ガラ ムジ シ 類 の 有力 な 天 出 


Museum | 


Heal 
ie 


と 考え られ る Scymnus (s. str.) hareja Wrrsg 73 kU 
その 1 近似 種 じ つい て 主として 分 類 学 的 な 検討 を 行っ 


て , きれ まで の 知見 を 整理 ひで お きた い 。 

本 文 に 入る に 先 だ ち , RAUCH Cit HS 
搾 を 賜 わ る 本 学 石原 保 教 授 な ら び に 立川 哲三 郎 助 教授 に 
EC 感謝 の 意 を 表す る 。 ま た 標本 文献 に 関し て 御 援 助 を 
いた だ いた 上 農業 技術 研究 所 の 長谷 川 仁 技 官 を は し じ め , A 
eK, 梶 村 秀 樹 , 神谷 寛之 , 黒 佐 和義 , 宮武 頼 夫 , 武 
智 文彦 の 諸氏 に も 厚く 御礼 押 し 上 げ る 。 


Scymnus (s. str.) hareja WEISE 
DUK EXFYEYD CHET 


Scymnus Hareja Wrist (1879) Deut. Ent. Zeits., 
23: 150; Lewis (1896) Ann. Mag. Nat. Hist. [6] 
17: 37; Stcarp (1907) Bull. Nat. Mus. Nat. Hist. 
30: 211; Marsumura (1908) Cat. Benef. Ins. Japan, 
62; Kurisaki (1926) Zool. Mag. Jap. 38 (449): 76, 
77; Korsouersky (1931) Coccinellidae, I, Col. Cat. 


(1915, 1926), 三輪 ・ 
(1909) Ck5 CIB 


それ 以後 栗崎 


ン テ ン トウ と いう 和 名 が 与え られ て いる 。 前 者 は 本 族 の 他 の 一 種 Stethorus punctillum WEISE 0 era ic 
いる キア シク ロ ヒ メ テ ン トウ と 紛らわしく (BIB, 1923), また 後者 は Hyperaspis japonica (Crorcn), Cryp- 


togonus orbiculus (GYLLENHAL), Scymnus (Nephus) phosphorus Luwis な EVES CS 
また Scymnus BORMOS < tHEOMeS ~ TOH4OT, 


OC, 両者 と ぁ あ まり 好ま し い 和 名 と は 言え ない 。 
ET 
(1958 年 4 月 18 日 受領 ) 


と いう の は 本 種 の 特徴 を 示す も の で は な い 。 


用 に られ て いる 


と と に 種 名 ‘hareja’ か ら 上 記 の ど と く 履 称し た い 。 
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pars 118: 127. 

Scymnus hareja KURIsAK! (1915) Ins. World, 19 
(2): 68 (891) ; 
kenkyusho Hyohonmokuroku: 54; 
sHipa (1935) Ent. World 3 (22): 38. 

Scymnus (Nephus) Hareja Jacopson (1905) Kaf. 
Russ. West.: 976; WINKLER (1927) Cat. Col. Pal. 


Suzuki (1915) Hanazono Konchu- 
Miwa & Yo- 


pars 7: 766. 

Scymnus (Pullus) Hareja Kurrsaxt (1923) Ins. 
World 27: 14. 

Scymnus (s. str.) hareja Outa (1929) Ins. Mats. 
Ais 

Scymnus (s. str.) Hareja Maprr (1955) Entom. 
Arbeit. Frey Mus. 6 (3): 889, 940, 959, 962. 

本 種 は 日 本 産 Scymnus BOP CisMte Le Ras 
TSHERM AT SCH O, 諸 種 の カイ ガラ ムジ シ 類 の 捕食 
上 きき の で し は は 報告 きれ で いる (G2 の ね わら dp その 
種 名 が 正しく 認識 され て いな いよ う で ある 。 松 村 (1908) 
ii [AAR RAG) PHRBL, その 中 に キア シ ヒ メ テ ン 

NESS Poe ae て 本 種 を 採録 し た が , と これ が 我国 の 
文献 に 本 種 の 学名 が 出 た 最初 の % の で ある 。 そ の 翌年 , 
RZ NA (1909) は 数 種 の テン トウ ムシ の 生態 につい 

て 報告 し , その 中 で フタ ホシ テン タウ Scymnus sp. と 
し て 記述 し た る の は , その 内 容 や 付図 か ら 判 断 す れ ば , 


A 


B G 
第 1 図 Scymnus (s. str.) hareja Weise 
A~D: UHIDER OFRILERS (すべ て 松山 産 ) 


本 種 と 考え られ る 。 と の と き 初 め て 本 種 が クワ カイ ガラ 
ムシ (群馬 県 下 〉 お よび ミカ シン ワタ カイ ガラ (静岡 県 下 ) 
2A TSOCEDSRMESHI2n MiG BE (1911) | 

PAAR E MS, Bt! OF CIOBEH Scymnus sp. 
CUTCEHUORE SERUIZ. Mil (1915) 
sylvaticus Lewis [原文 で は Sylvlaticus と な CR 
DIFTESHEAF YP OPS BPR” BLO “HO 
ASTRA” SHATSCL RUD, その 記述 する と 
と ろ に よれ ば それ は S. sylvaticus Lewis Clt7e? S. 
hareja Wrlsg と 考え られ る 。 続 いて 高橋 (1917) は 「 益 
虫 保護 利用 法 」 の 中 に 


は Scymnus 


Scymnus phosphorus Luwis 7 


Bl RAR 


タホ ホシ テン トウ ムジ シ を 紹介 し た が , CORMls Ss OR 
名 ・ 和 村田 の 報告 に お ける Scymnus sp. (Ck 5 TI 9, 

SUCTISRVEAF Yb VISA GN, 1908) & 
る もっ て いた S. phosphorus Luwis の 学名 を その まま 当 
て た も の と 思わ れる 。 し た が ララ て これ $1S hareja Wrr- 
sp と 考え られ る 。 その 後 石井 恒 (1931) は 長崎 県 に お 
ける ヤノ ネ カ イ ガラ の 天 敵 と し て Scymnus sp. [原文 
で は Symnus sp.) を 挙げ , その 生態 の 概要 を 報告 し , 

後 年 (1937) に 至っ て それ を 詳 述 し た 。 と の 種 は 詳報 に 
お ける 記述 の 内 容 や 付図 か ら 判断 すれ ば 明らか に S. 

hareja Wisk £44604, 石井 五郎 (1953) は クリ 
カイ ガラ ムジ の 生態 で つい て 報告 7 その 天敵 どり で 
Scymnus sp. を あけ て いる が , 
ito S. hareja Weisz と 思わ れる 。 こ と この よう に 天敵 と 


その 記述 か ら 推し て や 


し て の 本 種 の 生態 を 扱っ た 報 文 で は どく 最近 まで その 学 2 


2 TE SITIBARU CWP site b BAS. CCIC EMD 


検討 を 要約 すれ 【 Be Sas; AD) る &| (CTENENO Fie な 


で 扱わ れ て いる も の は すべ て S. Zareja Wrisg と 考 る 
られ る 。 
1909 Scymnus sp.38% - KE 
Wes. pI NSE 
1911 Scymnus sp. #%, BAS REM, BIRR: 
19. 
1915 


H, = 事 試 FW RS 36: 


Scymnus sylvolaticus (!) Lewis, 向 川 , EE 
中 世界 19 (9): 388~389. 

1917 Scymnus phosphorus Lewis, 高橋 , 
通俗 益 虫 保護 利用 法 : 134~135. 

1931 Symnus (!) sp. iF, 
MER 3 (5): 297. 

1937 Scymnus sp. FJ 
CD 67-685) SAS 
1953 Scymmnus sp. 

(5/6): 185. 

一 方 本 種 に 対す る 分 類 学 的 な 取り 扱い は 前 掲 の synon- 
ymy の と お り で ある か ら 詳 述 を 省く が, わが国 で 本 種 
を 正しく 認識 し て いた と 思わ れる も の は , 文献 じ て 見 られ 
SIRO Cid, KH 1929) KUCH 1 LSAT EMG 
きよ う 。 特 に 彼 が 本 種 を 狭義 の Scymnus に 所 属さ せ た 
搭 置 は 妥当 で あう た 8 

Scymnus hareja WEISE の 捕食 する カイ ガラ ムシ 

本 種 が 捕食 する カイ ガラ ムジ シ と し て こと これ まで に 記録 さ 
れ た も の を 整理 する と , 

Family Diaspididae マル カイ ガラ ム VY Ft 


応用 動物 


bh, 農業 及 園 芸 12 


右 井 坪 郎 , 植物 防疫 8 


Pseudaulacas pis pentagona TararoNr クワ シロ カイ 


の 3 科 5 種 で ある 。 筆 者 が 愛媛 県 地方 に お いて , KO 
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ガラ ムシ Bx + A, 1909; %%, 1911; fail, 
高橋 , 1917; 石井 CHI, 1953) 
Gnas pis yanonensis Kuwana ヤノ ネ カ イ ガラ ムジ 
(石井 Ch, 1931, 1937) 
As pidiotus cryptomeriaec KuowanA スギ マル カイ ガ 
FAY (AI, 1915%) 
Family Pséudococcidae コナ カイ ガラ ムジ シ 科 
Pseudococcus sp. on Citrus 密 相 の 粉 介 殻 虫 (石井 
Ce, 1931, 1937) 
Family Coccidae カタ カイ ガラ ムジ シ 科 
AUST Al Sa 
DAY GY-NH, 1909; 28%, 1911; kG, 1917) 


1915; 


Pulvinaria aurantii CockERELL 


食 の 対象 と な る と と を 確認 し た る の は クワ シロ カイ ガ 
ee Ge Ne NE ORE OY A Ae 
YD 3 種類 で , いずれ る も マル カイ ガラ ムジ シ 科 の も の で あ 
っ た 。 特に 相 橘 園 に と お だ いて ヒメ アカ ボ シ テ ント フウ Chi- 
locorus Riutvanae SitvestR1 と と る に ヤノ ネネ カイ ガラ ム 

ジ を 多く 皇 食 する 。 

分 布 これ まで に 記録 され た 産地 は , Fe (Wrisk, 
1879), 摩耶 山 (Lzwrs, 1896), 東京 (Srcarp,1907), 群 
馬 お よび 静岡 GRE «FA, 1909), 宮崎 (栗崎 ,1923*), 
中 禅 寺 , 岐阜 , 徳島 お よび 台湾 GEE) (太田 , 1929), 
長崎 CAF, 1931) の 各地 で ある 。 こ と この ほか 太田 (1929) 
は 本 種 の 一 型 var. yezoensis を 北海 道 阿寒 か ら 記載 し 
TS, 筆者 が 調査 する に こと が で きた 標本 は 次 記す 各 
地 か ら 採 集 く され た も る の で あっ た 。 

埼玉 県 GHAI, 桶川 町 , 御園 村 大 門 ), Re CBE 

区 , 杉並 区 , 高尾 山 , 入 丈 島 ), 大 阪 府 KA, & 

面 ), 広島 県 (広島 市 ), 愛媛 県 GALT (Bi 

eet), Sir, REE, Sl, BH), 高知 県 Ce 

ケ 森 ), 福岡 県 小倉 市 , 若杉 山 ), 鹿児島 県 (鹿児島 

市 城山 )。 

わが 国 に お ける 本 種 の 分 布 を 論ずる に は まだ 資料 が 逐 
し い が , 上 記 の 産地 か ら 考 える と , 本 州 で は 東北 , 信越 , 


I 


HA 


ACK, ILE (山戸 県 を 含ま ず ) の 各地 方 を 除い て 広く 分 


L iL TWA. 北海 道産 の var. yezoensis OutTa に つい 
3 向 川 は “BOMB” IC 対し て Aspidiotus aurantii 


Aonidiella 属 に 移 き れ , 
Ao 筆 首 は 


pidiotus cryptomeriae Kuwana を 提供 され , Iv Fi 
CHI DSSEE L 726 Oise Aspidiotus aurantii MaskgrL (=Aonidiella aurantii Mas- 


と と が ある 。 し た が うぅ 


A B cE 
21 Scymnus (s.str.) seboshii OHTA 
A~C: SUENIEK ORLA RS (すさ て 日 光 産 ) 
て は 人 和 何 の 資 料 る も 持た な い が , と の 記録 を 一 応 除 外す る と , 
分 布 の 北限 は 日 光 中 禅 寺 と いう と と に な る 。 ま た 四国 , 
九州 の 各 県 に は 広く 分 布 し て いる と 考え られ る が , 琉球 
列島 の いずれ の 伺か ら も 記録 は な い 。 太 田 (1929) は 台 
YS (基隆 ) か ら 記 録 し て いる が , と これ に つい て は 検討 の 
EDDA 5 。 


Scymnus (s. str.) seboshii OHTA 
on we ee ee 


Scymnus (s. str.) hareja seboshii Oura (1929) 
Ins. Mats. 4: 11~12; Miyaraxe (1957) Tr. Shikoku 
Dintee Steen SS (CPS tiene, 3 

Scymnus Hareja ab. Seboshii KorscHEgrsky (1931) 
Cocca CTD aS Mule 27. 

Scymnus hareja ab. seboshii Miwa & YosHIDA 
(1935) Ent. World 3 (22): 38. 

Scymnus (s. str.) Hareja ab. Seboshii Mapmr 
(1955) Ent. Arbeit. Frey Mus. 6 (3): 889, 940. 

ATEIZIIU DEN PA RBLLED 1 標本 に 基 い て S. hare- 
ja Wrrsg の 亜 種 と し て 記載 され た 。Kokrscggrsky(1931》 
は で ね れ を 湯 な る “aberrant form’ ¢4AT, 彼 の カタ 
ログ に 採録 し た が , 三輪 ・ 吉 田 (1935) や MAaprgkr (1955) 
UE NC UPLB (1957) 2G 
GELEED seboshii と すべ き 1 標本 を 見 る こと が で き , 
か つ 北海 道 大 学 に 所 蔵 さ れ て いる YATRA を も 調査 
し , seboshii 23 S. hareja WrisE か ら は 区 別 す べき 独 
立 種 と 考え られ る と と を 述べ , 石 舘 山 産 の 標本 を 図示 
MaskELL を あて て いる が , と の 学名 の も の は 現在 


アカ マル カイ ガラ ムシ と し て 鹿児島 県 お よび その 近県 の みか ら 知 られ て いる も の で あ 
1956 年 6 月 , 愛媛 県 林業 指導 所 か ら , 愛媛 県 周 桑 郡 桜 三里 で 杉 を 加害 し て いた スギ マル カイ ガラ As- 


食し て いた S. hareja Wrist の 幼虫 を 飼育 羽化 させ た 


KELL) アカ マル カイ ガラ ムシ で は な く ,。 Aspidiotus cryptomeriae KuwanaA と 考え られ る 


4 uid (1926) は 日 本 産 テ ント ウム シ 科 の 分 布 才 を 発表 し た と き , AMO DH LTAMOAE 


ず か ら こ と の 記録 を 見 落し も て, 九州 を 挙げ てら いな いら 。s。 


を と を 挙げ, なぜ か み 


254 日 本 応用 動物 


録 し だ の で ある 。 し か し その と さき は 標本 が 少な やわ 
し い 両 種 の 形態 比較 が で き な か っ た の で 一 応 原 記載 の ま 
ま の 学名 を 用 いて お いた 。 そ を その後, 鹿 業 技術 研究 所 の 長谷 
川 技官 の 好意 に より , 同 所 に 保存 され る 故 湯 浅 嘱 温 博士 
の コレ クジ ショ ン を 調査 する 機会 が 与え そえ られ, その 中 に 同 
博士 が 日 光 に お いて MES seboshii と すべ き 6 頭 
の 標本 を 見いだし , と これら を 各地 の S. hareja WEISE 
と 比較 検討 し た 結果 , BAOAA PHD STL CAT 
OG, と こと こ に は し じ し め て seboshii を S. hareja Warilsg カ か 
BMH SSO Te 

分 布 ] 筆 者 の 調査 し た 標本 は , すでに 記 狼 され た 
イプ 標本 (PRE), AShLHeD 18 と 次 に ERTS 
湯浅 博士 採集 の 昌光 産 の 6 標本 で ある 。 

19 Awe 25.VW.1925; 13 Ate JR 25. 
VI. 1925; 499 Hot Bie 25~26. VI. 1925. 

既知 の 産地 は いずれ も 本州 中 部 お よび 四国 の 山地 で みあ 
EC EN HI AA (1929) iz S. 
hareja Weise の 産地 に 中 禅 寺 を 挙げ て いる の で , と この 
地方 で は 両 種 が 混 棲 し て いる も の と 思わ れる 。 


S. hareja WEISE & S. seboshit 
OmTraA の 識別 


前 述 の ご ど ごとく, S. seboshii Omra は は じ め S. hareja 
WHISE の 和 亜 種 と し て 記載 され た の で ある が , 太田 (1929) 
の 記載 は , 両者 を 異な っ た 種 と し て , あ る い は 亜 種 と し て 
区 列 す る た に めで は 不 十 分 な る の で あっ っ 70 それ は Sse- 
boshii Omrma の わずか 1 頭 の 標本 に 基 か ざる を 得 な か っ 
た た めで あろ うぅ が , 彼 に よっ て 示さ れ た 特徴 の いく つか 
は 両者 に 共通 な , また は その 個体 的 変異 の 箇 囲 を 出 な い 
と 思わ れる 特徴 で , MP RABOR ME CMO BA 
EUTHOS SET ORBITOUT § FLORBITU ( 
ALTSHETE® KUYTWS. その た め に S. seboshii Oura 
vx Korsonersxy (1931), Mapmr (1955) (tk = S. 
hareja Waist の 1 型 と し か 考え られ な か っ た の で は な 
いか と 思う ぅ 。 筆 者 は 上 記 の S. seboshii Omra の 標本 を 
各地 の S. hareja Wrrsg の 標本 と か な り 詳 細 に と 比較 す 
TNC EDN NE ETI 
shit Omra を 独立 種 と し て 扱う べき 形態 学 的 根拠 を 示し 
で お きた いき 

贅 囚 の 班 枚 に お ける 差異 Scymnus hareja Waist の 
ZUBHEDUT OUT WISE は 原 記載 の 中 で , “Fliigeldek- 


ken schwarz, ----:- , ein kleiner rundlicher Fleck 


in der Mitte jeder einzelnen, viel naher der Naht 


als dem Seitenrande, und die Spitze breit gelb.” 


aS 2 
Ee 蝶子 = Avs 


Bla RAG 


RS TWHOSDS, MAHHPRAOMMO, 大 き さ に は 多 
> と も 変化 が 見 られ る 。Warrsg が 用 いた 標本 は 第 1 Mic 
し た A の 型 ま た は A と BB の 中 間 型 と 思わ れる 。 筆 者 が 
Fj し た 標本 は 多く は A また は BB の 型 か や それ ら の 中 間 に 
種々 な 型 の も の で あっ た が , 松山 地方 に おい て 夏 か 
秋 に か け て , また 福岡 若杉 山 に お いて 春 李 に 得 ら れ 7 
標本 の 中 に は , PRAOREMATAAIT IAD 3 CMM 
合 す る 傾向 を 示し た も の ( 策 1 図 : C, D) も る あ ぅ 7 た 。 
交 端 落 に は 特に 頭 著 な 変化 は 認め ちら れ な か っ た 。 

と れ に 対し て S. seboshii Omra DHF RABOBE RL 
に つい て 太田 は “In der Mitte der Flugeldecken mit 


se 


os 


oy & Bl GS or 


einem gemeinschaftlichen rundlichen roten Makel, 
der vorn zweilappig gespalten.” と 人 述べ て いる 。 BT 
Sit S. seboshii Omra の タイ プ 標 本 の 班 才 は 記さ さき 
8 (1957) が 図示 し た 石 鎖 山 産 の 標本 , ある い は 第 2 
図示 し た A の 型 と は ば 同じ も の で あっ た 。 し か し と の 
斑紋 る S. hareja Weise と 同じ く 変 化 が 見 られ , 後方 
CHO CHM cC aT SGA bb, その 著しい も の は 
COMCH 3120 WMT OUT & EL (PN TUBS F 
S. hareja WHISED4 OLISEA EBITD 6175 


Siro 


— 


A 
Cc 
0.5 mm 
第 3 図 Beam (A&C) ぉ お よび 腹部 


第 1・2 bi (B & D) 
A&B: S. hareja WEISE; 
C&D: S. seboshii Outa. 


結局 , MMOAMPEDUCRL GNSS, BOHR 
BiH SHMDASABCA-T4OGHITEZEDCH 
っ て , S. hareja Weise で は , CORED RS TKS EK 
し た と 考え られ る 場合 に も, 会 合 線上 に 多少 と も る 幅 を も 
3 TCR ERB EIR CU CSD § OBE—-F 4ST LIE 
な く , S. seboshii Outa “Cid PRMIRAIT S$ 7z DSA BERIT 
決し て 会 合 部 で 分 離す る と と は な い 。 | 


1958-115 


な お , MH IINOBBICILS LA EFM, れ な い 
が , 小 桶 板 は S. hareja Weise Clit. S. seboshii 
Onmr ぇ a で は 黄 褐 色 の 個体 が 多かっ た 。 し か し 両 種 と る に 
濃淡 の 変化 が あり , それ ぞ れ 上 記 と 逆 の 個体 も 見 か だ さ 


れる の で 絶対 的 な 区 別 点 と は 考え られ な い 。 


外部 構造 に 見 られ る 差異 
S. hareja Weise 
BBD WA SUL ED AR ¢ D> 
DECDH Bo 
複眼 は 大 きく , ORS 
は 複眼 間 の 幅 と 同じ 。 頭 桶 


DAH RILHSZ Op reap e 


PSUTAATS (83M, 


S. seboshii Oura 
頭 部 の 点 刻 は よめ り 細かく 

か つ は る か に 疎 で ある 。 
複眼 は 比較 的 小さ く , そ 
の 長 さ は 複眼 間 の 幅 よ り 短 
Wo TW D MR it BV 
FIRITA ぐら れる (第 3 図 


L ODF mH IT HS BC 
Ne 

腹部 第 1 節 (第 3 図 , B) 
の 須 節 線 は その 節 の ほぼ 
4/5 た に 達する 。 そ の 間 室 は 
REA PRUTIA — CH 滑 沢 で 
t SITU SHIT 3 DS, 
その 基部 と 外 方 は 密 に 点 刻 
され る 。 第 2 節 以 下 は きわ 
D CHITRA MU &A 
LOK ST4. 

Ae PFI BAZ EX, 
HU HOES HUA & AH HURL D 
な す 角 は 大 きい 。 
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DEOW BAKS(, BR 
CHS. 

腹部 第 1 節 (第 3 図 , D) 
OPAL LORD 4/5 よ 
DS BICRRITIHS (  E 
の 間 室 は 概して 滑 沢 で , 点 
刻 を 貴 布 する 。 そ の 外 方 の 
点 刻 は わ ず か に FC HS 
が , hareja & OVE AP ITH 
で ある 。 第 2 節 以 下 は いさ 
SARITA SIS 6 
本 を 側 方 か や ら 見 る と き , 
育 面 は より 強く 隆起 し , 前 
Hors BK & EN BUR & Dre 


A). Bs 
HME RO SH itHBwDO 前 胸 背 板 の 点 刻 は 頭 部 の 


それ と は ほ ば 同じ か わずか に 
細か く , 部 分 的 に は さら に 
微細 で みあ Bey 


FRAO KEKE ARG EBD 4 


それ より 弱く か つ 疎 で あぁ る 
Ds, 矯 (C3SGN て BA 
ta CHS. 

WHO AAt BOL 


雄 生 Fle 器 
A~D: S. seboshii Outa; E~F: S. hareja Wrist A&F: 


第 4 
tegmen (腹面 う ; B& E: 同上 (側面 ); 


paramera; t, trabes; sc, siphonal capsule. 


C&G: sipho; D 
& H: sipho の 先端 部 bl, basal lobe; bp, basal piece ; p, 


す 角 は より 狭い 。 
雌雄 生殖 器 に お ける 差異 


し か し これ を 精細 に 比較 する と き は 次 の よう な 差異 を 認 
DAE EWC Be 

WEIS (第 4 図 ): 
WeIsE で は tegmen (E & F) (k= 
体 と し て 短大 で , HIT basal piece 
は 幅広 く , basal lobe は 正三 角形 に 
近い た て 状 を 時 する 。paramera は 
短く , 幅 と ほぼ 同 長 で ある 。 これ に 
US. seboshii Omra で は tegmen 
(A&B) は 前 者 より 全体 に 長 形 で , 
basal piece は 特に 幅広 く な い 。 
basal lobe も また 長い 三角 形 を 旦 
し , paramera は いく ご ぶん 伸長 し ; 
AAG DICE O 4 Ev), trabes に は 
ほとん ど 差 は な い 。 sipho (C & G) 
に お いて は , S. seboshii Omra の ほ 
う が や や 長い と と の ほか , S. hareja 
Wrisr に お いて 先端 部 (HH) の 両側 
に 透明 な 幅広 い 落 片 を 付属 する と 
と , siphonal capsule の 内 枝 が よ 
り 幅 広い と こと な ど わ ず か な 差 が 認 
られ る 。 

雌 生 殖 器 (第 5. 図 ): 
lum seminis は S. hareja WEISE 
に お いて は 中 央 より や や 先端 に 近い 
tCACAHL, SRLEUTHBS 
SI4 (A), S. seboshii Onta で は 


ar 


S. hareja 


receptacu- 


日 本 応用 動物 


策 2 巻 RAG 


恒 下 学閥 as 


ほぼ 中 央 に お いて 強く 湾曲 し , 全 体 と し て ぐ ] 形 を 時 する 
(D)。 第 9 RABE MORRIS S. hareja Wise で は わ 
ず か に 波状 を 呈す る が ATK (B), S. seboshii Outa 
Cit 4( HES CE). 
WEISE で は や や 短く , 先端 に 向かっ て ゆる くせ ば まり 9, 
先端 は いく ぶん 円 まる (C)。 S. seboshit Outa で は 細 
長く , 先端 に 向かっ て 強く せ ば まり , 先端 は 細く , PP 
戴 断 状 を な す (F)。 


genital plate は S. hareja 
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= 第 5 図 雌 生 FEL ae 


A~C: S. hareja Wrlsg ; D~F: S. seboshii 

Oura. A& D: receptaculum seminis; B& 

E: # 9f6 Mii; C & F: genital plate. 
各 図 の 長 さ は 0.1mm. 


Summary 


Notes on Scymnus (s. str.) hareja WEISE as a Predator of Scale Insects, with 


Taxonomical Notes on Its Allied Species (Coleoptera, Coccinellidae) 


By Mutsuo MIYATAKE 


Entomological Laboratory, College of Agriculture, Ehime University 


In this paper I intend to publish bibliographical 
notes on Scymmus (s. str.) haveja Wrisg which has 
been formerly known as a predacious enemy for 
some scale insects in Japan, and of this scymnid 
also to discuss the errorneous or indeterminable 
specific names used in some Japanese references. 

As the food-scales of S. hareja Weisz, 5 species 
belonging to 3 families have hitherto been re- 
corded. I could confirm in Matsuyama and its vi- 
cinities that S. hareja Weisz attacks the following 
3 species belonging all to the family Diaspididae, 
Pseudaulacaspis pentagona Tareront (mulberry 
scale), Unaspsis yanonensis Kuwana (arrow-head 
scale) and Aspidiotus cryptomeriae Kuwana (round 
Japanese cedar scale). And, so far as I have 
investigated, S. hareja WrIs—E seems to be most 
abundant on the Citrus-tree, feeding on U. yano- 


nriensis KUWANA. 


According to my present examination, S. hareja 
is distributed Shikoku and 
Honshu south of Nikko (Tochigi Pref.), except in 


WEISE in Kyushu, 
the lower temperate districts as Shin’etsu, Hoku- 
riku and San’in (excluding Yamaguchi Pref.). 
Outa (1929) described yezoensis, a varietas of this 
species from Hokkaido and he also reported this 
species from Formosa, but I have not examined 
any specimen taken in the ranges from Tohoku 
district to Hokkaido and from Loo-choo Archi- 
pelago to Formosa. 

Scymmnus (s. str.) seboshii Outa, 1929, was origi- 
nally described as a subspecies of S. hareja WEISE 
and considered later as an aberrant form of the 
latter by Korscnersky (1931), Maprr (1955), and 
others. From my comparative study of specimens 
of the two, typical and aberrant, forms, I came 


to a conclusion that S. seboshii 


Ounta is to be 
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separated from S. hareja Wrisg as an apparent 
species, as I have already suggested (1957). 8. 
seboshii Oura occurs in Mt. Togakushi and Nikko 
of Honshu and Mt. Ishizuchi of Shikoku, which 
are the mountainous regions of Japan. 

The typical forms of S. hareja Wrisg and S. 
seboshii Outa can be easily separated from each 
other by their elytral markings. Although the 
median spots of both species vary considerably in 
their size and shape, being connected frequently 
with the apical markings (Figs. 1 & 2), the spots 
of the former always retain the black borders along 
the suture on the elytra even in the specimen 
with the largest spots. Apart from the colora- 
tion of the elytra, I have illustrated the differences 
between them in the following structure: the 


punctation of the dorsal surface, especially of the 


宮武 : カイ ガラ ムシ 類 の 天敵 Scymnus hareja Wrist £401; 
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head; the relative length of the eye to the width 
of frons between the inner margins of eyes, and 
the anterior margin of the clypeal area (Fig. 3, 
A&C); 
the area adjacent to the lines in the first visible 
segment of venter (Fig. 3, B & D), and the punc- 


tation of the other segments of venter ; 


the femoral lines and the punctation on 


the angle 
formed by the side margin of pronotum and that 
of elytra; the male genitalia (Fig. 4) and the 


female genitalia (Fig. 5). 


[追記 〕 脱稿 後 , GBHENRRSLOS “BKRERE 
ReRl ae, IL” (朝倉 書店 , 1958 年 1 月 15 Bs) OF 5 
Buk, ユー6 関 で ヤン ネ カ イ カフ プペ ンジ お よび 2 クウ ワカ の 2 
ムシ の 天敵 と し て Scymnus hareja Wrisg キア シ ヒ メ 
テン トウ の 生態 を 図説 され て いる の を 知っ た の で 付記 し レ 
ES 


SNe io D4 INNA 
の 分 類 へ の 応用 

Lawrence, L. L. (1957) Paper chromatography 
studies of the Anopheles maculipennis complex in 
California. Ann. Ent. Soc. Amer. 50 (4): 602~606. 

ハマ ダラ カ の Anopheles maculi pennis 理 の 識別 に は 
Be BI MOBIC Ks Tl So LPLAYV TZ FV=aVOD 
A. occidentalis £ A. freeborni に 対し て は 適当 で な 

。 すなわち 典型 的 な A. occidentalis は Pismo 海岸 

より オレ ゴン に か けり け て 分 布 し , Pismo 海岸 以 南 メキ シコ 
まで は A. occidentalis 特有 の 銅 な に し 銀 白 色 の 鱗片 を 
欠く 型 が 見 られ , A. occidentalis また は 内 陸 性 の A. 
freeborni と し て 報告 され て いた が , と これ は 生態 的 に 
A. occidentalis EFBZ5NTWO4S, 

CHS OMBEWS DICT SZKON—-—N-FZAUVhF 
GD PME IGA Wy WERE ay SS ee ker 

の 結果 これら の 種 な らし 型 で は 明らか に スポ ッ ト の 数 

が 異な り A. occidentalis 北部 型 で は 4~5, 南部 型 で は 
3~4, A. freeborni で は 7~8 で あっ た 。 

し か し 同一 地点 で 得 ら れ た も の で も 雌雄 に よっ て 
ts) A. occidentalis で は 雌 で は 1 へ 2 人 箇 多 く , 逆 に 
A. freeborni で は 雄 の ほう が 1~2 人 箇 多 に ら と こと が ある 。 


DK 


また 採集 場所 に よっ て も 異な る と こと が ある が ,. 両 種 の 識 
と は 炉 げ と な ら な い 。 ( 農 技 研 小池 久 和 義 ) 


カカ の 細胞 須 粒 分 割 の 呼吸 酵素 活性 

Gonpa, O., A. Traup and Y. Avi-por (1957) The 
oxidative activity of particulate fractions from 
mosquitoes. Biochem. J. 67 (3): 487~493. 

Ry BAY SAO HMMA Hs HO Be DO MA at 
ど 似 た 酵素 的 性 質 を 示し , 呈 乳 動物 の ミト ドコ ンド りり ヤヤ で 
MiL&n4 TCA Wis KOA RREBIEL, それ に 伴い 

alten Toe 行う 。 CORMAA HD 活性 を 示す に 【 

ATP, Me* を 必要 と し 部 分 的 に は それ ぞ れ As 
Mn?+ で 代用 で きる 。 な お 呼吸 , 酸化 的 万 酸化 に 対し て 
2,4-dinitrophenol, nembutal, chloretone, DDT な 
ELE OMZAIOZELHASKD, に ら ず れ も 高 等 動物 の 場合 

の 結果 と 一 致す る 。DDT で は 酸化 的 火 酸 代 の ほう が 呼 
ME OMBBK XV, 

な お 各 成 分 酵素 と し て malic dehydrase, fumarase, 
2,6-dichlorophenolindophenol を 電子 受容 体 と する 
DPN の 酸化 , cytochrome oxidase の 活 性 を 認め た 。 
更に と の 分割 に お に い て は ATP-ase, DPN-ase 活性 の 
高い と と を 知っ た 。 ( 農 技 研 小池 久義 ) 


高田 地方 た に た な を け る イネ カラ バエ 夏 世 代 幼 虫 の 生育 生態 
1. 被害 発現 お よび 幼虫 生存 率 の 概要 


#2 ees 


te Ue DE 


AARHAFAAICHT SFO BGTHEO ta Bale) 2 FEIT OLY 
て は すでに 多数 の 報告 が ある 。 そ し て 抵抗 性 の 強い 品種 
に お いて は それ は 外 的 要因 の 影響 を 受け る と と が 非常 に 
少な いと され て いる ( 湯 法 , 1952 う 。 し た が っ て 夏 世 代 忠 
の 生育 生態 は 品種 間 で 非常 な 相違 だ が ある と こと に な り , 抵 
抗 性 の 強い 品種 で は その 抵抗 性 が 最大 の 環境 抵抗 と な る 
場合 ぢ お ぁ ろ 3 。 

Hic, 3 化 地帯 に お ける イネ カラ バエ は 第 1 化 期 は 
AGRIC LCR ERODM IE RSAC MEL, 第 2 
AGSNT UE I BE 6 SRE BA Ho & Uriel 
(CHEN UCHR, FEROMARITHUET So 
し た が っ て 第 1 化 期 と 第 2 化 期 と で は 物理 人 的 環境 の みな 
ら ず , 寄主 植物 る 環境 と し て 異 っ た 価値 を 持つ わけ で あ 
る 。 

以上 の よう な 観点 か ら , イネ カラ バエ の 発生 変動 を 解 
株 する 上 に は 夏 世 代 虫 の 生育 生態 を 明らか に する こと と が 
重要 で ある と 考え られ る が , 今 ま で 産卵 や 被害 に つい て 
は 生態 学 的 場面 か ら 種々 の 研究 は な され て いる と は い 
A, 幼虫 の 生育 生態 に 関す る 研究 は 少な いよ う で ある 。 
筆者 は 前 年 出穂 期 硝 よび 抵抗 性 の 異な る 10 品種 を 併用 
し て 生育 生態 の 概要 を 知る た め の 予 備 試 験 を 行い , 
Mize (LT Cle MB LIcD CEH - HBF, 1957), SGic 
1 年 同様 の 試験 を 行っ た 。 得 られ た 結果 は 前 年 と ほ ば 同 
様 で ある が , 今回 は 主として 第 1 化 期 と 策 2 化 期 を 比較 
じ な が ら 記 述 す る と こと に する 。 

本 文 に 入る に 先 だ ち , 筆者 の イネ カラ バエ の 生態 に 関 
する 研究 に 際 し て 常に 御 指導 と 激励 を 惜しま れ な い 田 村 
市 太郎 博士 に 深謝 の 意 を 表す る 。 
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試験 ぞ お よび 調査 方 法 


用 いた 品種 は 第 1 表 に 示す 10 品種 で る る が , その 中 
農林 43 号 と 農林 8 号 を 除く 8 品種 は 前 年 と 同一 で あぁ る 。 


「 イネ カ ラバ パ バエ の 発生 に 関す る 生態 学 的 研究 2B 


(1958 年 4 月 22 日 受領 ) 
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農林 省 並 陸 農 業 試験 場 


第 1 表 供 試 品種 と その 和 就 期 お よび 抵抗 性 


pa 
Tl 
S 


No. oe 種 名 FA i 抵抗 性 
LE a See ES = 生 Og 
2 to Ne see SCL a Hae ee 強 
3 の 早 中 AE 中 
4 Se oes oe EI 早 中 Ae 中 弦 
5 Gy ey 625s, 中 He 強 
6 SP aisle Mya 8 ra 生 ge 
農 林 43 号 中 晩生 中 
8 ea oO es 腕 生 55 
9 me 林 8 & 極 fifa AE 55 
10 = fe 13 = fix Uy AE 強 


第 1 化 期 (HALARIE 5 16 Ait bY BOR (23cm 
x45 cm) (C1 GTO MM LI. 6HSAITENED 
上 苗 の 上 に 実 冷 紗 網 を か ぶせ て その 中 に 多数 の イネ カラ パパ 
エ 成 虫 を 放し , 6 日 午前 まで 産卵 させ た 。 た 7 に し 上 農林 8 
号 は 産卵 数 が 少な か っ た の で さら に 成虫 を 放し で 8 理 午 
前 まで 産卵 を 行わ せ た 。 6 月 17, 18 日 て に と どれ ら の 上 苗 の 中 
か ら 産 卵 株 だ け を 各 品 種 30 株 ずつ 本 田 に 移植 し た 。 と 
の 時 期 に は 幼虫 は 大 体 食 入 を 終 う た < と 考 和 られ 7 早い る 
の で は 1 枚 目 の 傷 葉 が すでに 出現 尼 て で 738 肥料 は 反 当 
MATA, WRK 7A, 塩化 加里 3 紀 を 全量 基肥 と 
し た 。 7 月 13 日 より 逐次 株 を 抜き 取っ て 被害 出現 の A 
AR, 各 被 害 葉 の 被害 様式 , 在 躍 状況 を 記録 し た 。 た だ し 
シロ ガ ネ は 調査 株 の 生存 率 が 異常 に 低かっ た の で , 予備 
の 株 を さら に 30 株 抜 取っ て 調査 し た 。 

第 2 化 期 4 月 30 日 に 播種 し た 苗 を 坪 60 株 (8 寸 x 
7:5 寸 り の 1 株 2 林立 と て 6 月 2 旧 に 人 名品 衝 2.5 坪 す 
OMI L I. ADRS 4 Hi 7 B, PPK 7 貫 , 塩化 
ME3SAeSSeICctC La, 上 農林 36 号 , Bass, B 
林 13 Gk 7 月 末 に 硫 安 を 適量 追 也 し た 。 7 月 30 日 に 各 
mate 7 へ ~8 PITOUY TA AAFAZICE 5 CHMBAnec 
いる 茎 に 標識 を 付け た 。 と の 了 時期 は 約 9 割 の 産卵 が 終っ 
た 時 期 で あっ た 。 と れ ら の 産卵 標識 世 は 出穂 後 の 適当 な 
時 期 に 株 を 刈り 取っ て 被害 出現 状況 お よび 在 虫 状況 を 調 
科 の Ee 
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策 1 図 
mht: EAR OWE, PRE: 大 並列 食 着 は 出現 し た が 生 


AHO Dp 5h, AR: 被害 は 
HES SE CICHAOMEL KEM, 


a AL a E23 k OR 


出現 し た 傷 葉 に つい て HB 1 (EBACE SHAVE G X72 
彼 害 茎 の る つ 傷 葉 数 は ほとん ど 3~6 枚 で あぁ っ た 。 そ し 
て 最後 の 1 へ ~2 枚 に は 2 列 あ る い は 3 列 に 並ん だ 長 さ 約 
lem DK & /SRABAIKO FLd5 数 個 も 存在 し た 。 と の よう 
な 食 湖 は 3 化 地帯 の 第 1 化 期 幼虫 末期 に 特徴 抑 に 出現 す 
る も の で ある が , 3MOBH CHHULLICMBES 3 KE, 
ARMOR CHYELICE Cli LD 1~2 枚 に と の よう な 
REDBEF SOC, 大 体 3 令 虫 て よる 食 療 と みて さ し つ 
か えな いと 思わ れる 。 本 報 で は こと の 食 療 は 特に 大 並列 食 
REM SET HITITS, 

SC, 1 (ITA 6 MBS S KAAS TEE 
CAMA) OF Raniz4O, 生 虫 は いな か っ た 
が 大 並列 食 痕 を 出現 させ た も る の ( 他 茎 へ 移動 し て 遇 化 し 
た 場合 は 前 者 へ 入れ る ), ぉ よび 大 並列 食 療 を 出現 させ な 
か で 幼 虫 が 死 志 した 茎 に 分 類 し , 各 品 種 C じ つい て それ ら 
の 傷 葉 数 別 頻 度 分 布 を 描け ば 第 1 図 の よう に な る 。 

第 1 図 に よれ ば , Bek 36 号 , 農林 8 号 , お よび シロ 
HAD 弱 上 品種 で は 被害 茎 の ほとん どす べ て に 大 並列 食 
痕 が 出現 し て いる か ら , DEK £4 1~2 令 の 若 令 幼 
期 に お ける 死亡 は 非常 E ま れ で ある こと と が 想像 され る 。 
し か る に 図 の 下段 に ある 抵抗 性 の 強い 品種 で は 大 並列 
fee 出現 させ る まで に 幼虫 の 死亡 する 場合 が 非常 ? 
多く , し か も 傷 葉 は 2 枚 し か 出現 し な いも の が 各 強 品種 


sa 


te 


Peay Es DG 


BCH ORES ICBO ZG EK 


出現 し た が 大 並列 食 着 が 


と も 最も 多い の で , と これら の 品種 
で は 初期 の 若 令 幼虫 期 に お ける 死 
亡 が 非常 に 多い と と に な り , 湯浅 
(1952), 湖山 (1954), YUsgma 
ほか (1957), 岡本 (1958) ら の い 
う 所 と 一 致す る 。 し か し 弱 品 種 と 
違っ て 4~5 枚 の 傷 葉 が 出現 し な 
が ら , 大 並列 食 痕 が 現われ な いで 
終る る の も ある 。 と れ は 長い 間 生 
= 存 し て いな が ら 大 き 《 く ならない 幼 
5 BOHS5UWCEBERATS 
が , 農林 43 号 は シロ ガ ネ や 上 農林 
36 号 か ら の 成 是 が 半数 以上 羽化 し 
127 AVA CHA LIOIt, Awe 
WIE FICS REED 5X 
し い 3479 DS 2 頭 発見 され た 
Ds, CAVh ERCDREMLEAD« 
第 2 化 期 に な いて は 最初 に 被害 
OWES S BEMIS EA AD HB 
Wick CAMEL, し た が o THBZOHO GERMS TC 
れ に 左右 され る 。 す な ね わ ち 傷 穂 を 抽出 させ た 被害 茎 に つ 
いて は , 早生 で は 0~1 枚 , PACE 1~3 Me, HE 
で は 2~4 枚 の 傷 葉 が 出現 し た が , 3 へ 4 MORBReEH 
つ 茎 で も HORE) Aa (, 大 並列 食 痕 は 現われ な い 。 
抵抗 性 の 強い 北陸 62 号 お よび 上 農林 13 号 で は 被害 葉 数 
1~2 枚 で それ 以上 が 健全 で ある 場合 が ほとん ど 大 部 分 で 
あっ た の で , と これ ら の 品種 で は 幼虫 は 第 1 化 期 より 早 パ 
Fale geo) CD Oo 

第 1, 2 (bWICSIISRESHRKCEFROLR 
85 1 (bBo KOS 2 (KHAIT A 6 EESSEDAITOW TO 
被害 の 出現 な ら び に 生存 率 は 第 2ROLIO CHS. 
2 表 に よっ て 被害 の 出現 率 を みる と , 第 1 化 期 に お いて 
は 各 品 種 と る 被害 の 出現 率 は 非常 に 高く 品種 間 に 差 は み 
られ な い 。 また 策 2 化 期 は 全体 と し て 第 1 化 期 よ り 低 
い 。 そ の 平均 で は 第 1 化 期 が 872 で ある の に , 第 2 化 
Hit 35% と 前 者 の 半分 以下 で あぁ る 。 こ と の よう に 第 2 化 
期 に おい て 被害 の 出現 率 が 低い の は 食 入 せ ず に 死亡 する 
価 体 が 多い の か , 食 入 は する が 被害 を 現 わ す まで に 死亡 
する の か , TOMOBAILAWCHS. COMBO HI 
率 の 相違 に 影響 され て 生存 率 で も 第 2 化 期 は 第 1 化 期 よ 
9 全般 応じ 低 な っ で いる 0 し た が っ で 全体 どの で 第 2 
ALSEIZ OS 1 化 期 よ り 卵 ~ 幼 虫 期間 の 環境 抵抗 は 大 きい と 
EDS AURANSKS, THs 前 報 で も 記し 72< と ご で ごろ で みあ 


qplul | See 
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策 2 表 第 1, 2 化 殿 に お ける 被害 の 出現 お よび 生存 率 
a ae: me 2 tk 
a tf { y 4 was sre | & FB | as 
BH large mas PUA) eee | EO eae ela ei as| Se | “ee 素 
ae 1 = | 26 87% | 19 we) 63 14 26% | 13 3.87 
coe il = 26 87 6 7 | 55 20 36 12 12.7 
eye) i. 27 90 7 17 50 14 2 | 6 6.0 
Oe aes 25 83 19 50 44 13 30 7 6.8 
it MB 62 # 23 77 2 0 47 oy Ras 2 2.1 
spat OF 55 92 51 68 Shit Ree 26 13 22.0 
Bk 43 = 24 80 3 23 42 13 29 4 1.8 
BK 36 = 25 83 25 73 51 25 49 16 31.4 
BK 8 号 28 93 27 70 48 19 40 10 20.8 
Bk 1 = 28 93 4 7 50 26 52 1 2.0 
| 。 = 


1 (CIC ARE L te ESB EIS BA 30 株 (シロ ョ ロ ガ ネ は 60 株 ) 


SI(EMICKHIISAWNGBEREERR 第 2 表 に 
よれ ば 策 1 化 期 に お いて は 被害 の 出現 率 は 品種 間 で 大 差 
が な か っ た の に , 大 並列 食 痕 茸 数 に は 著しい 差 が あぁ る 。 
し か る に こと の 大 並列 食 痕 茎 の 出現 率 と 生存 率 と の 関係 を 


FUT で 


図示 すれ ば 第 2 図 の と お り に な り , 各 品 種 の 位置 は 大 体 
直線 上 に くる 。 す な ね わ ち 3 令 後 期 以後 の 死亡 率 は 各 品 種 
と が わか る 。 


+ 


ce 


間 で 犬 差 の な い 
80 


60 
生 
存 
素 40 
EX 
% 
20 
° ® 20 40 60 80 100 
AMF BIE SH CM) 
2M 策 1 化 期 10 品種 お ける 大 並列 
SRSA ERE ROME 
BUD ECE 4 TO HBS 
メ 上 の こと と か ら 品 種 間 の 生存 率 の 差 は 1~2 FORT 


期 の 聞 に 決定 され , し か も と の 差 は すでに 前 期 に 引用 し 
た よう に 品種 の 抵抗 性 に よる 死亡 率 の 差 に 負う 所 が 大 き 
いと 考え られ る 。 が, 大 並 列 食 着 を 作る まで に 生育 を 遂 
げた 幼虫 の その 後 の 死 亡 は 品種 の 抵抗 性 に 左右 され る 所 
は 少な く 。 む し ろ 各 品種 一 様 に 作用 する 要因 に よっ て 死 
LTSZjsADtFaTEDP4d. 

し た が っ て 3 化 地帯 に お ける 品種 の 抵抗 性 を 賠 場 で 検 
定 す る 場合 て に は , と この 大 並列 食 療 世 率 で 行う こと も 可能 
で あり , 後記 の よう に 第 2 化 期 て と お いて は 出穂 期 に よっ 


CG) # Ft & 


10 


20 
傷 穂 出現 率 %) 


3M 策 2 化 期 10 品種 と お ける 傷 穂 出 
現 率 と 幼虫 生存 率 の 関係 
図 串 の 数 字 は 各 品 種 の 品種 番 
て 被害 出現 特に 傷 穂 出現 が 左右 され る た め に , 傷 穂 で 検 
eS SEO LUVER A Bis 
A 2 化 期 に お ける 傷 穂 出現 率 と 生存 率 次 に 第 2 化 期 
の 最終 被害 で あぁ る 傷 穂 の 出現 率 と 生存 率 と の 関係 を 図示 
する と 策 3 図 の と お ぉ おり に な る 。 こ と これ だ よれ ば 策 1 化 期 の 
大 並列 食 痕 茎 率 と 生存 率 と の 間 に 見 られ た よう な 密接 な 
関係 は な く , 傷 穂 出現 率 記 対す る 生存 率 の 比率 は 中 ~ 晩 
生 品 種 で 高く , 早生 品種 で は 区 い 傾 向 が ある 。 す な わ ち 
農林 1 CL aD FFE 75 VB REDS B D> 3 TZ DIT PKG 
A RORE TE CL GREDTS TIT FEL TU 
た 。 こ と の 点 も 前 年 の 予備 試験 の 結果 と 同 傾向 で あぁ る 。 
出穂 期 と 傷 穂 出現 率 第 2 表 に よれ ば 策 1 化 期 て に と おい 
て は 弱 品 種 の 被害 茎 の 大 部 分 に 大 並列 食 療 が 現われ , 幼 
虫 は 末期 まで 生存 し て いた の に , 第 2 化 期 に と お いて は 出 
BHD EWAK 36 号 や 農林 8 号 の 被害 茎 の 約 4 割 で は 


30 
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| 幼虫 は 幼穂 を BRT SECC 死亡 し て いる と と が わか 一 般 に 画 場 に 栽培 され て いる 多数 品 社 に つい て 傷 入 率 
る 。 と こと ろ が 早生 品種 で は LEDS 被害 の 始ま る も の を 調査 する と , 極 早生 と 晩生 品種 で は 低い が , 中 生 の 中 
| や, 傷 葉 が 出 な いで 直接 傷 穂 と な る る の が 多い の で , 上 に は 傷 破 率 の 最高 の も の が 含ま れ , 早生 で は 全体 と し て 
則 記 晩生 品 凍 の よう に 被害 茎 で 幼穂 を 摂 食 する まで の 死亡 か な り の 高 率 と な る 場合 が 多い よう で ある 。 

DSO CRAGIN. 田村 お よび 鈴木 (1958) は 幼 苗 に よっ て イネ カラ バエ 


第 2 表 か ら , 策 1 化 期 の 被害 出現 茎 の うち 大 並列 食 疲 に K 対 する 稲 の 抵抗 性 が 検定 で きる と と を 報じ , COBY 
間 を 出現 し た 茎 の 割合 と , 第 2 化 期 の 被害 出現 茎 の うち 傷 MICS SRL AKOMY COG tc ORI 


間 入 と な っ た 茎 の 割合 と の 比率 すなわち 早 ・ 中 ・ 晩 に 分 類する と 非常 に 高い 相関 係数 だ えら れ , 

( PEA __) | ( 大 並列 食 着工 数 。 ) EURO 位置 は B+ H+ RD MUCH 183 CL 示し 
fp 7 2 CRN ER A) CREE Se と れ ら の と と も 上 記 の 事実 に よっ て よく 読 明 さ れ ま 
POMERDT, と これ と 出 徹 期 と の 関係 を 図示 する と 第 4 5。 

| WD & 4s ITS. と これ に よれ ば 両者 の 間 に は 負 の 相関 考察 の まとめ 以上 に よっ て 被害 の 発現 過程 な ら び に 
PEL, 早生 で は 1 より 大 きく , 中 生 で は 1, 晩 。 価 休 数 減少 財 程 を 総説 する と 産卵 数 の 変動 は 別 と し で, 
生 で は 1 より 小 と な る 。 と この こと と か ら , 品種 の 抵抗 性 の 1) 卵 か ら 被 害 が 最初 と 出現 する まで , 2) 被害 が 出現 
BECP PD SS, HICH 2EMORE TREO SS し て か ら 幼 虫 末期 まで , 3) 幼虫 末期 以後 の 3 CA 
請 傷 徹 を 出し た も の の 割合 と , 第 1 化 期 の 被害 出現 茎 の うけ る と と が で きる 。 

ち 太 並列 食 療 を 出現 させ た る の の 割 谷 と は , 早生 で は 前 第 1 の 初期 被害 発現 まで の 減少 は , 策 2 化 甘 に は 第 1 


— 


PADI, 晩生 で は 後者 の ほう が 高く , PECL  prym oe Lice Litas, 同一 年 の 同一 品種 に じ つ い て 
is ae we co S BDBICE OFF MICS 5 C EDREAMS, 
ミ 人 幼 下 が 茎 中 に 生存 し て いる 間 は 外 打 要 因 の 影響 = 5 で 発 年 の は な ば だ し か っ だ 年 で は a5 oe “G 50~60 


| を 直接 的 に 受け る と と は 少な いよ う で ある の で , 上 記 の eo weepMRancoe meds, 第 2 化 著 は か 


と か ら イ ネ カ ラ バエ に 対す る 面 虫 性 は 笑 の 生育 時 期 た 。 な 5 り の 変動 が 考え られ る 。 その 要因 に つい て は BSS 


で も 若干 変 化す る の で は な いか と 推察 され る けれ ど (1957) は 笑 株 間 の 湿度 も 一 要因 で あろ うと いっ て いる 
$, 第 1 化 期 と な ける 大 並列 食 恨 茸 出現 率 を も る っ て 一 応 。 が, 現在 まだ 者 察 の 段階 に な い 。 ま た 策 2 の 時 期 に お け 


OMBEOREL TUS, 被害 の 出現 を 回 避 す る 極 早 生 2 中 数 の 減少 は 同一 品種 に じ お いて も 1, 2 化 期 で 異な り , 


有 品 衝 は 別 と し て , HEROS EC AMBEO ECE sere eee (BHT, CNS RORMER 


Fi os 


pS ae 
最後 て , HPRMITIOU 6 BRORMLILH 1 化 期 に は 


員 化 部 位 へ の 移動 に 関連 する と 思わ れ , BIKHODLO 
和合 動 を 明らか に し な けれ ば な ら な い が , 外 的 要因 に も と 
づく と 考え られ , 各 品 種 大 差 な い 。 し か し 策 2 化 期 で お 
いて は 出穂 期 と も 関係 が ある らし 《, と れ に つい て は 別 
に 詳細 な 報告 が 行っ で ある CEH, 1958)。 
摘 要 
イネ カラ バエ に 対す る 抵抗 性 並び と 出入 期 の 異な る 10 
中 穂 期 BS HEL, 第 1 化 期 お よび 第 2 化 期 で お ぉ ける 被害 の 
Pe an き 現 の 生存 率 を し ら べ た と と ろ 次 の よう な 知見 が 
第 4 図 第 2 化 期 被害 出現 藤 の うち 傷 穂 と な っ ene? 8 
Hb OOH LS 1 MRERRED IS 得 ら れ た 。 es. 
KYA WL kb ODNSOKRE 1) 出現 し た 傷 葉 は 第 1 化 期 と 第 2 化 期 で は 非常 に 異 
Hee LORR MHOMF ARES SS. な 5 り , 第 1 化 期 で は 3 へ 4 MORE CHILCSAOCA 
an gc を 食っ で も 幼 牝 を 食わ な けれ ば 
了 2 化 期 で は ほ 3~4 枚 の 葉 ptt =e 4 幼穂 を 食わ な 
(_ Sm _ /( AUPIRRER _) ee っ 
筑 2 化 期 徹 害 出現 世 数 /\ 筑 1 化 期 被害 出現 区 数 ' BEC SIE 


262 A A OS 
2) ENED 5 FbRBOMSZEOSIAIT AHO ws 
に は 関係 せ ず , 第 1 化 期 に おい て は 平均 87, 策 2 化 期 

に お いて は 平均 35 で , 前 者 の ほう が 2 倍 以 上 の 値 を 

Re 
3) 第 1 化 期 に な いて は 品種 間 に お ける 幼虫 生存 率 の 

差 は 若 令 幼 虫 期 に 決定 され , 幼虫 末期 に お ける 死亡 率 は 

各 品 種 一 様 に 作用 する 要因 に 支配 され る と ころ 大 で あ 


Bie 
Cg ee お いて も FRHUEDGRY HE CE AE 
亡 が 多い Vy BEE AoE, た 幼虫 の 死亡 = 率 即 ち (FREE WIT ~ 


I ce eee 
WS {EU 
5) 9 2 AGHA ASU CUS HA ABHD FA VE CUS RS 
Toe a Biel cites aa tg 
1 化 期 よ り 高 い の で , 傷 穂 の 出現 は 


WIGS 18 Bo 


Summary 


Ay Re eS aE 


Ble RAG 


存 率 は 第 2 化 期 で は 第 1 化 期 よ 9 全般 的 に 低い 。 
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Ecology on the Larval Growth of Summer Generations of Rice Stem 


Maggot, 


Chlorops oryzae MATSUMURA, 


in Takada Province 


I. On the Gists of the Larval Surviving and Their Injury 


By Toshikazu Iwata 
Hokuriku National Agricultural Experiment Station, Takada, Niigata Pref. 


In the zone of three generations, the first gener- 
ation flies of rice stem maggot oviposit on rice 
seedlings in the nursery bed, the hatched maggots 
boring near the growing points of host plants, 
and after feeding on several developing leaves they 
While, 


the second generation flies oviposit on the rice 


pupate before the formation of young ears. 


plant in near the stage formating young ears, the 
hatched maggots feed on the developing leaves 
and young ears, then they pupate. 

The author investigated on the larval survival 
and injury in the first and second generation of 
the said insect at Takada belonging to the zone 
of three generations. The results obtained are as 
follows : 

1. The injured leaves are very different between 
In the first 


generation the maggots can pupate after feeding 


the first and the second generation. 


on three or four leaves. In the second generation 


| 


6) 以上 の 事柄 が 総合 され た 結果 , FEIN TS OM | 


・ 岸 野 覧 一 (1957) 北陸 病 虫 研 会 報 5: 387 


| 
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= | 
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they can not pupate after feeding on three or four > 


leaves, but have tozfeed on the developing young 
ears to pupate. 

2. There are no significant differences among 
ratioes of stems showing any injured signs to all 
oviposited stems in either susceptible or resistant 
varieties to this maggots. Above ratioes are 87% 
on the average in the first generation but 35% 
in the second. 

3. In the first generation, the varietal differ- 
ences in the survival percent of larvae are deter- 
mined in the young stage of larvae. The mortality 
in the late stage of the larvae which feed and 
grew enough to show large punctures in two rows 
on leaf blades is chiefly controlled by factors which 
affect uniformly on all varieties. 


4. In the second generation, major percent of 


larvae boring into the resistant varieties died too 


in the young stage. Otherwise, the mortality of 


1958 年 10 月 ae 


mo 
Tat 


larvae which lived to feed on a young ear are 
likely to be much higher in the early varieties 
[than in the late varieties. 

' 5. It seems to be considered in the second 
fzeneration that the earlier varieties have more 


jinjured ears than those expected from their inher- 
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ent resistance but the later varieties have fewer 
injured ears than those expected. 

6. From above facts, it is concluded that the 
percent of individuals surviving to pupal stage in 
he second generation is lower than in the first 


geneneration. 
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コウ モリ ガ の 一 種 Oncopera fasciculata 
(WALKER) の 生 能 
1. BPM CATE HC RCV BS SAF 
Mancz, P. E. (1956) The ecology of Oncopera 


Pfasciculata in South Australia. 


1. Field observations on the numbers of O. 
fasciculata and the factors influencing birth rate 
.and death rate. Aust. J. Zool. 4 (3): 315~326. 
CDE ZZ ly FY) 4? Clee の 年 回 
ORLERL, 成虫 は 早春 に 現われ る 。 幼 虫 は , 大 きく 
な る と 土 中 に 穴 を 掘っ て 生活 し , 牧草 や 数 種類 の 雑草 を 
Blo, FORK OP CHITIES, 
— OR ae eC, 気象 条件 に 最も 強く 影響 され る 
時 期 が 2 回 ある 。 第 1 は 卵 ~ 若 令 幼 虫 期 で と の 時 期 に 
IARRIT ROR IT KAPMCBKEW FF 2 SSR ~ 
起こ に の 時 期 で は 過 湿 が 重大 な 影響 を も っ て いる 。 す な 
わ ち , とこ の 時 期 に 降雨 が 続い て 土 壊 が 過 濁 に な る か , ま 
KiAEKT SE, 幼虫 は 穴 の 外 に 逃げ 出し , も し , 48 時 
間 以 上 冠水 が 続け ば , ほとん どの 個体 が 死滅 する 。 し か 
し , 降雨 が 少な に 時 に は 死亡 率 が 低下 する の で , 多数 の 
個体 が 発生 する が , 最後 に は 食物 が 不足 し , MMO? w 
に 多数 の 個体 が 死亡 し て いる 事例 が 多く 認め られ た 。 
寄生 蜂 な どの 天敵 類 は ほとん ど み られ な いし , 重要 な 
捕食 虫 ま た は 動物 も 少な に 。 ( 農 技 研 | 宮下 和 喜 ) 
2. 卵 の 発育 速度 と 生存 率 に 及ぼ す 温 湿度 の 影 


2. The influence of temperature and moisture 


on speed of development and survival rate of 
Bees. Aust. J. Zool. 4 (3): 327~345. 

実験 室 で の 調査 に よる と , Mid 6.3°C で も わずか に 
発育 する が , WLI LO. THICHAS UME HT 
は る 温度 範囲 は , 10~22°C で あっ た 。 発育 速度 は , 温 
BED EF ICON CMR Hilo TEAL, 10° 内 外 で は 


a 


50 H2#s 423, 25 
SRL RORITHRO OC, (ROMEBHICE< CHREE 
ILL, FHPPICHACT So Hk, HIRICAT SIMI 
は , 卵 の 発育 が 進む と に つれ て 弱く な る 傾向 が ちる 。 わ ず 
か に 発育 を な し た 卵 を , WADA OWE RIC TCT, 
その 蜂 化 率 を 調 ぶ , と これ を プロ ビッ ト に 変換 し た 。 その 
ER, 最初 の 卵 の 含水 量 の 43% が 失わ れる 時 が 中 央 人 


° AA Cid 10 CHS, 


Ste. WPSHIRIC ENED ES NE 
AIC’ し た 濾紙 上 に 置い て も , 再び 増加 は し な い 。 
野外 で は , 卵 は 草 の 下 の 地面 に 直接 産ま れる の で , 草 


の 十分 に 茂っ て いる 場合 と に は, 気温 の 上 昇 に よる 卵 の 水 

分 の 蒸発 が 大 きく 緩和 され る の で , 死亡 率 は 著 る し く 佐 

く な る こと と が 考え られ る ( 農 技 研 BINS 
3. 幼虫 の 生存 率 に 及ぼ す 温 湿度 の 影 

3. The influence of temperature and moisture 
on survival rate of the larvae. Aust. J. Zool. 4 
(3): 346~357. 

BA WRORMICMS Siok, ses ie 
る か に 低い 。 し た が っ て , SULMELKARH ICMAT 
ば , MRA CHICBS. 

と の 幼虫 は , IEF SAMOMZERELTOT, K 
の 雨 が 降り 始め る と 同時 に 活動 を 始め る 。 秋 の 雨 は 間谷 
的 で ある か ら , それ に つれ て 混 度 の 多 ら 時 と は 盛ん え に 活 
動 し , 乾燥 する と 不 活 発 に な る 。 

幼虫 の 生活 し て いる 穴 の 中 の 湿度 は , Hi 957% 以上 
ETE ET EAD TET 
壊 の 水分 が 十分 で な けれ ば , 幼虫 の 体 水分 は 減少 を し め 
し , 土 壊 た 水分 を 与え な に か ぎり , 食物 と し て 緑 草 を 与 
えて も 体 水 分 は 減少 する 。 し た が っ て , 幼虫 の 生育 時 期 
に 適当 な 降雨 また は 赴 が な い 場 合 に は , 幼虫 は 十分 な 生 
育 を する と と ど と が で き な い だ ろう 。 (BRA BPME) 


Ht HRA Hea 7 Y 


RMESTKOSKEL REOBSE 


西 Oe 


RMAF RSRER ASH 


序 fa 
コク ゾウ Calandra oryzaeL. と ココ ク ゾ ワウ Calan- 
dra sasakii Taxanasut (t, わが 国 の みな ら ず 世界 各地 
記 広 く 分 布 し て いる 重要 な 貯 穀 害虫 で ある 。 わ が 国 に お 
いて は 早く か ら 両 者 を 別種 と し て 区 別して いた が , RA 
い の 和 形質 が 禄 々 の 点 で 酷似 し て いる た め , Birow (1944), 
Ricwarps (1944) は 両者 を 別種 と は BOT, た ん に に 同 
一 種 内 の 二 つ の strain に すぎ な いと し て , RICA) 
た な る 2 クム の な を targessttkain tl, 32a 
クジ ウツ の は ほう を small strain {Lite LPL, WEF 
(1955) が 世界 各地 産 の コク ゾウ ツ 類 を 比較 研究 し た 結果 , 
同一 strain 内 の 交雑 は いずれ も 可能 で あぁ る の に 反し , 
異な っ た strain 間 の 交雑 は 不能 で ある と こと, また, 両 
strain 間 に 前 胸 萌 の 点 刻 に お いて 形態 的 に る 有意 の 差 が 
と を 認め だ 。 と この よう な 点 か ら , CORBMHITIS 
いて は ae 別種 と し て と り ぁ つか っ て いく と と に 
る 。 
コク ゾ ツ 類 は 異種 間 の みな ら ず , 同種 内 で も 地理 的 分 
布 の ちがい に よっ て , 生理 生態 和 的 に 種々 の 異な る 特性 を 
示す 。 こ の と と は , 巡 物 の 加害 様式 に 関す る さま ざま の 
興味 ある 事実 に よ さる な お ちち arYy 
類 は 通常 倉庫 に 貯蔵 され 7 


(10~202%%) に 適応 し た 性 質 


= 


きわ め て 含水 量 の 低い 穀物 
を 有する 点 で , BHOHG 
も 特殊 な 地位 を 占め て いる が , 実際 に は 貯 蔵 穀物 に 加害 

GORA LICE 
類 に 産卵 加害 する 習作 を 有する る の の あぁ る こと と が 知ら れ 
て いる 。 MAS (1957) に よれ ば , わが 国 で も 近畿, A 
州 な どの 暖地 に お いて コク ゾウ ゥ の 麦 に 対す る 野外 加害 の 
状態 が み ら れ る と いう 。 wu ける 野外 の トウ モ 
ee ee 2 Pa CH BAVTWIAE 

ある ire cg ets 4 

Olli, 野外 に 出 た コク ゾウ が , 未熟 な 状態 の モモ や リン 


< ty TW? BS ALI FT6 Se = 
る は ば かり で は な くさく, 野外 に 飛来 し て 画 


3 0 


LaASFRSRRESHRSS A, 第 300 号 
任 は 武田 薬品 工業 株 式 会 社 に 勤務 。 
(1958 年 4 月 24 日 受領 ) 


ウツ 類 の 発育 と 増殖 に 


定 3 


に つい て , その 汁 を 吸っ て いた 事実 が 報告 され て いる 
(Hinps & Turner, 1911)。 わ が 国 南 部 に お いて も = 
クジ ゾウ が 春季 野外 の 花 を 訪れ て 蜜 を 吸う 現象 を GAS 
(1956) が 観察 し , 「 こ と の 習性 は a ヌ ク ブ プッ が 現在 の まう 5 較 
応 貯 穀 に 適応 し た 習 注 を る もつ に いた る 以前 の 習性 が 残存 | 
UT, 比 較 的 原産 地 に 近い 環境 条件 で あぁ る と 考え られ る 
わが 国 南 部 の よう な 地方 で , それ が 現われ て いる も の で 
は な か 2 ろう 0 ど 述べ で いる まま 7 0 
飛翔 能力 を も た な い 日 本 産 コ コク ゾウ は 野外 加害 を 行わ 
な い が (桐谷 ら , 1957), ネ ペ パー ル の ココ クソ ッ ば 飛 移 馬 
能力 を 有 し て 野外 の トウ モロ コシ を 加害 する (河野 , | 
1955)。 ' 
また , 温度 対す る 適応 性 に じ つ い て も , コク ソゥ と ゴリ 
ゴク ゾウ で は か な り の ちがい が ある こと が 知ら れい 持 
る 。 わ が 国 で ば コク ゾウ の 方 が ココ クウ さよ OAR 
低温 に対する 抵抗 性 が 強い と され て いる て 高橋 , 1928)0 
近畿 地方 の コク ゾウ 類 の 分 布 状態 を 実際 記 調 査 し た 桐谷 
(1956) の 報告 に よれ ば , コク ゾウ は 年 平均 気温 12~ 
16°C, 標高 0~450 m の 地域 に 生息 し て いる の に 対し , 
ヨク グ タグ は 年 平均 気温 15°C DE, Se 100m We 
の 地域 に 限ら れ で いる 9 レレ か が AS—MITABUYTIET © 
れ と 逆 て ココ クジ ど ジウ の 方 が コク ゲ ウ より も る 和 標高 の 高い と 
と ろ に 見 出さ れる Caf, 1955), Brrom (1944) は さ オ ーー 
スト ラリ ア の コク ゾウ ツ 類 を 比較 研究 し だ 結果 2779 
(large strain) 和 (お いい e250 >2759CI E29 
~30.0°C [HID 発育 速度 上 昇 率 を くら ベ べ る と , 高温 の 部 
分 で は 減少 の 傾向 を 示す の に 反し , ココ クジ ゾウ (small — 
strain) で は 発育 速度 と 上 昇 率 に な ん ら 影 響 を 及ぼ さ な 
WOE RBDTIIS, . 
上 述べ た よう に , コク ゾウ 類 の 殻 物 加 害 だ 関す る 生 
活 の 様式 と 温度 に 関す る 生理 生態 条 持 性 の ちがい は , 種 
間 , 地理 移 系 統 商 を 通し て 非常 に 複雑 な 様相 を 示し て い 
る 。 筆 者 は それ ら の 特 隆 の 相互 の 関係 を 幾 分 か で WG 
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西垣 : 世界 各地 産 コ ク ゾ ッ ウツ 類 の 発 


| か に する 目的 で , 実験 材料 に も, な る べ 【 同 じ 地 域 に 生 
[ 洒 し て いる コク ゾッと ヨコ ク ゾ ウ を 対 に えら ぶよ うに 罰 
| 意 し て 世界 各地 産 の コク ゾウ 類 の 発育 と 増殖 及ぼす 米 
衝 の 含水 量 お よび 温度 の 影響 を 調べ て みた 。 

| 全文 に 入る に 先 だ ち , 終始 御 指導 下さ っ た 内 田 教 授 な 
5 びに 河野 助 救 授 に 心 か や ちな る 感謝 の 意 を 表す る と と も 
HC, すべ て の 面 に 援助 を 惜しま され な か っ た 京都 大 学 昆 虫 
[学研 究 室 の 諸兄 に お 礼 を 申し 上 げ る 。 


材料 お よび 方 法 
13>, 計 8 系 統 を えら ん で 使用 し た (第 1 表 )。 
q 第 1 表 実験 使用 系 統 と 輸入 年 度 


ae Pee | me ae 輸入 
yy, 2 記号 2 思 号 | 年 度 
| 
) & # | Ju A 本 Js | 
om - ALF) 7) An| 1956 |j4—Abk 7) 7| As| 1956 
Ao ray 7) Ip) 1954 | 2 os = vv | Ne}-4953 
<x) — | Um! 1957 | » + # | Cal i952 


| 米国 
| *« #2 (1955) が セレ ベス Cg と よん だ も の 。 

その うち , 日 本 産 の コク ゾウ 類 は 当 京 都 大 学 昆 虫 学 
完 室 で 水 年 継続 飼育 し て きた も の で ある 。 オ ー ス トラ ! 
ア 産 の も の は Dr. Batty の 提供 に よる も の で あり , ネ ペ 
0) ゴゴ コグ クウ は 1953 年 京都 天 学 カラ タコ ラム ・ ヒ 
較 シ ズー クシ 学術 探検 隊 の 手 に よっ て 現地 (Thonje) で 
採集 持ち 帰ら れ た も る の で ある 。 そ を それ 以外 の 外国 産 の コク 
YURI, NENORD 6 DDS EICHA SNR 
に 発見 され た も の で ある 。 以 上 は 日 本 の も の を の ぞい て 
WTS EMA ORD § と に 当 研 究 室 で 継続 飼育 し 
いる も の で ある 。 

第 1 回目 の 実験 は , 温度 を 30°C 一 定 に 保ち , 米 の 含 
水量 を , 12.2%, 14.7%, 15.5%, 16.7% の 4 区 に と わ 
け , その 各々 の 含水 量 に 対す る 各 系 統 の 発育 日 数 , 羽化 
RBA. ZRHOWEIS 70~80% R.H. Ch っ た 。 

第 2 右目 の 実験 は 含水 量 を 15.5% に し て 温度 を , 20° 
C, 25°C, 30°C の 3 区 と わけ , 前 回 と 同様 に 発育 日 数 
と 羽化 数 を 調べ た 。 混 度 は 65~75% R.H. で あぁ ぅ た 。 

いずれ の 実験 る 飼料 と し て 1956 年 度 高 槻 産 水 稽 「 京 
都 加 」 の 玄米 を 用 い , 含 水量 調 節 後 , NaHSO,-H,0(12. 2 
%), NH,NO, (14.7%), NaCl (15.5%), NH4C1 (16.7 
%) DAME APIO wha AMAR e ANT alas PITA 
1 AIBA Lic tb OS HEALIco 
実験 に 使っ た コク ゾウ 類 の 各 系 統 は , 30°C, 70~807% 
R.H. CHB L, 羽化 脱出 後 10 百間 放置 し て 産卵 前 期 
間 を 終了 させ た 個体 各 32 対 64 匹 を えら び , 所 定 の 含 


と 増殖 に 及ぼ ば す 米 の 含水 量 と 温度 の 影響 


水量 の 米 12.58 (520 HTK, 試験 管 の 約 ヨ 


265 


bit) を 入れ 


た 試験 管 (内 径 1.8cm; 長き さ 16.5 cm) を 水平 に 保っ 


toe, 
を , 5 


各 実 験 条件 下 に お いて 1 BREA RI. EH 
日 間 毎 目 試 験 筐 を と りか える と と に より 5 回 繰り 


返し を 行っ た 。 その後; 各 実 験 条件 下 に お いて , そ と か 


ら 5 羽化 脱出 し て くる 次 代 成 証 の 発育 
の 数 を 毎日 調べ て 記録 し て いっ た 。 


KR 結果 


日 数 , 羽化 数 , 雌雄 


と 発育 速度 米 の 信 水 量 を 変え て , 各 系 統 の 発 
与え る 影響 を 見 た と と ころ, 第 2 表 に 示す よう な 


第 2 表 米 の 含水 量 12.2, 14.7, 15.5, 16.7% 


に お ける 平均 発育 卓 数 
er 7k a (%) 
系 統 
WP 1457 a LAs) 16.7, 
| 
Aho, Doe 23.98 24.57 23042 
AL 26. 89 25. 66 25.51 24.96 
Ip 25.76 25555 24. 87 25.35 
Um ey tl 26. 28 26.24 | 26.04 
Js 27.18 26. 26 26.65 26. 30 
As 27.03 26. 52 26. 07 26.19 
Nr 29.10 27.88 27. 62 27. 87 
Ca 21.63 26.45 25.66 25.41 


と の 発育 日 数 の 逆数 を と っ て 発育 


速度 を 求め , それ を 


TFTCROOIFA INO GICES, COFFFIEY 
推定 され る こと こと は 次 の と お り で ある 。 
一 般 に 米 の 含水 量 が 高く な る に し た が っ て 発育 速 諾 は 


——— 


漁 ee 層 


x Os kK & 

BPA 
に お ける 平均 発育 速度 

—@-—: 


C% 


ae, 


米 の 含水 量 12.2, 14.7, 15.5, 16.7% 


Se Se ee 
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大 きく な る 。 その 中 で も 比較 的 影響 の 大 きい も の は , 
Ju, Au, Nz, Ca の 4 の Iv, Js, ASO3A 
統 は それ ら に K 比 し て あぁ あまり 著 し い 影 響 を 示し て いな い 。 
特に C Um に お いて は 含水 量 の 影響 あほ と ん ど 受 けず 常に 
一 定 の 発育 速度 を 保ち , Lipt EOD? 8 系 統 間 の ほぼ ば 
中 瑞 に 位 す る と と は 注目 に 値する と と と 思わ れる 。 

8 系 統 中 , 最 る 発育 速度 の 大 きい Ju t bau) Np 
tit, どちら も その と る 値 が 他 の 系 統 と 大 きく 《 く かけ離れ 
て いて , 含水 量 に よる 影響 が 大 きい に も か か わら ず 決 し 
て 他 の 系 統 と 順位 が 逆転 する こと が な い 。 

含水 量 と 次 代 羽 化 数 8 系統 各 32 対 を えら び , 含水 
= 12.2, 14.7, 15.5, 16.7% Okc 1 AEE LY T, 
それ か ら 得 た 次 代 羽 化 数 の 平均 値 (繰り 返し の 数 5 
た だ し Ju 14.7%, Ca 12.2% 区 の みな は 4 回 ) を 策 2 図 
ICANT © 


回 


? 


OD eo C%) 
oe 2 Omsk. 1252, 1437, 15a5s 16s7¢e 


に お ける 32 対 1 日 当 り の 次 代 平 均 羽 化 数 
—@-—: コク ゾウ nO sees Fal ah Yh YP 3) 
米 の 含水 量 の 増加 と と も に 羽化 数 は 増加 の 傾 
向 を 示す 。 し か し , As に お いて は 比較 的 高い 含水 量 下 
に あっ て も あま り 急 激 な 羽化 数 の 増加 は 認め られ ず , Um 
で は 15% 付近 を 頂点 じ そ れ 以 上 の 含水 量 で は か えっ て 
減少 の 傾向 に ある よう に 思わ れる 。Arp は 15.5% の 点 
に お いて 一 時 的 に 有意 の 減少 を 示す が , と これ は いか な る 
原因 に よっ て ひき お こと され た も の か 不明 で あぁ る 。 

温度 と 発育 速度 温度 20, 25, 30°C に お 【 ける 各 系 統 
の 発育 日 数 の 変化 は 第 3 表 に 示さ れる と お り で ある 。 こ と 
れ か ら わ か る よう に , コク ゾウ 類 は 温度 の 上 昇 と と 。 に 


一 般 に , 


日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 


第 2 巻 第 4 


3B ABU ao TU) BUDA, 
増大 する 
発育 日 数 が 延長 され る と と は , 坪井 (1941), Hy C1941), 
Bas Reppy (1950) な ど に よっ て 確か め ら れ て いる 。 
20°C, 25°C. (CWC, SAV YOFRCOR Mie ae 
2 POEMS RSE ee 
を 除け ば こと の 傾向 は 保 た れる 。 ま た , Slt BY 


含水 量 に 


合 と 同様 に , 各 系 統 の 中 で rz の 発育 旦 数 が 常 ! 2 


(, Ne が 最も る 長い 。 
第 3 表 20°, 25°, 30°C (ess ge Se ees eee 


発育 速度 が が 1 
。 た だ し ,30°C 以上 の 高温 て あっ て は か を っ 


温 度 (°C) | 

系 統 | 
20 25 30 FS | 

Ju 45.27 31.65 24.57 fl 
Au 48. 10 32. 84 25.51 4 
Ip 46.51 32. 66 24.87 - #9 
Um 48.07 33.95 26. 24 | 
Js 50. 63 35. 24 26.65 = 
As 49. 33 34.99 26. 07 | 
Ns 52. 80 36. 82 27. 62 | 
Ca 49.72 34.73 25.66 | 


次 に 発育 日数 の 逆数 か ら 発 育 速 
Rip 6 最小 自 乗法 に よっ て 各 系 統 の 温 


度 に 関す る 発育 速 


FEERD, ENO! 


度 回 帰 直線 (y=atbx) を 算出 し , LHL bRORA 


と 有効 積算 温度 K=( ひ gt (wv: 
Ww, Rk: RSA, t: 発育 日 数 ) を 求め た (第 ぐ 表 8 


BAK BEB (kh) お よび 有 効 積算 温度 (K) 
系 it # (°C) K CA ‘a ©) 
Jiu 8.09 585220 
AL 8.61 538.25 
Ip 8.55 DO 
Um 7.98 577.83 
Js 8.92 566. 67 
As 8.93 562.29 
Ne Oeil 585.07 
Ca | 9.47 539. 36 


と の と KK の 値 を 名 系 統 じ つい て 大 きい 順に 並べ て 
みる と 次 の よう な 結果 に な る 。 

k: Ca>Ng>As>Js>Ar>Inp>Jr>Um 

K: Nu>Um>Js>As>Ca>Ip>Au> Ju 

(Filta a7) 

Spb, K itisltS Um,Ca SKRITIZ, RE KO 
いずれ る も コク ゾウ と ココ ク ゾ ウ の 両 種 間 に 明 ら か な 差 の 
ある こと と が 認め られ る 。 k で は 例外 な くく ココ クジ ゾウ の 方 
が 値 が 大 きい 。 太 に お ぉ いて は , 


コク ゾウ で は 560~585 の 値 を 示す 。 


発育 期間 中 の 平均 源 


a7, 7-Fi£930~540, = 


199847114 


20, 25 30 20 25 30 
20 25 30 20 25 30 
ii BE CC) 


fe SM) GARE 20, 25, 30°C で お ぉ ける 32 対 
1 日 当り 平均 次 代 羽 化 数 
= EE Dypyp ip aoc yaeae 
温度 と 次 代 羽 化 数 温度 20, 25, 30C に お ける 各 系 
| 統 32 対 1 日 当り の 平均 次 代 羽 化 数 (繰り 返し の 数 5 回 ) 
の 0 (Geek > で て 示す と 人 策 3 図 の よ 3 RASS 
と れ か ら み て で て も, 一 , 二 の 例 外 を 除い て いずれ も 高温 
な る に し 7 た に が いい 次代 羽化 数 が 増加 し て いる こと こと が わか 
ds, この 増加 の 傾向 を 内 容 的 に も る う 少 し は っ きり と つ 
目的 で 次 の よう な 指数 を と っ て みた た 。 
25~30°C 間 の 増加 羽化 数 
20~25°C 間 の 増加 羽化 数 
と の 値 を 各 系 統 し つい て 算出 する と 次 の よう に な る 
(第 5 表 )。 
第 5 表 20~25°C 区 間 に 対 する 25~30°C 
区 間 の 羽化 数 増加 率 の 指数 


DAY Yay 


x 100 


SN Sy | Sat NS Ay) 
Ju 13 Js 197 
Au —113 As 106 
Ip 89) Ne —74 
Um 162 Ca 149 


指数 の 値 が 100 よ り 大 な る 場合 は , 高温 区 間 に お ける 
羽化 数 増加 率 の 方 が 低温 区 間 の それ に 比 し て より 大 な る 
と と を 示し , 100 より 小 の 場合 は その 逆 の 状態 を 示す 。 
FIED 値 を と る も る の は , 25°C SHIT, それ より 高温 
区 間 に あ ぁ っ て は 羽化 数 自体 が 減少 し て いく 傾向 に ある こと 
と を 示す 。 と の 指数 か ら , 羽化 数 増加 率 は コク ゾウ に お 
いて は Um を 除い て いずれ も 25°C 以上 の 高温 区 間 で 減 
少し , ココ ク ゾ ウ で は 逆 じ Ng を 除い て いずれ も $ 増加 し 
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TWOSTEDDDMS, CHET CITB HGR, 両 
種 間 の 高温 下 に お ける 発育 速度 上 昇 率 の 傾向 の ち が い 
(Brrorm, 1944) と まっ だ た だく 同 様 の 内 容 を 示し て いる も 
DA 
温度 と 雌雄 の 平均 発育 日 数 20,25,30°C に お ける 平 
PEE AL MEME ALOR D ILE DHRCH 6H) 10 


い に K 比 較 し て みた と と ろ 次 の よう な 事実 が 認め られ た 。 
第 6 # 20°, 25°, 30°C に で お ける 雌雄 の a 『 日 数 
RN 30°C 
OWE yi, EEE Te ied 2 eee 
Jz 44.50<45.56 | 31.45<31.87 | 24.44<24.73 
Au | 48.09<48.22 | 32.77<32.92 | 25.44<25.58 
Tp | 46. 26<46.64 | 32.56<32.75 | 24.78<24.97 
Um | 47.58<48.52 | 34.00>33.82 | 26.07 <26.27 
Js | 50.80>50.45 | 35.21<35.27 | 26.58<26.75 
As | 49.79>48.99 | 35.12>34.84 | 26.04<26.11 
Ne | 53,65>52.00 | 37.09>36.57 | 27.41<27.88 
Ca | 50.05>49.42 | 34.79>34.61 | 25.66=25.66 


7 な 5 a7YVt Um 26°C Bic “TOR 
統 の 各 温 度 区 を 通じ て , MECHEL O 4 BR ARII 
DDN NE EA Wie 20 Cars 
いて どの 系 統 る 雌 は 雄 よ り る も 長い 。25°C に お いて も Js 
が コク ゾウ と 岡 じ に な る 以外 は 引続き 同様 の 傾向 が 保 た 
14, LPL, 30°C ITHAL, Ca HMEMES NN 
BSC 20, 2°COYe ee Cy, a7 US ee 
く 同じ 結果 を 示す よう に な る 。 

雌雄 の 発育 日数 の ちがい に 関し て は , 20, 25, 30°C (て 
4TH Ju EH, 1941), Js (HL, 1941) で つい で 
また , 25°C に 所 ける 英国 の large strain と small 
strain A 1944) に つい て 調べ られ て いる が , 
いずれ る 筆者 の 得 た 結果 と 全然 逆 で , コク ど ウ は すべ て 
雌 の ほう ぅ が 長く , ココ ク ゾ ウ は 反対 じ 雄 の ほう が 長い と 
いう 結果 を 出し て いる 。 い ずれ に し て も , 種 間 に み ら れ 
る と の 興味 ある 差異 が いか に し て 生じ し た の か 不明 で あ 


> 
Do 


va 


DERN C&KERH RDS. A777, 2a7TyU 
Dis LO SNE OSZAMHMOLBERHEEITOUW 
CHAP BR MA TAI E IED © 

その 前 に , 筆者 は 本 実験 中 増殖 率 を 示す も の と し て , 
羽化 後 10 Bt orcas 32 対 じ 一 定期 間 (5 Ale) 産 
IPS, その 1 正当 9 の 卵 か ら 生 れ た 平均 次 代 羽 化 数 る 
上 用 いた が , と の 場合 中 に 含ま れ て いる 産卵 率 と 死亡 率 と 
いう ぅ 二 つ の 要因 の 各々 の 大 き さ を 明らか に する こと と が 不 
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可能 で あっ た と と を あぁ あらかじめ お 断り し て お せく 。 

発育 速度 と 羽化 数 に 及ぼ す 米 の 含水 量 の 影響 の 大 き さ 
は 実験 結果 に も 示さ れる よう に , 各 系 統 間 に 相 当 の 差 が 
WMS5NS,. COBBUBIGYY, AAFYVORE 
間 の 特性 の 差異 を あら わし て いる も の と は 思わ れ な い 。 
むかし ろ , すでに 序論 中 で 述べ た , 1 年 の あぁ る 時 期 は 貯蔵 
倉庫 か ら FMC HM CHORDS MET SWOOPS 7u 
ス 型 と , TRCHITERL CHROA 2 INES Bra 
型 と よ ば れる コク ゾウ ツウ 類 の 二 つ の 特色 ある 生活 様式 の ち 
DSU) & HOU CHA TUE 5 DBR4CHA 5 LBD 
れる 。 すなわち , 米 の 含水 量 が 増す に じ にし た が っ て その 発 
育 速度 と 羽化 数 が 急激 に 増加 し て いく 系 統 は , 逆 に 言え 
ば , 含水 量 の 低下 と と も に その 機能 も 急激 に 低下 し て い 

と と を 意味 する か ら , 比較 的 含水 量 の 高い 賠 場 の 穀物 
に 加害 する 性 質 を 持っ た クロ ス 型 た 属し , 反対 に いか な 
る 含水 量 に る あま り 大 き な 機能 の 変動 を 示さ な い 系 統 
ょ , 含水 量 の 低い 貯 穀 に 適応 し た 貯 穀 型 に 属す る も の で 
は な いか と 考え られ る 。 

と の よう な 見 地 か ら 実 験 結果 を 検討 する と , Ju, Ax, 
Nz, Ca な ど は あき ら か に クロ ス 型 に 属す る も の と 予想 
され る 。 ま た , Um, As (chr RAO ID GV. Ip, Js 
は 羽化 数 の 点 で は クロ ス 型 で ある が , 発育 速度 で は むし 
ろ 貯 殺 型 に 属す る 。 と これ ら ゃ を 実際 の 観察 事実 と すら べ て 
HEE, NE ググ ロス CE 
Hl (1957), 河野 (1955) の 研究 じ に よっ て 明らか に さき 
VOWS ECA CH STC FRE-RU COS... Is 15 
際 に は 貯 殻 型 で ある か ら , その 傾向 は 発育 速度 の 点 で む 
UAIEUK SUC CA 
寒冷 地帯 に 生息 し て いる た め , 実際 に は 野外 加害 の 現象 
は 見 られ な いと 思わ れる が , 飛 着 能力 を を な えて いる 点 
が も クロス 型 と し て の 洪 在 能力 を 有する も の と 桐谷 は 推 
定 し て いる 。 同 様 の 点 で lb る クロ ロス 型 に 属す る る の と 
み ら れ て いる 。 
以上 検討 し た ど と さく, 等 者 の 実験 結果 に よる 推定 と 実 
際 の 観察 事実 お よび 桐 答 の 推定 と の 間 に ほ ば ぼ 一 致し た 結 
REBDSTEMCSS, 

と れ と 同様 の 関係 を 里見 (1955) は 増殖 率 お よび 生存 
期間 に 対す る 客 度 効果 の 大 小 じ て よっ て 認め て いる 。 た だ だ 
L, 彼 は オー スト ラリ ア 産 の ココ ゴク ゾウ ッ ウ が その 中 で も 特 
異な 位置 を し め , な むしろ コ ク ゾ ウツ Ju に 近い 特徴 を 示す 
と と を 述べ て いる が , 午 者 の 実験 結果 か ら み る と , あき 
ら か に ココ ク ゾ フウ Js と 同じ 貯 殻 型 に 属し て いる 。 里 見 
OfAULic Au £##ZO As (ば 同 2 の 0 
な が ら そ の 性 質 に か な り の 差異 が ある よう に 思わ れる 。 
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2b 
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次 に 温度 の 影響 で ある が , と これ は 含水 量 の を それ と は 性 
格 が 異な りか しろ コ クジ ウ , ココ ク ゾ ウ 両 種 間 の 差異 
を か な り は っ きり 示し て いる と 言え よう 。20, 25°C IC) 


お ける 平均 発育 日 数 は どの 系 統 を と っ て みて も すべ て コ ヲ 


ク ゾ ウ よ り も ココ ク ゾ ウ の は ほう が 大 きい と と は すでに 指 穫 
摘 し た と お ね おり で ある 。 ま た , 発育 雲 点 は コク ジッ の 方 が 
と の と と は , 25~30°C OBIT 


いずれ の 系 統 る 低い 。 
BUT, コク ゾウ の 羽化 数 増加 率 の 減少 度 が ココ クジ ゾウ 


まり め だ っ で 大 さき さい と い 5 結果 と あわ せ で コク ジウ は 科 


比較 的 低温 に 耐え , ココ クジ ゾウ は 高温 適応 し て いる と | 
いう 3 従来 の 考え を 裏書 きす る も の で は な いか と 思わ れ 


So IIL, 発育 堆 点 は あぁ くま で 理論 的 値 で ある し , 等 


者 の 得 た 値 は , Bopenarmer (1927) の 記し て いる C. E 


oryzae の 13.1°C と 相当 開き さ が あ る と と も 考 鷹 に 入れ 
て ね お くり 必 要 が ある 。 ま た , 有効 積算 温度 る 特殊 な 例外 の 
他 は 両 種 間 に か な り 大 き な 差 が ある 。 と これ は 序論 中 に も 


触れ た , 近畿 地方 に お ける 両 種 の 分 布地 域 の ちがい に 関 | 


i 


V7 


する 桐谷 の 観察 結果 と 理論 的 に 矛盾 を 示す も の で は な 


Wo 

と の 実験 に 使用 し た 系 統 中 で 米国 ミズ リー 州 の コク デ 
ウツ Um は 非常 に 特異 な 性 質 を 示し た 。 と の 系 統 は 他 と 異 
な り , 含水 量 の 増加 に 対し て 発育 速度 る 羽化 数 % 増加 の 
傾向 を 示さ な い 。 ま た 温度 に 対し て も 20, 25°C の 発育 
日 数 と 発育 規 点 が コク ゾウ の 他 の 系 統 と 類似 の 値 を 示し 
た 以外 は , 有効 積算 温度 , 高温 下 の 羽 化 数 増加 率 の 増大 
な どか えっ て ココ ク ゾ ウ と 同様 の 値 を 示し た (第 4 表 
LORS), 有効 積算 温度 に 関し て は , カナ ダ の ココ 
ASD CA の 値 ば は 逆 ( で が か (の る BAIS 7 LSUD oo. — 
般 に 温度 に 関す る 種 間 の 差異 は 非常 て は っ きり し て いる 
だ け に , Um, Ca の よう な 性 質 を 示す 系 統 が 存在 する と 
と は 特異 な 感じ を 受け る 。 


fit 要 


1) 世界 各地 産 の コク ゾウ Calandra oryzae L. と コ 
コク ゾウ C. sasakii TakxagAsgr の 各 4 系 統 を つか っ て 
発育 速度 と 増殖 率 (1 目 当 り 9 平均 次 代 羽 化 数 ) に 及ぼ す 
米 の 含水 量 と 温度 の 影響 を 調べ た 。 使 用 し た 系 統 は コク 
SOC, BAR Jb), FAAzPoVy CAL), Aare 
ジア Up), KES *)— (Um) 産 ココ ゴク ソウ ツ で まさ 上 是 本 
E92 ペル Sa AFF 
(Ca) 産 の も の で あぁ っ た 。 

7) ROSKE 12.2; 14.7, 15.5, 16.7% OF CE 
一 般 に 発育 速度 は 含水 量 と と も る 応 増 す 。 そ の 影響 を 受け 


る 割合 ば 系統 じ よ っ て 異な る が , Jn, An, Ca, Ne it * 


19584E11 9 


Ip, Um, Js, As Kelly TESS Siwy 

3) 米 の 信 水 量 が 高く な る と 共に 増殖 率 も 増す 。 各 系 
統 問 の 差異 は , 発育 速度 に お ける より は は っ きり し な い 
が , ほぼ 同様 の 傾向 を 示す 。 

4) 20, 25, 30°C の 各 温 度 条件 下 に お ける 発育 日数 
は , お お むね コク ゾ ど ウ より も ココ ク グ ゾ ど ゾウ の 方 が 長い 。 積 
算 温 度 法則 より 求め た 発育 零 点 は コク ゾウ の 方 が 低い 。 


邊 有効 積算 温度 は 一 般 に コク ゾウ の 方 が 小さ い 。 


Calandra oryzae L., C. sasakii TAKAHASHI. 


| strain of C. oryzae was obtained from Japan Gm): 


of development. 


5) 一 般 に 25~30°C 間 に お ける 羽化 数 増加 率 は 20 
~25°C 間 に お ける それ に 比 し て , コク ゾウ で は MSs 
る が ココ ク ゾ ど ゾウ で は むし ろ 増 加 す る 。 

6) 各 温 度 条 件 下 に お ける 雌雄 の 発育 日 数 は , コク ゾ 


Cus Heit HEE OF. ココ クジ ソウ に お いで も 380°C で 


は 同じ く 雌 が 短い が , 20, 25°C で は WITHEDIS 5 DSH 
Wo 


7) 以上 の 結果 か らち ら , コク ゾウ ツ 類 の 発育 速度 と 増殖 率 
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Summary 


The Effects of the Water Content of Rice and the Temperature on the 


Development and the Reproductive Rate of the Geographical Strains of 


the Two Rice Weevils, Calandra oryzae L. and C. sasakiz TAKAHASHI 


By Jojiro NISHIGAKI 


The Entomological Laboratory, Kyoto University, Kycto 


This paper deals with the effect of the water 


‘content of rice and the temperature on the veloc- 
ity of development and the rate of reproduction 


of eight strains of two species of the rice weevils, 


Each 


Australia (Ax), Indonesia (Ip) and Missouri in U. 
S.A. (Um), and that of C. sasakii was from Japan 
(Js), Australia (As), Nepal (Nr) and Canada(Ca). 

Generally, the higher the water content in the 
range from 12.2 to 16.7%, the faster the velocity 


The influences of water content 


on the velocity of developments of Jn, At, Ca, 
and Nr were greater than these of Ip, Um, Js, 
and As. 

Similar inclination was observed on the rate of 
reproduction of each strain. There are two types 
on the influences of water content, one of which 
is independent on the change of water content, 
and another is not so. It seems that the former 
type belongs to the type of storage infestation and 
the latter that of the cross infestation. 

At the temperature of 20, 25, 30°C the days 


necessary fcr the development of C. sasakii was 
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slightly longer than that of C. oryzae. Develop- 
mental zero point of C. oryzae calculated by 
theoretical method was comparatively lower than 
that of C. sasakii without exception, but the totalt 
effective temperature of C. sasakii was significant- 
ly lower. The rate of reproduction of C. oryzae 
decreased with the increase of temperature be- 


tween 25°C and 30°C, but increased for C. sasakii. 
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OnmG, the developmental duration for 


female was shorter than the male at each temper- 


oryzae, 


ature. On C. sasakii, however, the male was 
shorter, except at 30°C. Therefore, there appears 
to be considerable specific difference between 
these two rice weevils in regard to effects of 


temperature. 


w 


ミ バ エエ の 旅 引 剤 6-methyl-3-cyclohexene- 
1-carboxylic acid の エス テル 類 

GERTLER, S.J. et al. (1958) Esters of 6-methyl- 
3-cyclohexene-1-carboxylic acid as attractants for 
the Mediterranean fruit fly. J. Agric. Food Chem. 
6 (8): 592~594. 

19524F, 6-methyl-3-cyclohexene-1-carboxylic acid 
の 了 アミ ド の 一 種 が , カ の 忌避 剤 と し て 有効 な と と が 発見 
され た 。 

SEDI (CORE aaa Ee O ne oe 
AFUOAHS OOD, FFadIAA 2X (Coeratitis 
capitata (Wigp.)) に 誘引 効果 を も つと と が わか っ た 。 
Gem, i) SOL Ore Aa aes Dy, PSS eG wands 
る 誘引 効果 を 調べ た 。 

Olfactmeter を 用 いた 調査 と に よる と , ethyl, 2-bro- 
moethyl, allyl, isopropyl, isobutyl, propyl な ど と 
の ェ ス テル 類 が 強い 誘引 効果 を 示し た 。trap を 用 いた 野 
HCOMRICKEAL, #2 butyl r~zzvrBBswme, 
つい で 1l-ethylpropyl, isopropyl, butyl な ど と の エス 
テル 類 か ら 強 い 誘 引 性 を 示し た 。 誘引 性 の 強い も の は , 
FRIST 3 5 個 以下 の 短い 側 鎖 を も つ ア ルコ ー ル 類 と の 
コテ ワレ 0 る ある co 

CNH, MHA LAW DDVP ic/#RAL THB 
性 を 示す か ら , 良 ら 防除 効果 が 期待 で きる 。 

(BH F 


4 
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寄主 の 発生 に 対す る 寄生 バエ Carcelia 
obesa ZETT. の 発生 の 同調 性 


generation of the Tachinid Carcelia obesa ZrktT. 


and its host Bupalus piniarius. Z. ang. Ent. 42 
Qy3s A 

と の 寄生 バエ は , シャ クト リガ の 一 種 Bupalus pini- 
arius の 主要 な 天敵 で あり , その 野外 に お ける 発生 は , 


良く 寄 辛 の 発生 に 同調 し で に る 。 すなわち , FZ OMS) 


が 2~3 令 に な っ た ころ 成 虫 が 現われ て , 産卵 する 。 
春の 気温 が 高く 経過 する 場合 と は, 寄主 の ほう が 早く 
現われ る と と も 考え られ る が , 実験 に よる と , COM 
に お ける 両者 の 温度 に よる 発育 促進 程度 は , 全く 同 程 左 
で ある か ら , 両者 の 発生 が ずれ る こと は な いら また a 
の ハエ は , B. piniarius 以外 の 寄主 に も を 寄生 する が ご 
の 場合 , その 寄主 の 発生 に 適合 し た life cycle tp, 
と の 寄生 バエ は , 寄生 時 期 に 多少 の 遅れ が あっ て も , 
成虫 に な る 時 期 は ほぼ 一 定 し て いる 。 EK,B. piniarius 
の さる 成虫 は , 受 成 虫 よ り も 約 4 日 早く 羽化 する が , cH 
に 寄生 し た ハエ の 羽化 も , な 個体 と 寄生 し た も の は 宰 個 
体 た 寄 人 生 し た も の より 』 約 1 賠 間 早く 行わ れる 。 し た が 


oC, この 寄生 ペペ ェ エ の 生育 は 7 寄生 が が な り 長 く 和 行わ 


Ch, 遅い 時 期 に 寄生 し た 個体 は , FEOWM(L EOS 
AER RICK aT, 促進 され , 羽化 が 斎 一 に 行わ れる よう 
に な る の で あろ う 。 ( 農 技 研 SAE) 


Kuiomp, H. (1958) On the synchronization of the 


“nent (PTC) の 調製 は Ware et al. (1953) の 方 法 に 


YN. w SH 


mw RH Fl OS few 
IX. Warfarin の thrombin, fibrin 形成 た に対する 影響! 
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草野 (1958) は 前 報 で Warfarin (tk ZRAR HOM 
Feld ie thromboplastin 形成 時 間 な ら び に prothrom- 
‘bin time の 延長 に よる る の で ある と 説明 し た 。 し か し 
prothrombin time の 延長 の 機 序 に つい て まだ 十分 な 説 
上 明 を 与え て いな い 。 
今回 は Warfarin の thrombin, fibrin 形成 に 対す る 


nk 


影響 を 調査 し , prothrombin time の 延長 の 機 序 に つい 


1 CSE IMA IZ 


本 6 


究 を 行う て あたり 終始 御 指導 を 賜 わ っ た 当 研 究 室 


計 全 坂 教授 に 謝意 を 表す る 。 


= ke ob 
Heat elt v7 A, 薬剤 は Na-Warfarin を 使用 し た 。 
投薬 は カテ ー テ ル に よる 胃 内 注入 に よる 。 
測定 方 決 は 次 に 示す と お り で ある 。 
1. 凝固 時 間 , 反応 時 間 は Sahli-Fonio 法 の 変 法 に 


る 


2. 48 時 間 面 清 , plasma thromboplastin compo- 


D6 
3. prothrombin 量 は 第 4 報 (草野 , 1956a) に 述べ 
よる 
4.' prothrombin time (PT) は 第 2 報 (三坂 草野 , 


1955) に 述べ た 加藤 式 微量 測定 法 の 変 法 に よる 。 


[ 


5. prothrombin, fibrinogen 転化 時 間 は 菅野 法 

(1954) の 変 法 じ よる 。 

6. Ca 再 加 時 間 は 加藤 法 (1944) による 。 

7. 1% thromboplastin 了 時間 は #eRRI HE IC ARK 
thromboplastin (KRIME OME) & 添加 し た 場合 の 


fibrin 析出 時 間 と し た 。 


8. thrombin 活性 度 は 大 矢 法 (1952a) に よる 。 
9. 血清 prothrombin 量 は 大 矢 法 (1952b) に よる 。 


10. stable factor (SF) の 活性 度 は Anexanper et 
al. (1948) DAVE SF Itk ORE SHiz 10% ER 
MMILSED prothrombin 量 よ り , 被 検 血清 お よび 10% 
ERM RIMAED prothrombin 量 を 差引 いた 値 と し た 。 

ilale ?# fibrinogen 消失 時 間 は 広瀬 法 (1952) に よ 


[初期 に お ける prothrombin 消費 は 松岡 法 
1954b WER 

13. labile factor (LF) の 調製 は Quick et al. の 
Ek (1949 a) に よる 。 

14. fibrin 量 は 重量 法 じ よる 。 

15. MUTI McFarland 法 に よる 。 


PT, prothrombin 量 に 対す る 影響 Warfarin He 
MO PT fait 48 MIO 添加 に より 減少 し , し か 
も PT 値 の 大 き な 血 液 ほ ど そ の 減少 が 閉 し い 。 ま た pro- 
thrombin Fede (草野 , 1956a) か ら 48 Keine 
FEATIO OD prothrombin 量 を 求め る と , 1 回 投 薬 
24 時 間 後 に 正常 prothrombin BD 13~20% に な り , 
投薬 回 数 の 増加 に と も る な い 顕 閉 に 減少 する 。 し か し 48 
間 血 清 を 添加 し た 場合 の PT 値 よ り prothrombin 量 を 
求め る と , 1 回 投薬 24 時 間 後 に ヒ 約 50 減少 し , 投薬 回 
数 の 増加 に と も な い 次 第 に 減少 する 。 し た が っ て 48 時 
間 血 清 に より 転化 され た prothrombin mitte WHC 
は 30% 内 外 で ある が , 中 毒 が 元 進 し て PT 値 が 顕著 に 
増 抹 090 る 0 る 58 

次 に 投薬 量 と prothrombin 量 と の 関係 に じ つ い て 調べ 
る に と 第 2 表示 す よ うに , 1~2.5 mg 連投 の 場合 に 減少 
し た prothrombin 量 は , 0.025~0.25 mg 連投 し た 場 
PITH THE Ch 9, また その 個体 間 の 差異 も 少ない 。 
し か し 48 時 間 血 清 を 添加 し て PT を 測定 し , pro- 
thrombin 量 を 求め た 場合 で は , 0.25~2.5 mg 1 回 投与 
後 24 時 間 の prothrombin BITITTAA 7 BRI GS 


at 


1 KAY OBES REYES (1957, 25) で 発表 し た 。 


(1958 年 5 月 14 A HSS) 
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272 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 策 2 巻 第 4 号 
第 1 表 Warfarin +1140 prothrombin 量 れ な い が , その 後 投 薬 回 数 の 増加 に と も ない 投 薬 量 LDS 
es : 4 DB o £720-02555 
_ PT (#) prothrom- AS ie Fal If va VS い ほ ど prothyambia i = LOR DE RACH © SE 5 
投 a 、 数 bin 量 (%) Laie adh Ze mg 連投 の 場合 , 1 回 投与 後 24 時 間 の prothrombin 
| | t : ; 
men we mo | (DK22KD ca 較 9 (22) «HARE 22 へ 302% を 示し , か な り prothrombin は 減少 ず 
1 回 投薬 後 24 時 間 | 23.413.6 20 | 48 28 る が , 以後 投薬 を 続け る と , 1 TT OOS 
y | 29.4/14.2113 | 45 32 B>tZ (8 1 7% 94 了 時間: (1)° 20%, (2)° 49 
2 回 投薬 後 4 Be A | 65. 833.0 7.5] es 4 は 減少 する (第 1 回 投与 後 了 時間 ¢ ) ¢ ) 
// 9 時間 | 45.015.8 9.8 38 28.2 7 筑 2 回 : (1) 26.5%, (2) 38%; B83 [al: (1) 14%, 
"36,005. 2111 | 37-5)" 26.5 : oat } 
7” 24 時 間 140.224.0 4 | 19 15 (2) 2676; 第 4 回 : (1) 9.8%, (2) 157; 第 5 回 : (| 
1 H  \>300 A050) <3:| 10.5) © 27-9 3%. (2) 102 3 他 の は 60~100% の pro- — 
3 Hwee 4 | 7 «(67.6 7 | 8.5) 55.5 5.872, (2).1076) Bi, TAQ Tes 7 
1) SRR] 4 (28.41 ss S10 thrombin BRL, か つ 各回 投与 後 24 時 間 の pro- | 
I re Oo Oe as 9 | aS thrombin 量 の 変動 が 顕著 で あっ た 。 すなわち 48 WT 
血清 に より 転化 され た prothrombin Biz (efit k OTA 
Warfarin 0.25mg 連続 投与 , PT (1): 通 sO Hie 4 x & oes y : P e - x 
で 測定 し た 場合 PT 2): HMMA BO 48 時 閉 な 差異 が ある と こと が わか る 。 - 
間 血清 を 添加 し て 測定 し た 場合 。 Ca 再 加 時 間 , mse thromboplastin FFRIC IIS 
Bs 3 
Vv 
第 2 表 # 3 mw & prothrombin 減少 量 と の 関係 
iz 量 prothrombin 量 (%) 
(mg) 24*( 時 間 ) | 48 72 96 120 
2.5 4 1)** 1611 HE als 2= 2> 
; 2) skk 28—33 10° = 7 —7.2 3 —4 
1 5 1) | i11—t9 7 112.5 2>—11 2>— 9 I>—5 | 
2) | 32—37 10.3—18.5 7.8—14 4.3—13 4.3-8.8 | 
is be | = | 
Gee 5 1) 19—28 8. 15.5 5 —10 2>—4 2> | 
‘ 2) 32—38 12 —22 9.3—13 6 —8 5 —5.3 4] 
0.025 5 ty |) ag 26.5—100 14 —100 9.8—100 5.3100 
; 2) 42—49 38 —100 22 —100 15a 100 10 —100 
xxx: 48 cia RnOBe, Warfarin は 24 FEI IC LER 
第 3 表 Ca 再 加 時 間 , m3 thromboplastin 時 間 に 対 する 48 MM OR 
= lm ae op, AOSD | 4srRime | 
投薬 回 pray, PT Go) il th eee Caan ent ews Pr) 
ees ae: | romboplas- ( PTT* 時 間 の RT 
採 tm 時 間 | ( 秒 ) ( 秒 ) | tin 時 間 (®) ( 秒 ) | ( 秒 ) (RL) | 
1 回 投薬 後 ATES 23.4 13.6 >300 18.8 126°") 43.6 21.0 
4 29.4 14.2 7 Wise! I 100 7a 
2 回 投薬 後 OO RETR 45.0 15.8 // 23.8 220 60 30.4 
17 Aisha = * «65.8 33.0 1 35.8 95.0 60 | >300 
7 24s eG .| . 140.2 24.0 17 38.0 520s 150 | 
1 Wa | >300 40.0 I — a= — / 
3 回 投薬 後 8 時間 " 28.4 | |. 47.4 450 130 ” 
I 4 ie RE 1 67:6 | 1 | 318.8 >600 35 I 
/ 200 yy 32.8 yy | Use? 480 130 ees 40): 
A PERE 24 時間 7 49.0 1 | 280 > 600 > 600 > 300 
正 党 | 10.8 10.8 1 | 13.8 81.0 60.2 12.6 
i 
Warfarin 0.25 mg 連続 投与 。 *: m4 thromboplastin 時 間 , x*: Ca 再 加 時 間 , PT (3): 56°C で 15 分 間 
A 48 ee ena OPT, Shin M+ 48 時 間 血 清 は 600* 秒 以上 凝 血 し な か っ た 。 
5 KOT で も = め た prothrombin & 
3 4g 時 間 RMIT KOM prothrombin 量 
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し D agi Ca ATH], i thromboplastin 時 第 5 表 PT,Ca 再 加 時 間 , 血 此 thromboplastin 時 
| 間 に 対 する 48 時 間 血 清 の 影響 。 Warfarin HMO 間 に 対 する 正常 48 時 間 親 清 硫 安 分 割 の 影 細 
Ca 再 加 時 間 は PT (ROA & 74 OS CWE. 投薬 回 数 | 5 
| i 5 an 35 de ws 2 回 投薬 | 3 SE a 
POUT 48 時 間 阜 清 の 添加 に より Ca 再 加 了 時 間 , mM 採 血 時 ong | 後 10 時 間 | 後 10 了 時間 | や 
| thromboplastin 時 iE ae eh ; = : 
a PD 時 間 は CML, と くに 後者 の 短 149.8 1434 GC 
縮 が 著しい (第 3 表 )。 y aes 添加 | 27.8 28.8 | 11.8 
ae ta 28.0 99:4 edi 
2) 正常 血 の Ca 再 加 時 間 , 8 thromboplastin 時 F3 37.4 31.0 11.8 
) Cats ZS 48 時 R Pa are 48 時 fal 血 ip lO 25.6 11.8 
‘y oe ee ae FI+F2 tse 63.6 | 62.4 
PMS C, COA [HUMLIIT KB TEs thromboplastin Se ae e I) 85604 47.2 
| iit 2 56.4 47.2 
| 時 間 の 短 # 宿 は 小さ aS PT 値 が 300 秒 以 上 に 延 長 し た 個 cake F3 > 300 > 300 
} AD 48 FMC ISIE LLYED thromboplastin 時 間 T ] 
a... = >300 | >300-| >300 
| MING /E DEED 6 tU7Su. (第 4 表 )。 a F1 添加 1 2 15.2 
| J 2 I 4 S| 
第 4 表 正常 血 此 thromboplastin 時 間 に 対 する FE3 が aH 1s4 
Warfarin 1# 48 時 間 血 消 の 影響 EE F1+F2+F3 {ORO O45 18.4 
| = < | if thrombo- 3) ON 温 2 20.0 
薬 量 | 投 ee Cala plastin 時 間 Ss 加 i F3 25.0 
| | 48.4 
poms); Rm 時 間 | CH) | GH) | (2%)* 5 HCl we F1 42.8 
= at I F2 45.2 
| 1 回 投薬 後 24 時間 S530 82 1255) Ea 7 F3 46.8 
| 1 41.2 40.2 | 10 | 
0.25 i 5350) 41.4 9.8 O 249.4 Sats) 51.0 
2 RSE 240 68.8 42.6 9.6 Se EI ys ie 107.4 80.2 S98Q 
195.8 32.8 | 11.8 mM EF2 | 149.0 91.0 45.0 
3 回 投薬 後 24 時 間 |>300 | >300 BS = | 3 162.8 108.8 64.8 
~ = ay | FI+F2+F3 186.8 Sn, 37.8 
1 回 投薬 後 24 時間 | 28.0) 68.0 7 m@ | HCl meer Fl | 56.2 
UA 68.2 3650 ali: = 1 | 56.8 
Pog «| 2 RR «24 | 68.0 38.0] 10.3 oS] ” mT 57.2 
| 1 回 投薬 後 17 TW 46.0 9 SW APANG | 53.2 
2 回 投薬 後 7 >300 | >300 2 . 
3 回 投薬 後 a I / / Warfarin 0.25 mg 連続 投与) x: 56°C © 15 分 間 
| Nee 
EF poi, x: AN, 被 検 血 此 +48 時 間 血 清 , F1,F2, 
EC a F3 は 疾 血 し な か っ た 。 
Warfarin は 連続 投与 , x: prothrombin & I (Gi thromboplastin 時 間 短 
3) 血清 硫 安 分 割 の PT ぉ よび Ca BMA, mH 縮 作 用 は や や 減少 する 。 さ らち に 各 血 清 硫 安 分 割 を 塩酸 で 
thromboplastin 時 間 に 対 する 影響 Pl hoes" 処理 する と , それ ら の 短縮 作用 は な くさ な り , - ま た PTC 
48 時 間 血 清 の 添加 に より 正常 阜 の PT は 短縮 し な い が , ic 4 m4 thromboplastin 時 間 を 短縮 する 作用 が な い 
Pe ilD PT は 短 繕 する 。 そ を そし て それ ら の 中 で , 48 時 間 (第 5 表 )。 
血清 が 最も 強い PT 短縮 作用 を 示し , Fl, F2, F3 の PRICIER MED Ca 再 加 時 間 は F1, F2 に より 短縮 


順序 に 弱く な る 。 ま た 硫 安 各 分 割 を 56°C で 15 分 間 加 され る が , fe thromboplastin KEFMOBAO x 5 i7wh 
moa, Fl, F2 © PT 短縮 作 用 は か な 0 減退 蓋 で は な い 。 そし て PTC, F3 に は Ca 再 加 時 間 を 短 
F3 に は ーー GSR). ZKRREDH eT Sedo ent. Hic Fl, F1+F2+F3, F2 


と 正常 ある い は PHOS 混合 し て も fibrin の 形成 が — の 順序 に Ca 再 加 時 間 の 短縮 作用 が 弱 《 な る (第 5 表 )。 
BED られ な か っ <。 4) thromboplastin 複合 体形 成 混合 物 の 血 此 問 血 陸 
VRC TE LED thromboplastin 時 間 は F1, F2, 間 お よび 全 Ax tues ERTS ST SBE 組織 thrombo- 


に より 短縮 (FI>F2>F3) し , F1+F2+F3 の 短 plastin, Cas(PO』)。 WHEE, 48 時 間 血清 , 0.1% Ce- 
縮 作 用 が る っ と も 強い 。 し か し 各 硫 安 分 割 を 56°C で 15 — phalin, CaCl, (/)M) を 等 量 で 種々 に 組合 わせ て 混合 後 


i 


* 0 一 302 sa Anz Dil 
> 30 一 402 fa FITZ A fl 
6 40-50% 飽和 硫 容 分割 
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37°C に 加 温 し , 一 定時 間 お き に その ES t HE 
の 混合 後 fbrin を 析出 する まで の ta 調べ る と 第 6 
表 の よう な 結果 が 得 ら れ た 。 す な わ ち 正常 血 此 の 場合 
it, どの 組合 わせ の 混合 物 で も , 混合 後 30 CHM 
間 は 短縮 し た 。 そ し て thromboplastin+ 48 [Kemi + 
Cas(PO,)。 処理 面 系 +CaCl。, thromboplastin+48 了 時間 
血清 +CaCl。 は 最も 著しく 凝 血 時 間 を 短編 し た 。 War- 
fe Git thromboplastin + 48} iinet 

AC BL Hea ZU. Warfarin Pa Mszic 48 
時 間 血 清 を 添加 し て も 同様 で ある 。 し か し thrombo- 
plastin+ 48 時 間 血 清 +CaCl。 は や や 凝 血 時 間 を 短縮 す 
る 。 そ し て 被 検 血 此 に 48 時 間 血 清 を 添加 し た 場合 に は 


farin hye 


著しく 短編 し た (第 7 表 )。 
第 6 表 iE Mic thromboplastin 複合 体形 
成 混 合 物 を 添加 し た 場合 の 凝 血 時 間 
io ee 形成 | 大 If 時 間 
試験 ! に お ける 組合 せ 0 (A) 1/, 3 5 
fe Nh 11. 0( 私 ) 9, 2 18S") S80 
Th*+HS** (1:4) | 499 (9)| 93 | 165 | 281 
Th+HS+LF 14.8 | 14.6 |298.6 |>300 
Ct) 100 99 | 202 
Th+HS+LF+Ca€l; | 11.6 | 8.6’) 15.8} 29.8 
Gite D 100 74 | 136 | 257 
Th+HS+CaCh 16.4 | 8.31 12:8 | 19.4 
kD 100 7 | 193 | 187 
Th+0. 16 C*+HS 10.4 | 10.0 | 11.6+| 14.0 
(ED 100 96 | 112 | 135 
Th+0.1%C+HS+LF, 13.6 | 12.0 | 34.0 1105.0 
(:1:1:) 100 88 | 250, | 772 
Th+0.1%C+HS+ELF| 11.4 | 9%8| 11.2 | 20.0 
+CaCl, (4:1:1:1:1) 100 84 | 108 | 192 
x: RY thromboplastin, x*: 48 時 間 血 清 , 6K: 
Cephalin, CaCl, 濃度 は 4M 
次 に thromboplastin 複合 体 の 全 血 凝固 時 間 に 対 する 
影響 を 調べ る と , 第 8 表 に 示す よう に 正常 血 , な ら び に 


か な り PT ORE ULiz twill Clit thromboplastin+Ca 
Clo +48 Ie d ie} AU (REI Reis. U 
か し PT OMDB hem Cs, 48 Kling +Ca 
Cl, また は 48 了 時間 血 滞 が 凝固 時 間 の 短縮 に 強 力 に 作用 し 
て いる 。 そ し で HM 回 投薬 後 24 HOH wel Cle 48 時 
間 血 清 の 添加 に ょ り 1, 500 CATE STDS B BEM Liz 

prothrombin 消費 に 対す る 影 

1) 凝 血 初期 段階 の prothrombin 消費 に 対す る 影響 


日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 
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正常 自 で は 採血 直後 より 凝 血 開 始ま で の 間 の PT (ids 
と ん ど 等 し い 値 を 示す が , 


比丘 が は じ ま る と 急激 に それ | 


は 減少 する 。 PT 値 26.8 PO Pe MISE Hit ¢ AK D 


prothrombin 消費 を 示す が , PT 値 38.0 HY LOPE 
の 増加 多 示 す が , 凝 血 が 開腹 


Mit, 採血 後 一 過 性 の PT (ei 
始 す る 少し 前 か ら 急 速 と その PT 値 は 減少 する 。 そ し で 
PT 値 の 大 きい 中 毒 血 ほど 採血 後 の PT の 変動 が 大 きい 
(第 1 図 ) う 。 次 に 一 定量 の 被 検 和正 に Cas(PO4)。 MEENA, 
CaCl,, thromboplastin を 加え て で て 


傾向 を 示し た 。 


0 10 20 30 40 
採血 後 の 経 濁 時 間 C 分 う 


凝 血 初期 段階 に お ける prothrombin 
time D258) (1) +: Bele pak 
1), © ® 

2) PY: 26.8 (1 回 投薬 2 件 時間 ) 

3) PT: 38.0 (2 回 投薬 5 時 間 う 

4) PT: 47.4 (1 回 投薬 22 時 間 ) 

5) PT: 91.0 (3 回 投薬 24 時 間 ) 

6) PY: 77.2 C2 回 投薬 12 上 時 間 ) 


ロ 


0 10 20 30 40 50. 60 
RED GPSS) 

Ke MO) RBS Ic A SZ prothrombin 
消費 に 対す る 48 HMB Ove 

ts 凝固 開始 
1): PT (1), 300, PT (2) 41.0 (3 BRS 3D 
2): PT (1)117.2, PT (2) 41.2( CD 
3): ERM (4m 0.4cc+48 時 間 血 清 0.1 ec) 
4): / ( 全 血 のみ) 


第 2 図 


PT を 測定 し た 場合 
で も , その prothrombin 消費 は ば 上述 し た 場合 と 同様 の | 
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第 7 表 Warfarin + #i¥ic thromboplastin 複合 体形 成 混合 物 を 添加 し た 場合 の 凝 血 時 間 


| 
thromboplastin | 投 薬 回 数 ee if 時 FA 
形成 試験 に た おけ | お な : 
る 組合 せ | 採 ft 時 HW ( 秒 ) 0 (47) 5 3 5 
| j | 
1 回 投薬 後 24 時 間 | 43.6 (1a) fs ioe > 300 
2 59.4 Canes as > 
tO 22.0 37.4 >300 
Th+HS 1 回 投薬 後 15 時 間 258Z (8a) 100 170 
| | 32.4 39.4 >300 
(4a) 
IEEE Se Pas aL Ee 274 26.2 135.0 
| Kee) <100 95 492 
1 回 投薬 後 21 時 間 53.8 Su ae て 0 
| (ga) 12:8 12.8 49.6 64.6 
| 1 回 投薬 後 15 時 間 24.6 22.4 130 205-0 
| (8b) “700 91 528 833 
| Gay eo 12.4 36.0 71.0 
| i 100 95 276 546 
Th+CaCl,+HS | PRR 18 時 間 ce se 12.8 9.8 18.6 32.4 
| (4D) 100 76 145 252 
1 回 投薬 後 21 時 間 53.8 (Bb). 185° "2 197" ‘si. 
3 BHR 24 時 間 2200" DE oN a 
a) は HS 無 添加 の 場合 , b) は HS 添加 ( 被 検 血 の /。 量 ) の 場合 


第 8 表 thromboplastin 複合 体 の 全 血 凝固 時 間 に 対 する 影響 


PT fe Se 回 数 | ke 固 時 間 ( 秒 ) 
| お よび | 
(#) 採 血 時 間 | Nact | Th (26) Th+CaCl Th+caci, HS+CaCh Th+HS | HS 
k pa Peeks | 
ee 90 20 | 15 18 90 is - 
ee BG PAD 110 ra) ae 16 50 = o 
15.4 1 回 投薬 後 24 時 間 120 | 30 20 30 90 30 = 
37.6 ” 180 50 | 30 aE i 30 = 
38.2 7 270 60 3 40 307% | wy odoin | ee 
59.4 0 180 ae ie, Wee — = 
99.4 x 330 - | 2 6 | i 30 210 
126.0 | 2 回 投薬 後 24 時 間 420 — 60 60 330 210 270 
>300 | yy 2100 — | 60 90 330 450 510 
" 3 回 投薬 後 24 時 間 | 1500 + 540 — | 420 900* | 546% 
aa 7 > 1800 a | ees 780% 450 990% 450 
" 11 右 投薬 後 24 時 間 rw 4) +1960 > 1800 — | = | S80 


Th: thromboplastin; HS: 48 時 間 血 消 , 41m 0.1cc 二 添加 物 0.05 cc CHARM fle, Warfarin 
0.25 mg HB; x: BAKA 
2) in WENCIs7 B prothrombin 消費 に 対す る 48 。 合 で は , 無 添加 の 血液 より る も 凝固 時 間 が 早く な る が , 
時 間 血 清 の 影 採 硬 直後 の 血液 に 48 RFR eI prothrombin 消費 は 無 添加 の それ と 同様 の 傾向 を 示し 
加 し た 場合 の prothrombin 消費 を 調べ る と, 正常 自 の 場 。 た 。 そ し て 48 HMMS Lich cit, PY は 


& 第 2 巻 第 4 号 
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第 9 表 血清 prothrombin 消費 に 対す る 48 AMO Ws 


投 薬 回 数 | PT (&) mh @ ®O PT @&® 
Buk 
採 im 時 間 (1) (2) 15 (分 ※ 30 45 60 120 
* 1) 08 10.8 1s 12.4 15.2 
iE 11.2 | 11.8 BY 96 11.4 12.4 13.6 16.6 
1 BRR | 1) 25.7 29.5 41.0 52.6 | 120 
0 23.8 24.8 25.4 34.2 
2 回 投薬 後 2 i 60.0 70.5 | 73.0 | 185.0 
7 TE” oat Rg HOO: | ol 2) 22.8 24.0 24.4 27.0 | 29.8 
EE Si. | = | J 
2 sates | | 
1 BK ee 1) 35.2 38.8 45.6 52.8 86.8 
1” 24 時 間 26.4 | 15.6 2) 40.2 51.6 59.4 74.2 92.3 
| | 
| 2 IRR AE | 1) 30.0 31.8 31.8 36.2 65.8 
E20 時間 | MURA We cae 2) 40.8 42.8 2436 55.0 87.8 
Warfarin 0.25 mg i; *: KEMRORM; I, I の 1): 被 検 血 清二 リ 4oM CaCl,+thromboplastin の 


PT; I, IW ® 2): 被 検 血清 + リ jggM CaCl,+thromboplastin+48 時 間 血 清 の PT; I’, I’ は 被 検 血 (0. わ 
+48 時 間 血 清 (0.1) で 凝 血 も せしめ , 1, 了 エ の 場合 と 同じ 方 法 で 血清 の PT を 測定 し た 。 jl 
PT @);, @) @#2z0 PT Gd), (2 で 還 7 


第 10 表 Warfarin ig O prothrombin & 


投 薬 回 数 | PT 血清 prothrombin 量 


| 
| eae - - — = — 
a s 2 | : Gy (2) 
(mg) | # mom 8 () : 
ees oe a ie | (5 (%) ES ae 
| 1 回 投薬 後 24 時間 | 41.2 > 300 2> 86.0 | 6 
2 fl 7 1 195.8 I 2 65.0 NS 
0.25 3 / a | > 300 1 1 65.0 | 7.5 
| 2 1 2 | Wa Wa / S50 8 
| yy Wa / | Wa / a 96.2 | DG 
- : : | 
| 1 回 投薬 後 24 時 間 | 77.0 ” / le SOLO 3.8 
5 [PAE Wa =300 | yy yy | 85.0 | 6 
| 3 回 / / Wa I / | 112.6 | 4.8 
= # | 10.4 | 568-110] 5-8 | 715-130) 4.3—7 


Warfarin は 連続 投与 , 血清 prothrombin (1): # iin +CaCl,+thromboplastin で 測定 し た 
wet, 血清 prothrombin (2): kein? +CaCl,+thromboplastin+ 48 時 間 血 清 で 測定 


次 第 に 減少 し , 無 添加 の 場合 の ょ うな 一 過 隆 の PT 値 の thrombin 量 を 求め る と , 正常 血清 で は 5 へ ~822, Heit 
増大 を 示さ な か っ た ( 策 2 図 )。 清 で は 222 以 下 で あぁ っ た 。 し か し 48 了 時間 血清 を 添加 し 

3) MRD prothrombin 消費 に 対す る 48 EAA て それ を 求め る と , 正常 血清 で は 4.3~-7%, PMC 
清 の 影響 。 正常 血清 に Ca,(PO,), FEM, CaCl,(/,, Wi 3~8% CHa. £UT 0.25me REUiIc BEaO 
M), thromboplastin を 加え て PT を 測定 し , 血清 血清 prothromhin Sit 5mg 投与 し た 場合 の それ より 
prothrombin 消費 を 調べ る と , 北 血 後 の 時 間 の 経過 に と % や や 多い (第 10 表 う 。 次 に 採血 直後 C 48 時 間 血 清 を 
も な い 次 第 に PT 値 は 増加 し , 48 MO 添加 に よ 添加 し て 凝 血 させ た 場合 の 血清 prothrombin 量 は 48 時 
9 血清 の PT 値 は 減少 し な か っ た 。 中 毒 血清 で る 正常 。 間 血 潮 無 添加 の 場合 の を それ よ り も や や 少な い (第 11 表 )。 
血清 と 同様 に 時 間 の 経過 に と も な いそ れ は 次 第 に 増大 す 中 毒 血清 の LF 活性 度 凝 血 後 1 時 間 内 に Cas(PO』 ツ 2 
る が , 48 了 時 間 血 清 の 添加 に より 血清 PT 値 は か な り 減 少 で 処理 し た 血清 の 正常 3022 FARMS 3 hE 
GR を 調べ る と , 中 毒 あ る い は IER Cas(PO,). WHIMS 

血清 prothrombin 量 に 対す る 影響 BARI RMRIERMEO PT を 短 繕 し な か っ た 。 と れ は 凝 血 後 1 
50 分 経過 (採血 1 時 間 後 50 分 間 加 温 ) し た 血清 "pro- 時 間 の 血清 中 の LF の 活性 度 が 消失 する と こと を 示す も の 


195844114 


CH So 
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SF 量 に 対す る 影響 Avexanper et al. (1948) JED 


変 法 で Warfarin }HND SF 量 を 求め る と , 0.25, 5 


me 1 回 投与 24 時 間 後 に SF Bit 13-20% に 減少 し , 
oe 2 eles. 24 時 間 後 は ほど ん と ど な で な うっ う て し まう ラ うた 


( 筑 12 表 )。 


第 11 表 血清 prothrombin 量 に 対す る 


48 時 間 血 清 の 影響 


血清 prothrombin 
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は PT 値 が 小さ い 場 合 。 thrombin 活性 度 の 消長 は 正 
常 息 に 類 以 し た 傾向 で 減少 する 。 を そし て PT 値 の 大 きい 
中 毒 面 で は , thrombin 7A DS RKIGET 3 SE 
長 し , また 凝 血 後 急 速 て その 活 隆 鹿 は 減少 し て いく CR 
3 図 )。 

中 毒 血 絆 の prothrombin と LF の 相互 関係 ラッ 
ト の TEM MLEC 最小 の PT 値 を 示す prothrombin と 


第 12 表 血清 中 の SF & 


投薬 回 数 | pT 。 | #® 回 数 im 清 =e 
RO | ce) C25 7 oe Oo PT 'prothrom- A 
e im «6 間 |( 秒 ao 採 は >) \bin#(%) (% 
& Mele aes rayon: Sai tel ee es 
1 回 投 薬 後 24 和 時 間 | 32.0 61.8] 7.9| 62.2) 7.7 | 1 回 投薬 後 24 時 間 | 35.0 | 2> 13 
Sie w ARR | 42.81 84:2) 6 | 9728) 5.3 0.25 A / 53.0 13 
a / 24 時 間 | 69.2) 49.0) 9 ert) ffs) 3 | 2] vv 25 68.8 A 0 
wy mu 2s | 71.4 42.6 9.9 | 53.6) 8 | 3 回 ヶ 24 時 間 | >300 2 0 
2 回 v 6 時 間 | 124.0 3 = 
4 回 / 48 時 間 | >300 ON 83 1 店 投薬 後 24 時 間 | 28.0 ” 20 
正 常 | OO 2 0A I) 2 I 68.2 1 13 
= = | 9 回 OS / | 0 
Warfarin 0.25 mg 連投 , (1): 通常 の 方 法 で 測定 , Ql i / >300 yy | 0 
2): 48 RIM wR L CHE LAS 
(2) 時 間 血 清 加 し て 測定 し た 場合 ee | | 11.0 5.8 100 
Ale: > py 7. > = 
thrombin 活性 度 の 消長 正常 血 で は 採血 後 10 分 で Warfarin £38ae 4 
急速 に thrombin 活性 度 が 増大 し , さら に 凝 血 後 そ の 活 
{ 2 se VA Ay > = Ee 4 300 
性 度 は 増加 し , や が て 次 第 に RYU. SUT MME 6 
120 44°C thrombin 7-ERISSU (APU. Heme 
300 DEB 45 ca) 250 
5 
秒 200 
a | 
im = 150 
z 
z 
é 
B 
% 
マ 100 2 
50 
4 3 
at ee 
0 
0 30 60 90 120 150 prothrombin ff 0.8 0.7 0.6 05 04 03 0.2. 
EE LT TIC LT # 02 03 04 05 06 07 08 


3% thrombin 活性 度 の 変化 


die 
1) £ FR 
Dy EAE 
DR: 
4) 
5) 
6) 


Pa: 
Pac: 


et [iy 


ifn 
EA) (CI 
322 (3 
NE 
77.4 (1 回 投薬 
AGS (Ca 


alee HS 24 時 間 ) 
回 投薬 3 時 間 ) 
24 時 間 ) 
22 時 間 ) 
24 時 間 ) 


LF と prothrombin OB HAA 
第 4 図 prothrombin と LF の 量 的 関係 


が 

2) y + PT 38.2 (1 回 投薬 124 時 間 ) 
By da eee | gee Oe 8 15 了 時間) 
4) ET 4 17 時間) 
5) (pm Whoa a Coen A 26 時 間 ) 
6) y : PT 111.8 で 2 回 投薬 "24 時 間 ) 
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策 13 表 Warfarin Pink 48 時 間 血 清 を 種々 の 割合 に 混合 し た 場合 の PT 
投薬 回 数 M8 時 間 血 滞 | of | 0.01 | 0.02 | 0.03 | 0.04 | 0.05 | 0.06 | 0.07 | 0.08 
SEU | Beene, sateen a a} ‘eerie ror 
i 時 間 ] am ge | O010*| 0.09 | 0.08 | 0.07 | 0.06 | 0.05 | 0.04 | 0.03 | 0.02 
LER: 20 時 間 28.0 | 11.8 | 12.0 | 12.2 | 122 | 13.0 4 142 | 448 | 168 
. = 33.4 | 12.8 | 12.8 | 12.2 | 13.6 | 14.4 
2 軸 » mw |PPT ce)! 30.0 | 13.8 | 13.6 | 12.8 | 13.8 | 13.8-| 16.6 | 18.27] 238 
1 回 x 々 26 時 間 51.2 | 28.6 | 25.0 | 24.0 | 27.2 | 31.0 
2 回 ヶ 々 24 時 間 | >300 54.2 | 38.2 | 42.0 | 47.0 | 57.8 
‘Warfarin 0.25 mg 4%, *: 混合 割合 


LF の 量 術 悦 係 を 調べ る と マウ ス の 場合 GF, 1956 b) 
と 同じ よう に , 両者 の 混合 割合 が 等 し に 最小 の 
PT 値 を 示し た 。 NS PT 値 の 増加 に 
と も る も ない, 最小 の PT 値 を 示す prothrombin と EF の 
最適 の 混合 割合 は 6:4, 7:3, 8:2 と 次 第 に pro- 
thrombin 量 の 多い 方 に 移動 する ( 策 4 図 )。 

中 毒 血 と 48 時 間 血 清 を 種々 の 割合 に 混合 し た 場合 の 
PT 策 13 表 に 示す よう に K, PT 値 の 増大 じ つ れ て 最小 
の PT 値 を 示す 48 時 間 血 清 と 被 検 中 毒 血 の 混合 割合 は 
1:9, 3:7 ERTS, 

prothrombin, fibrinogen 転化 時 間 に 対 する 影響 

1) 正常 血 の 場 合 MW KLsfO prothrombin, fibri- 


第 14 表 IER RMIO prothrombin, 


fibrinogen 転化 時 間 
| prothrombin | fibrinogen 
meee PT 転化 時 間 | 転化 時 間 
(%) Ge) #) | 指 数 | CG) | 指 数 
100 10.6 5 1 5:6 1 
50 11.0 5.4 1.08 5-6 1 
32 17.4 11 a? 6.4 1.14 
i 2120. 20 4 U6. |) SSS 
10 | 46.4 | 30 | 6 16.4 | 2.9 
9 5225 ai 7 17.8 S517 
5 114 82 16.4 32 Sat 


15x Warfarin }#mMi#oO prothrombin, 
fibrinogen 転化 時 間 


投 薬 回 数 pT Prothrombin fibrinogen 
お よ び ぴ び 転化 時 間 転化 時 間 

採 血 時 i ( 秒 ) ( 秒 ) Ce) 

1 回 投薬 後 31 時 間 24.6 15 | 9.6 

1 回 ヶ 12 時 間 29.8 18 tig 

2 / 1 時 間 53.8 40 3.8 

3 回 々 ARR) 54.2 40 14.2 

1 回 v» 24 時 間 | 56.8 | 43 | 13.8 

2 回 4» 9 時 間 | 84.8 | 63 | 21.8 

2 回 か SRF | 103.6 78 | 25.6 

2 回 々 24 時 間 | 139.0 108 | 31.0 

3 回 7 2 BSR | 250. 0 | 195 | 55.0 


Warfarin 0.25 mg 連投 


100 50 0 
Prothrombin g&BE(%) F 


5S 


prothrombin, fibrinogen &{ki$ 8% 
上 方 : 正常 血 の prothrombin 転化 指数 i | 
‘FA: fibrinogen &(ES RK i 
O: #0 prothrombin 転化 指 至 | 


@: M0 fibrinogen H(t & | 


nogen 転化 時 間 は 稀 札 の 増加 に と も TORTS. SUF : 
て prothrombin 転化 時 間 ORO 程度 は fibrinogen © 
転化 時 間 の 延長 より も 大 きい 。 きら に と の 東 実 は A 
KUL® prothrombin, fibrinogen 転化 時 間 に HTS 4 
ALO prothrombin, fibrinogen 転化 指 炒 を もとめ i 
る と 一 層 明 瞭 で ある CRIA, BSN). 

2) HHMEOBS PT 値 の 大 きい 血 業 ほど pro- 
thrombin, fibrinogen 転化 時 間 は 著しく 箇 長 し ESR 
窟 血 敵 の 場合 と 同様 選 前 者 は 後者 まり も BIC RER UI | 
( 策 15 表 , BSR. そし て 48 時 間 血 測 の 添加 に より 戸 ロ 
者 は 著しく 短縮 し た CRG 表 )。 


A ee ew 


19584118 


増加 に と も な い 反 応 時 間 , 


te (17, 18 2), 


正常 1 


添加 に より fibrin 量 は 影 
加 に と 


た (第 202). 


[と 同様 の 億 を 示す が , 


EY: 7+) vARRRAOBEM 


Bie DIT ISD 3 Tle 


血清 fibrinogen 消失 時 間 に 対 する 影響 PT { 
4 72 # fibrinogen 消失 時 間 は 延長 し , PT 値 
が か な り 増 大 する と , それ は 正常 値 の 約 3.5 倍 に 延長 し 


fibrin 形成 時 間 , fibrin 量 に 対す る 影響 PT 値 の 
fibrin 形成 時 間 , Berti 
FERL, 48 RIM OMIMT £ O BIS IT HL 


時 間 は 


また Warfarin 1 回 投与 24 時 間 の 場合 の fibrin Bit 
投薬 回 数 の 増加 に つれ て で て そ を 
れ は 著しく 減少 し た ed 19 そし て 48 FIMO 


直 の 増 
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策 19 表 Warfarin HMO fibrin = 

oe oR 回 数 Pete) 

a#e2| eso | PT fibrin 量 

採 血 時 間 ( 秒 ) (mg/0. icc) 

gage hee | = 40,6" | 06-0, 68 
6—7 | 1 回 投薬 後 24 時 間 | 59.0-—104.8 0.6 
Qe he Ode // | 216.8 035 
9 / // // | 59.0 0.4 
10 2a Gey, 1 | >300 | 0.3 
ih ee 7, 1 | 123.3 | O22 
Os a ie wv, - |264.8—>300| 0.2 
14 一 16 | 3] wv // > 300 0.1 

Warfarin 0.25 mg 連投 , ie IC EO */M 


CaCl。, thromboplastin を 添加 し て 凝 血 さ せ た 。 


第 16 表 Warfarin +}#mMs O prothrombin, 
fibrinogen 転化 時 間 に 対 する 48 時 間 血 清 


第 20 表 Warfarin 中 毒 血 の 血清 
fibrinogen 消失 時 間 


の 影響 投 UR 数 | pT | 血清 fibrinogen 
, He | | 消失 時 間 
投 38 数 PT(1) PT(2)| prothrom-| fibrinogen eK “tn e 間 | Ci) CB) 
お まで び bin 転化 転化 時 間 = * Nt Bis 
a # Fy . 
ein 時 回 (私) | CH) | 時 間 ( 秒 〕 BD 2 aise 4 時間 se a 
2 = ar 45.0°15.2| 8 7.2 hae 7 on 3 se 
1 回 7 24 陸 間 | 32.4) 17.6 | 9 8.6 RN 49.2 31 
2 回 7 7 |140.2|24.8 15 9.8 ses tees sal ie on 
Sel 7 8 時 間 | 520 | 29.2 | 20 9.2 > - its 95 31 
// / 20 時間!>300 | 32.8 23 | 9.8 3 99 Wer 907.0 65 
4 回 ヶ 々 4 時 間 7 | 49.0 oo) eS OT eae on eRe se 
= A 4 aA - Warfarin 0.25 mg #igith/y 
Warfarin 0. 25 mg 連続 投与 
第 21 表 Warfarin mo MG 
第 17 表 Warfarin PRMO KISH, Nee 
: 収縮 力 
fibrin 形成 時 間 ese = : 
vipe Ca Ra CT ee 回 数 | | oa 
pep i# XO €/R le mo pL Et Ol 
番号 お よび | 時 | | ee mom 時 | ( 秒 ) | BY) GH (2% 
( 秒 ) | 採 fh 時 間 Ci) CH) | ( 秒 ) | 
| ; 10.6. | | 32—35 
it? le4—71| 1 回 LIA ee aT 115—145137—167 22 1 eniesergeany 45.4 18.0 At}, | 24 
3 | 126 |2E 275 | 384 109 ” |. Bled. | 2d B | wee 
4 | 65. § / / yy 197 215 18 2 回 / nw | 46.6 33.4 TI, 26 
5 56. 13 回 々 / 183 225 42 1 / URES 26.6 W4t | 25 
Be \isast7 7 or | 510 | 600 | 90 Sieh oi =| L004, | Soca 恋 
0 Te are oO y I 30 39.8 9.8 Ir 1 / | >300 67.2 | Tor PAS: 
Warfarin 0.25 mg 連続 投与 Warfarin 0.25 mg 連続 投与 
第 18 表 反応 時 間 , fibrin 形成 時 間 に 対 する 48 時 間 血 清 の 影響 
L # 回 数 PT Me ee 
お ko : A fibrin 
採 血 時 問 @) | 反応 時 間 | semnzrs | AOR | 反応 時 間 | wemeens | earnenn 
1 回 投薬 後 20 時 間 38.8 125.6 148. 4 22.8 | 80.6 85.0 | 4.4 
ee Sp 45.6 120.0 131.6 11.6 | 97.8 102.8 | 5.0 
jee ir / 76.8 160.4 179.4 19.0 | 119.0 123.2 4.2 
26 / yn 98.8 281.6 300.0 18.4 193.4 199.8 6.4 
ae ” 116.6 324.4 350.0 25.6 318.6 330. 0 Sp RC 
7 / 120.2 198.6 217.4 18.8 | 140.0 144.4 4,4 
Warfarin 0.25 mg 連投, 1): 通常 の 方 法 の 場合 , の: SHHMBAERMLEBA, RPOSHMOMMED 
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第 22 表 MSM HICMT S 48 時 間 血 清 の 影 $ 


aie | ET Sy ae 
採 血 時 間 | ( 秒 ) | (%) 
1— 4| 1 回 投薬 後 20 時 間 | 38.8 一 76.8 | 31-33 
5—10| 2m » vy | 98.8—>300| 27—35.8 
114/36 7 «» | +300 | 31.5—35.3 
15-18) iE m | 10.4 | 35.8—40 


Warfarin 0.25 mg 連投 

血 餅 収縮 力 に 対す る 影響 PT 値 の 増加 に と も ない 息 
餅 収 縮 力 は 次 第 に 減少 し , PT 値 が 300 秒 以 上 に 増加 す 
る と 血 餅 収縮 力 は TERED \/。 以下 に 減少 し た (第 21 
表 )。 ま た 48 時 間 血 清 を 添加 し た 場合 は , 第 22 表 の よ 
うに 血 餅 収縮 力 は 増大 し (正常 値 よ り 低 い が ), PT の 延 
長 の 窒 度 と 血 餅 収 縮 力 と の 間 に 差 異 が み ら れ な く な る 。 
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本 実験 で 48 時 間 血 清 , 血清 硫 宏 各 分 割 は 正常 お よび 
Warfarin 中 毒 血 の PT を 短縮 する 作用 を も る もち, さら に 
MURA DHS HRCI St, 上 記 各 時間 を 短縮 
する 作用 が 失わ れる と と が 本 実験 で 明らか に な っ た 。 さ 
ら に 前 報 (草野 , 1958) の .thromboplastin 形成 に 関す 
る 実験 結果 か ら , Warfarin に より SF が 著しく 減少 し , 
その 活性 度 は 塩酸 処理 に より 失わ れる と と か ら , 48 時 間 
血清 , 血清 硫 安 各 分 割 に よる 正常 , 中 毒 血 の 前 述 の 各 時 
間 お よび 中 毒 血 の PT の 短縮 は SF に よる も の で ある 。 
し か し 48 時 間 血 清 ぞ よび 血清 硫 安 各 分 割 が 正常 血 の PT 
を 短縮 する 作用 の な いこ と と は , 正常 血 C'SF B+GSe=s 
れ で て いる の で 添加 され た SF の 作用 が 表面 に 現われ な か 
っ た も の と 考え られ る 。 また 48 時 間 血 清 添 加 に よる 
Warfarin si PT の 短縮 の 往 度 は 両者 の 混合 割合 に 
より と と な り , PT PORK ATMS ELOR)OUE 
示す に は 48 時 間 血 清 の 添加 量 が 多く な る 。 と れ は pro- 
thrombin 転化 に 関す る SF 量 に 量 的 な 規制 が ある と と 
を 示す る の で あり, また 正常 血 に 48 Mee RIL 
て も その PT が 短 繕 し な いこ と と と 一 致す る る の で ある 。 
次 に 48 了 時間 血 清 , 血清 硫 変 各 分 割 の な で 正常 , HE 
血 を 凝固 せしめ る と と は 出来 な い が , 組織 thrombo- 
plastin の 共存 て より 凝 血 せしめ うる と と は SF お よび 
thromboplastin と #keiLED Ls thromboplastin 
因子 群 と が thromboplastin 複合 体 を 形成 し た と と に は よ 
る も の と 思わ れる 。 こ と れ は 本 実験 で thromboplastin 複 
合体 形成 混合 物 が PT を 短縮 し た 結果 と 一 致す る 。 次 に 
thromboplastin + 48 時 間 血 清 +Cas(PO,)。 処理 面 幣 十 
CaClz, thromboplastin+48 了 時間 血清 +CaCl。 は 最も 著 
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し く 正 常 血 , Warfarin 中 毒 血 の 凝 血 時 間 を 短縮 し た と 
と は , すでに 前 報 (草野 , 1958) で 述べ た よう に , . 組織 
it us thromboplastin が SF, LF, CaCl, と 強力 
な 複合 体 を 形成 し prothrombin 転化 関与 し た と と を 
示す も の で あり SrrraxrzNr (1955) の 学説 に 一 致す る も 
の で あぁ る 。 ま た 48 MMe Lic Hee Cis 
加 し な いる の より る も SF+thromboplastin+CaCl (tk 
る BMD 短縮 が 著しい と こと は , SF の 減少 て より 
thromboplastin 複合 体 に 対す る 反応 性 が 非常 に 低下 す 
る と と を 示す る の で ある 。 次 Kthromboplastin+CaClz 
+4825 (MIMI ER iL, A ae DEIN TH] Bic b EL < 
短縮 する が , 投薬 回 数 が 多く PT BSUS MR LICH ee 
血 で は 上 記 混 合 物 を 添加 し て も 凝固 時 間 の 短縮 は 著しく 
な Eich Cb ABS CH oite CUT PT OR 
長 に と る も ない prothrombin より も SF が 著しく 減少 し , 
PT 値 が 著しく 増大 する と SF は 消失 する が , prothrom- 
bin は わずか な が ら 存 在 し て いる 。 し た が っ て , SF よ 

り も prothrombin が 著しく 減少 する と , CO MO 
thromboplastin 複合 体 に 対す る 反応 性 が 著しく 低下 す 
る も の と 考え られ る 。 

次 に 採血 直後 の 正常 自 お よび 中 毒 血 に 48 IRE MLA 
添加 する と , それ を 添加 し な い 場 合 よ り 
bin' 量 は や や 減少 する が , fibrin 量 に は ほとん ど 影 響 を 
与え な か っ た 。48 時 間 血 清 の 添加 に より 中 毒 正 の PT が 
著しく 短縮 する の に , prothrombin 転化 量 , fibrin 形成 
量 に 対し て 影響 を 与え な いと と は , SF は prothrombin 
の 量 的 転 化 よ り も 転化 時 間 を 著しく 促進 する 性 質 を る もつ 
と と を 示す も の で あぁ る 。 

次 に 第 4 報 (草野 , 1956 a) CHERDO PT Wee cit, 
Warfarin の 投薬 回 数 の 増加 に と る も ない PT は 著しく 延 
長 し , prothrombin 量 は 頭 著 に 減少 し , 3~4 回 投与 24 
時 間 後 に prothrombin は ほとん ど 消 失 し て し まっ た が ) 
本 実験 で 48 時 間 血 清 を 添加 し て PT SHES S & Pe 
末期 で も な お 少量 の prothrombin の 存在 する こと が 明 
ら か に な っ た 。 し た が っ て , 第 2 報 (三坂 ・ 草 野 ,19563 
で 3~4 回 連投 24 時 間 後 に PT 値 が 300 秒 以 上 に 達 
し た 場合 その 後 投与 を 中 断 す る と まもなく PT 値 が 正 
常 値 じ 回復 する も の が まれ に ある こと と を 報じ た が , と これ 
は PT 値 が 300 秒 以 上 に 増大 し て も 肝臓 の prothrom- 
bin 生成 力 が 完全 に 阻害 され ず , 投与 を 中 断 す る と まる 
な さく prothrombin 生成 力 が 回 復 す る と こと を 意味 する も 
の で ある 。 ま た SF は Warfarin 0.25 mg 1 回 投与 後 
24 了 時 間 で 80~902 減少 し , 2~3 回 投与 後 24 時 間 で は ほ 
CAEPATSTCLMBMG MICE sit. TCCMNI TE 


LF prothrom- 


| 
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うに SF は prothrombin #& (LICH LV Bee BA 
る の で , SF OWS Wit DBO prothrombin の 
| thrombin~D&(te2#8 UL (BUCHOS 7 EDDPS. 
次 に Warfarin Siz + 5 prothrombin {| 9 4 SF 
| BKEITHL RYU, BRIT. PT 値 の 大 き 
P WSO SF ORMDEBEC HAST LA 明らか に な っ 
ie LictioT PT 値 の 個体 間 の 差異 は SF の 減少 の 
議 程 度 と か な り 客 接 な 関係 が ある も の と 考え られ る 。 また 
PT 値 と prothrombin 量 と の 間 に か な ら ず し る も 平行 関 
係 ほ 認め られ な い が , PREROH MT & 4 EW VRBIT 
| prothrombin 量 は 減少 し 投薬 回 数 と prothrombin 量 と 
の 間 に 平 行 関 係 の 存在 する 傾向 が 認め られ た 。 

Hey D prothrombin 量 は 従来 の 方 法 で 測定 す 
る と 疾 血 1 時 間 後 に は ほとんど 消費 され る が , 48 時 間 血 潜 
を を 添加 し て 血清 PT 値 を 測定 する と , 正常 血 と ほぼ 同 量 
の prothrombin が Pama Pit 存在 する と と が 有明 ら 
PIE siz. し た が っ て 従来 の 方法 で は HHEMFEO 
| prothrombin 量 を 正確 に 求め る と と が で き な い こと と が 

わか る 。 
| 擬 血 初期 の prothrombin WHA 4 ¢ EBM CH 
放 血 開始 前 まで は 同一 の PT 値 を 示す が , RMR 
に PT (€a3ws Lic. PH Cis PT 値 が か な り 増 加 す 
る と 正常 自 と と と な り , その 全 血 の PT は 増加 後 急速 に 
減少 し た 。 とこ の 一 過 和 性 の PT 値 の 増加 は 血 中 の pro- 
thrombin, SF 量 が 少な く て る 次 第 に prothrombin が 
thrombin に 転化 する た め な に , に 残存 する prothrom- 
(CPOETSZCEIEZLEDEAALNS. EB 
の 後 thrombin が か な り 有 形成 され , 急速 に PT が 短縮 
有する も の と 考え られ る 。 し か し 正常 自 や PT 値 の 小さ い 
mhz Cit prothrombin 量 が 多い た め に その 一 部 分 の 
prothrombin が thrombin K 転 化 さ れ て も る 血 中 に は な 
ジ か な り の prothrombin が 残存 し て いる た め , PT 1h 
の ED 増加 が みとめ られ な か っ た る の と 考え られ 

。 ま た PT OKA SHSM SHH eAOT 
る と , 上 述 の 一 過 性 の PT 値 の 増加 が 認め らち ら れず, 次 第 
ic PT が 短縮 し た 。 と れ は 48 時 間 血 清 の 添加 に より 大 
中 の thrombin 形成 が 促進 され た と こと と, お よび prothrom- 
bin 消費 の 測定 に 際 し SF が prothrombin 転化 を 促進 
必 た と と に よる る の で ある 。 

次 に 凝 血 後 正常 血清 よび PT EO Swe LAD 
thrombin 活性 度 は 次 第 に 減少 し て いく が , PT 値 の 大 
き な hi -G it thrombin 活性 度 が 最大 に な る 時 間 
(thrombin 形成 時 間 ) SER L, また その 消失 る 早い 。 

で 区 草野 (1956 a) は PT が 延長 する と thrombin & 
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の 減少 する と こと を 明らか に し た 。 ま た 本 実験 で Warfarin 
に より SF が 減少 する た め な に た prothrombin の 転化 量 の 
減少 する と と が 明らか に な っ た 。 し た が っ て Warfarin 
に よる SF, prothrombin の 減少 は thrombin 形成 時 
fin DFE, thrombin 量 の 減少 を 抜き , thrombin 活性 
度 の 消失 る 時 な る る の と 才 う れる 6 

LF が prothrombin と 化学 量 論 的 に 反応 する と と は 
Quick et al. (1949 b, 1950) に より 主張 され , 草野 (1956 
b) る も る すでに こと の 学説 を 支持 する 結果 を 報告 し て いる 。 
本 実験 で 正常 血清 , PHD LF が 凝 血 後 その 活性 鹿 
を 消失 する と と は LF と prothrombin と の 化学 量 論 誤 
反応 じ 疑 点 を の と こす よう に 思わ れる 。 

次 に ラッ ト の 血液 で も マウス の 血液 と 同様 (草野 , 1956 
b) に prothrombin と LF の 混合 割合 が 最適 量 の と き 
に その PT は 最小 の 値 を 示し た 。 ま た 中 毒 血 で は 最小 の 
PT 値 を 示す LF と prothrombin の 混合 割合 が pro- 
thrombin 量 の 多い 方 に 移動 する と こと と は prothrombin 
と LF は 化学 量 論 的 に 反応 する と と を 示す る の で ある 。 
また 中 毒 証 で は prothrombin は 顕著 に 減少 する けれ ど 
る も LF は ほとん ど 減 少し な い (草野 , 1956 b) m6, Ut 
中 の LF と prothrombin の 量 的 木 均衡 を 生じ , と これ が 
prothrombin 転化 て 与え る 影響 は 無視 出来 な い だ ろ 3 う 。 

RIT IED prothrombin, fibrinogen 転化 時 間 は 
RAO HM Ct } SU GERL, 
(LIE IO ZEEE D3 Lu). Warfarin Hf G 4 fibrino- 
gen 転化 時 間 に 比べ て prothrombin 転化 時 間 が 閉 し 
(METS, Ht 48 時 間 血 清 の 添加 に より PT は 短縮 
し , fibrinogen 転化 時 間 よ り る も る prothrombin 転化 時 間 
DSRS CL Iz, THs SF の 減少 て と より prothrom- 
bin の thrombin へ の 転化 が 著しく 延 長 す る と と を 示す 
る の で ある 4。 ま 7 に < Warfarin $HmCit PT 値 の 大 き 
いる の ほど , prothrombin, fibrinogen 転化 時 間 , fibrin 
形成 時 間 が 延長 する と と は SF, prothrombin の 減少 に 
より thrombin 形成 が 和 首長 し , thrombin の 生成 量 が 減 
少 す る と と に よる も の で ある 。 さ ら に Warfarin Heit 
の fibrinogen Bit 正常 で あみ る け NE’, 生成 され る 
fibrin 量 は 減少 し , 血清 fibrinogen 消失 時 間 が ZEST 
る と と は ,- 上 述 し た よう thrombin 量 の 減少 に よる も 
の で あぁ あり, また fibrinogen と thrombin は 化学 量 論 的 
に 反応 する と こと を 示す る の で ある 。 

血 鮮 収縮 の 速度 ぉ お よび 程度 は 血小板 数 , thrombin & 
と 密接 な 関係 が ある と と が し られ て いる Che, 19515 
松岡 』 1954a)。 ま た 草野 (1956 a, 1957) は Warfarin 
に より 血小板 数 は 減少 し な い が , PT の 増加 に つれ て 


& ¢ (t prothrombin 
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thrombin 量 は 次 第 に 減少 する と と を 明らか に し た 。 
た が っ て 本 実験 で PT 値 が 増大 する と , 血 餅 収縮 力 が 減 
退 す る と こと は SF, prothrombin の 減少 て と よ る throm- 
bin 生成 量 の 減少 て よる る の と いえ る 。 ま た 48 KM 
清 の 添加 に より 血 餅 収縮 力 は あま り 増 大 し な い が , PT 
値 が か な り 延 長 し て も % それ は 著しく 減退 し な いと と は , 
SF は 血 餅 収縮 に 直接 関与 し な いと と を 示す も の で ある 。 

第 4 (1956a), 5 (1956b), 8 (1958) Ha kU AE 
ERO 結果 か ら Warfarin High OD PT の 延長 は pro- 
thrombin, prothrombinogen, SF の 減少 , antithrombin 
の 増加 , LF と prothrombin の 量 的 不 均 衡 て に より pro- 
thrombin 転化 時 間 が 延長 し , し た が っ て thrombin 形 
成 時 間 の 延長 , thrombin 量 の 減少 を きた し , fibrinogen 
転化 時 間 , “fibrin 形成 時 間 が 延長 する と と に よる と いる を 
る 。 さ ら に 四 毒 が 丸 進 する と 上 人 述 の 凝 血 諸 因 子 の 一 層 の 
減少 あみ るい は 増加 に より PT が より 延長 する と こと に な 
its 

次 に 2, 3 OR MWF iC Ouy Cm Ae Warfarin 中 
te ORME HRT SL, 第 23 表 に 示す よう に 血 小 
板 数 が 著しく 減少 し な いと と , BEI, Ca 再 加 時 間 
の 延長 , thromboplastin 形成 の 不良 , thrombin 生成 
量 の 減少 , thrombin 形成 不良 で ある 諸点 で 両者 の 凝 血 
障害 が 類似 し て いる 。 し か し 血 友 病 で は PT 値 が 正常 に 
近い 値 を 示し , また prothrombin は 減少 せ ず , prothrom- 
bin 消費 が 非常 に 不良 で ある 諸点 で Warfarin HHit 
る 問 血 障害 と と と な っ て いる 。 と れ は 血 友 病 で は 主 と し 
て 抗 血 友 病 グロ ブリ ン (AHG) が 減少 する Benvten et 
al., 1935, 1937) が , Warfarin } # Cit SF, pro- 
thrombin が 主として 減少 する と こと に よる も る の で あぁ る 。 


摘 要 


Warfarin て よる PT の 延長 は prothrombin, pro- 
thrombinogen, SF の 減少 , antithrombin の 増加 , it 
中 の LF と prothrombin の 量 的 不 均 衡 に より pro- 
thrombin 転化 時 間 , thrombin 形成 時 間 が EL, 
thrombin 生成 量 の 減少 , fibrineger 転化 時 間 , fibrin 


加藤 (1951) の 資料 に よる 。 


形成 時 間 が 延長 する と と に よる も の で ある 。 さら に pro 
thrombin の 減少 以上 た SF が 著しく 減少 する の で pro- | 
thrombin 転化 量 は 少な く な り , し た が っ て fibrin 量 の © 
減少 , 血清 fibrinogen 消失 時 間 の 延長 , mp Io : 
減退 が お と る の で ある 。 
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The effects of Warfarin on the generation of 
thrembin and fibrin have been examined with the 
| following results: 

1. The normaj 48 hour serum and its fractions 
(each fraction of 0—30, 30—40, 40—50% and their 


| mixtures) which were fractionated with the sat- 


urated solution of ammonium sulfate significantly 
reduced the recalcification time, the thromboplastin 
time (plasma tested+tissue thromboplastin) and 
the prothrombin time of the Warfarin plasma, and 
the prothrombin time of the Warfarin serum. It 
was found that such reductions of time were caused 

by the stable factor contained in the normal 48 

hour serum. The coagulation times of the normal 

and the Warfarin plasma were less than the 
prothrombin time when the thrombopiastin complex 

(plasma treated Ca,(PO,).+CaCl,+thrombopi!astin 

+48 hour serum or CaCl,+thrombop!astin+48 hour 
serum) was added. 

2. The quantity of prothrombin decreased by 
about 50% 24 hours after the first administration of 
Warfarin (0.25 mg) and it decreased progressively 
according to the number of administration. Even 
though the prothrombin time of the Warfarin 
plasma was prolonged over 300 sec., 8 to 15% of 
the prothrombin still remained in the Warfarin 
piasma. 

| 3. The quantity of prothrombin conversion in 
the Warfarin blood increased slightly when the 
normal 48 hour serum was added. 

4. The quantity of the stable factor decreased 
by 20 to $0% 24 hours after the first administration 
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DINING (1953) Biocd 8: 101~124. 


Summary 
Poison Action of New Rodenticides (Coumarin Derivatives) 
IX. The Effects of Warfarin on the Generation 
of Thrombin and Fibrin 


By Tyuzi Kusano 


Laboratory of Applied Zoology, Tokyo University of Education 


of Warfarin (0.25mg) and it disappeared almost 
completely 24 hours after the second or third 
The stable factor 


primarily decreased more significantly than pro- 


administration of Warfarin. 


thrombin. 

5. The quantities of the labile factor and pro- 
thrombin in the normal plasma showing the minimum 
value of the prothrombin time were in the ratio 
of 1:1, but in the Warfarin plasma the rate of 
prothrombin to the labile factor increased according 
to the prolongation of the prothrombin time (2:3 
~1:4). 


the Warfarin plasma changed to a higher rate of 


The ratio between the stable factor and 


the stable factor quantity according as the increases 
of the prothrombin time value (1:9~3:7). 

6. In the initial stage of coagulaticn the con- 
sumption of prothrombin in the Warfarin blood 
was considerably abnormal, but when the normal 
48 hour serum was added to the Warfarin blood 
the consumption became normal. 

7. The time that thrombin activity reached the 
maximum after collecting the Warfarin blood was 
prolonged according to the increase in the pro- 
After the coagulation of blood, 
the thrombin activity decreased rapidly. 


thrombin time. 


8. The conversion times cf prothrombin and 
fibrinogen and the time of fibrin generation in the 
Warfarin plasma were prolonged according to the 
prolongation of the prothrombin time, the prolon- 
gation ef the prothrombin conversion time being 
remzrkable. However, each time mentioned above 
was significantly shortened by adding the normal 
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48 hour serum. 

9. The quantity of fibrin in the Warfarin plasma 
decreased according to the prolongation of the 
prothrombin time, and even though the normal 48 
hour serum was added its quantity did not increase. 

10. The time necessary for the disappearance 
of fibrinogen in the Warfarin serum was prolonged 
according to the increase in the prothrombin time. 

11. The retractility of clot in the Warfarin 
blood decreased according to the prolongation of 
the prothrombin time. It did not increase with 
the addition of the normal 48 hour serum. 

12. From the results of the studies up to date, 
the mechanism of the prolongation of the pro- 
thrombin time in the Warfarin plasma can be 


explained as follows. The prolongation of the 
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prothrombin time in the Warfarin plasma can be 
attributed to the decrease in the production of 
thrombin, and to the prolongation of the conversion 
times of prothrombin and fibrinogen, and of the 
generation time of fibrin, which is caused by the 
decrease in prothrombin, prothrombinogen and the 
stable factor, by the increase in antithrombin, and 
by the unbalance in quantity between the labile 
factor and prothrombin. Furthermore, as the 

stable factor decreases much more than prothrom- J 
bin, the quantity of prothrombin conversion be- 

comes very small. It follows the decreases in fibrin, a 
the prolongation of the time for the disappearance — 
of serum fibrinogen, and the decrease in the clot 


retractility. 


rice moth に 対す る 亜鉛 の 毒性 

Sastory, K. S., R. R. Murry and P. S. Sarma 
(1958) Studies on zinc toxicity in the larvae of 
rice moth, Corcyra cephalonica St. Biochem. J. 
69 (3): 425~428. 

rice moth, Corcyra cephalonica Sv. に 対し 亜鉛 は 
wlE=ZANL, 生育 が 阻止 され 死亡 する 。 培地 に 対し 0.16 
ME CSE lid 52D, 0.8%, 1.6% CU ZHNEN TB, 
kU 100% ORCRERL KR. EFT YOCOM 
対す る 影響 を みる と , 0.4% の ZnCl OM#It HL, 
AJ Yah, SYbFYEB, BV Feyy, saF 7B, 
EAFY, P-Ti /SRESHELI 1-10mg ORM 
全然 影響 は な ら が , サイ アミ ン , Bo SLCORFLHE 
させ る 。 た こと えば 接種 3 週間 後 の 10 頭 当 り の 体重 は 』 
鉛 の み の 区 で 127mg で ある が , サイ アミ ン img OR 
加 で 157mg £750, By lOve で 143mg L te ZDsmEsA 
無 添加 区 の 237mg に は 及ば な い 。 

半 の 肝臓 抽出 物 の アル カリ 安定 部 も 有効 で 1%% ZnSO, 
に よる 死亡 率 が 9% の 場合 に , 肝臓 抽出 物 , Bio 10Zg 
の 諸 加 区 は それ ぞ れ 380, 58% で あっ た 。 

さら に デオ キジ リボ 核酸 , リボ 核酸 も 0.5~1.0% の 
男 囲 で 亜鉛 に よる 阻害 の 回 復 に 有効 で あっ た 。 た だ デオ 
キシ リボ 核酸 を 加え た 場合 Zn の 体内 侵入 量 に は 変化 
が な か っ た 。 ( 農 技 研 - 小 池 久 義 ) 
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陰極 線 照 射 お よび 正常 の ざ ゴ ざ キ プリ に お ける 
性 誘引 物質 と 卵 震 の 生産 

WHARTON, M. L. and D. R. A. Wuarton (1957) 

The production of sex attractant substance and of 
oothecae by the normal and irradiated American 
cockroach, Peri planeta americana L. J. ins. Physiol. 
1 (8): 229~239. 
ABER OWE RM BIL SPA LAUT SDS, 交尾 し た 雌 
は 分 泌 し な ら と と が 実験 的 に 明らか に され な た 。 羽化 直後 
の 雌 成 虫 は まだ 誘引 物質 を 分 泌 せ ず , 1 週間 後 か ら 分 滋 
は 始ま り 2 週 目 に 最大 と な り , 以後 数 か 月 と に わた っ て 答 
々 に 減退 する 。 交尾 じ に より 誘引 物質 の 生産 は 一 般 に 永久 
的 に 中 止 さ れる が , まれ に 交尾 後 和 突発 的 に 生産 の 起 る 場 
合 も ある 。 

誘引 物質 は 卵 需 生産 中 も 出さ れ て いる が , ISREA REDS 
増大 する に つれ 減少 する 。 ま た 交尾 は 卵 旨 の 生産 を 増加 
させ る 効果 を も っ て いる 。 

ATE RR DO BME iS 2500y で , それ 以下 の 照射 を 行 っ 
た 場合 10007), teak A—-D Sb INFEL MLAB Ds 
Ko 誘引 物質 の 生産 る も か な り 影 響 を うけ , 生産 量 が 減っ 
た が , 数 週間 後 回 復 し て その 生産 量 は 無 処理 の を の より 
多く な っ た 。 し か し 卵 電 の 生産 は 回 復 入 な か ラ うた し た 
が っ て , と の 場合 卵 要 の 生産 に 関連 し て いる 誘引 物質 生 
産 の 抑制 系 が 照射 に よっ て 破壊 えれ た の で は な いか と 考 
えら れる 。 (BR = Fs), 
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The Response of a ‘Short-Day’ Insect to Certain External 


Factors: the Induction of Diapause in Abvaxas 


miranda BuTLeR (Lepidoptera, Geometridae) 


By Sinzo Masaki 


Entomological Laboratory, Faculty of Agriculture, Mie University 


INTRODUCTION 


Among various environmental factors, day- 
length is the most precise signal of the 
seasons for many creatures, since it undergoes 
a regular and invariable annual rhythm. 


|The réle of daylength in the seasonal regula- 


tion of insects has been nvestigated par- 
ticularly in relation to the incidence of 


_diapause, and the studies hitherto performed 


show that many insects fall into the category 
of ‘long-day’ species (cf.-Lres, 1955). In 
these forms a long photoperiod prevents 
diapause, and a short one induces it. Asa 
result, in nature their active period coincides 
with the warm or hot seasons of the year. 
In the warmer parts of temperate regions 
where the winter is mild, there are a few 
species having the reversed cycle of activity. 
For instance, Agrotis infusa undergoes a 
facultative imaginal diapause in the summer 
generation, while no arrest of reproduction 
occurs in the winter generation (COMMON, 
1954). Another example is afforded by a 
univoltine weevil, Listroderes costirostris, 


_which enters a prolonged period of aestiva- 
tion in the adult stage (SHIRAGA and IsHII, 
1950). 


The geometrid moth, Abraxas miranda, 


is also a member of this latter group. This 
moth is, however, not a typical ‘ winter’ 


species in that the first generation of the 
year is active during spring and early sum- 
mer, and the second generation is partly 
dormant in winter as a pupa. Yet it displays 
a definite resting stage in summer, and the 
larva actively feeds and grows in winter. 
For details of this seasonal history, the reader 


is referred to a previous paper (MAsAKI, 
1957). 

If an adaptation has been evolved in this 
particular case in the same direction as in 
‘summer’ insects, it might be expected that 
photoperiod plays an important part in 
controlling the seasonal activity, probably 
through its effect upon diapause, which is 
a most important timing device in insects, 
and that the pattern of the photoperiodic 
response involved might be different from 
that of ‘long-day’ species. Hence the pos- 
sible existence of a ‘short-day’ species is 
suggested. Standing on this basis, an inves- 
tigation has been undertaken in order to 
determine the influence of photoperiod upon 
the incidence of diapause of Abraxas miran- 
da. The account of this is the main part 
of the present paper, and the influence of 
temperature is also discussed to a lesser 
extent. 


MATERIAL AND METHODS 


Source of material. In the early summer 
of 1956, several hundred larvae of Abraxas 
miranda were collected from a hedge of 
Euonymus japonica growing on the university 
campus at Tsu. Their offspring were succes- 
sively reared from generation to generation 
in the laboratory under uncontrolled con- 
ditions. No heating device was employed 
there in winter. Under these conditions, 
the laboratory stock underwent a seasonal 
cycle almost similar to that of the field 
population ; there was a prolonged period of 
pupal arrest in summer, and the irregular 
but active growth of the larvae in winter ; 
the moths emerged in the definite periods 
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of spring and autumn. From moths of this 
stock, material for the present experiments 
was obtained at appropriate times. 

Larva. ‘The larvae were reared in groups 
in a breeding jar of 18cm diameter and 13 
cm depth, orin a frame cage of 202030 
cm, both covered with a piece of perforated 
zink gauze. Twigs of the food plant, Euo- 
nymus japonica, were inserted into a bottle 
of water placed in the jar or cage. In the 
younger stages the food plant was renewed 
every three or four days, but in the later 
stages this was done every one or two days. 
When the larvae became mature, they drop- 
ped to the bottom of the cage and soon 
after assumed a U-form characteristic of the 
prepupa. Then they were removed from 
the cage and placed in a petri-dish lined 
with a sheet of paper. 

Pupa. The pupae were kept dry through- 
out the experiments, since it was found 
that contact moisture was not necessary for 
the growth of the pupae but was sometimes 
even harmful, mould growing in the petri- 
dish. ‘They were kept at a temperature of 
25°C except during the latter half of July 
and the first half of August, when the room 
temperature exceeded this value and the 
thermostat was unable to control it. This 
might influence the length of the pupal 
stage to a certain extent, but had no sub- 
stantial effect upon the incidence of diapause. 
The emergence of moths was observed daily 
until there was no surviving pupa, and the 
length of the pupal stage of each individual 
was recorded. This record was taken as a 
measure indicating the incidence and inten. 
sity of diapause, 

Photoperiod. The regulation of photo- 
period was executed by transferring the insect 
daily from a dark box to an illuminated one 
and vice versa, but later a time switch was 
available. In the first series of photoperiodic 
tests, larvae were exposed to light in a 
double-glass-sided box provided with a ther- 
mostat and illuminated by a 60 w electric 
bulb from outside. During the dark period 
the larvae were kept in a light-proof con- 
stant-temperature cabinet. In the second 
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series larvae were exposed to the natural 
light conditions in the laboratory, and 
transferred to a dark box at various times 
each day to obtain various régimes of photo- 
period. 
daylight tube was employed as a source of 
light in a light-proof wooden box of 60x80 
x75 cm, and the daily length of illumination 
was regulated by means of a time switch. 
Temperature. 


were bred at room temperatures, since no 
suitable constant-temperature room was a- 


vailable. The temperature conditions during - 
the larval stage were therefore different from ~ 


one series of tests to another according to 
the season, 
reliability of the results. Small constant. 
temperature cabinets were available for the 
experiments on the effect of temperature. 
These cabinets were light-proof, and the 


larvae were exposed to light for less than 


five minutes daily at the time of renewing 
the food plant. 

Beside these variable conditions of the 
experimental procedure, the quality of the 
food plant could not be standardized. It 
might change according to the season, and 
its effect upon diapause in Abraxas miranda 
was not determined. For these reasons, the 
results of similar experiments performed in 
different seasons are presented in the follow- 
ing paragraphs. In spite of this the remark- 
able effects of photoperiod and temperature 
during the larval stage upon the incidence 
of pupal diapause can be recognized. 


RESULTS 


Experiment a. In this series of experi- 
ments, larvae were constantly kept at 25°C. 
Four batches were bred in photoperiods of 
0, 8, 16 or 24 hours per day respectively, 
and another batch was reared under uncon- 
trolled conditions in the laboratory. As 
this experiment was performed in May, 1957, 
a natural daylength of approximately 14 
hours was then prevailing. 

The results are summarized in table 1a, 


In most experiments con- 
cerning the action of photoperiod the larvae — 


and this might decrease the ~ 


In the third series a 10w fluorescent 


and the weekly totals of moths that emerged 
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Table 1. The effect of photoperiod and temperature during the larval stage upon the 
incidence and duration of pupal diapause in Abraxas miranda, The pupae were 


kept at ca. 25°C throughout. For details of the experimental conditions, see text. 


| Tem- | Photo- | Number | Number | Length of diapausing Number Total 
fe evies | See period of wor | Percentage | pupal stage (days) | of 
a | per day | emerging diapause di ー- ーー = dead ») Mimber 
ein © | (hours) moths* | pupae JORSUSe Mean Range | pupae of pupae 
| OE Marea 3 TS S10 46—103 3 52 
sat, a 38 19 50.0 83.0 $7120 4 ko. 38 
a 25 CA St 31 100 99.1 94—117 eon 35 
16 2 24 100 76.0 66— 92 1 25 
24 26 26 100 91.1 74—101 2 28 
0 bat | ay 92.6 70.8). .|.. 66-— 81 13 67 
| CS OD |) SH 37.5 66.1 29— 87 11 91 
O47 72.3 58.3 29— 86 20 4 85 
(18—80) 12 55 33 60.00 ° 5158 20— 93 6 | 61 
ie tis CE 72.0 44.1 26— 81 2 77 
ca. 15 WC ey, 400 63.2 50— 82 12 109 
| | 
| 7 ae. 3 40.4 50.4 66— 77 8 
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after that at 15-20°C. 


are illustrated in figure 1. In certain batches 
some pupae completed their development in 
about two weeks, but the rest did so after 
much longer periods. There was thus a 
clear-cut distinction between the two types 
of emergence, nondiapause and diapause. 
Diapause development in the pupae of Ab- 
vaxas miranda seemed not to be completely 
inhibited by the high temperature of 25°C. 
The moths eventually emerged from diapaus- 
ing pupae which had been kept constantly 
at this temperature, so that the length of 
diapause could be directly estimated from 
the length of the pupal stage, The number 
of emerging moths shown in table 1 includes 
both diapausing and nondiapansing insects. 

In table la and figure 1, it can be seen 
that the photoperiod in the larva] stage 


| 


* Both diapause and nondiapause pupae transformed into moths at 25°C 
column indicate the total numbers of pupae that survived throughout the experiments. 
xxThe larvae were kept at 5°C for 20 days in either the penultimate or Jast instar. 
low temperature larvae were observed to grow. 


so that the figures in this 


Even at this 
Before chilling they were reared at 25°C, and 


exerts an apparent effect upon the induction 
of diapause which is ecologically linked with 
the aestivation of this species. Contrary to 
its effect upon the hibernation diapause of 
certain other insects, long photoperiods of 
16 and 24 hours per day, as well as a natural 
long day of about 14 hours, induced diapause 
without exception, while a short photoperiod 
of 8 hours prevented diapause to a consid- 
erable extent. In continuous darkness, only 
a few pupae developed without diapause. 
It should also be pointed out that a few 
pupae raised in 0 or 8 hours of light com- 
pleted diapause in a relatively short time. 
On the other hand, the duration of diapause 
was longer and more uniform in the long- 
day treatments. The occurrence of pupae 
exhibiting a ‘ weak’ diapause of this kind 


288 Japanese Journal of Applied Entomology and Zoology Vol. 2, No. 4 


715 

: ( 
25 | 

5°) 


a a 
Om 2 4 70F 6 LOM Lea) 6s <0 OR AanGm OMT CN tome amanG 


Figure 1. Emergence of moths from the batches of 
pupae that had been bred in 0, 8, 16 and 24 hours 
of photoperiod per day, respectively, at a temperature 
of 25°C in the larval stage. 

Ordinate: weekly total of moths that emerged 
(percent.). Abscissa: time in weeks. 
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Figure 2. Emergence of moths from the batches of 
pupae that had been bred in 0; 9, 11, 12, 13 and 
about 15 hours of light per day, ‘respectively, at a 
mean temperature of 24°C in the larval stage. 

Ordinate: weekly total of moths that emerged 
(percent.). Abscissa: time in weeks. 


te 


was observed more”clearly in the two series erable number of pupae entered diapause, 
of experiments that’ follow. which, however, lasted for a shorter perio 
: In this experiment, the length of the than. did the diapause which was induced 
diapausing pupal stage was considerably by a long photoperiod. ‘In faet the emer- 


longer than in the experiments 
conducted later. ‘This was due, — 
at least partly, to temperatures 
exceeding 25°C ; the pupae had 
to encounter the height of sum-— 
mer in the latter half of the 
pupal stage, as they had been: 
formed at the beginning of 
June. It has already been report- 
ed that the initiation of mor- 
phogenesis of the pupae is great- 
ly suppressed by a temperature 
as high as 30°C (MasaxI1, 1957). 

Experiment 6. This series was 
conducted in June and July, 
1957. Six groups of larvae were 
exposed to photoperiods of 0, 9. 
11, 12, 13 and about Is WR om 
per day, respectively, at room 
temperatures ranging from 18° 
to 30°C with an average of 24° 
C. Each treatment consisted of 
two or three replicates and the : 
data presented in table 1b wea 


calculated from the totals of 
replicates. In figure 2 are shown | 
the emergence curves which are 
also based on the totals. An) 
inspection of this table and! 


1 


figure reveals the same general! 
trend as in the first series of 
tests. Nondiapause pupae occur- - 
red in a greater number when 
the larvae had been exposed to 
daily light of 9 hours, and these 
emerged as moths in about two 
weeks although it was the hot- 
test season, whereas there was a: 
relatively firm diapause among; 
the pupae reared’ in a lon 
photoperiod of about 15 hours. 
Most of the pupae also entere 
diapause in darkness. 

At intermediate photoperiods 
of 11, 12 and 13 hours a consid- 


H 
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The temperature during the larval stage was 
much lower than in the two previous tests, 
varying from 10° to 24°C with an average 
Of 13°C, 

The results are presented in table 1c and 
figure 3. Many pupae died in this experi- 
ment and so the reliability of these results 
is reduced. If pupae of any particular type 
were much less vigorous than the other, 
then the results would be biased to a con- 
siderable extent. Mortality was particularly 
high among the pupae treated with long 
photoperiods of 15 or 16 hours during the 
larval stage, and in these batches all the 
surviving pupae went into a prolonged dia- 
pause. In considering together the results 
of the previous two sets of experiments, it 
seems, however, improbable that this uni- 
versal occurrence of long diapause was due 
to the death of pupae of the other types. 
Furthermore, mortality was rather lower in 
the batches which received short or medium 
photoperiods that brought about nondia- 
pause or short-diapause pupae. It can be 


13 hr. 


gence of moths from nondiapause pupae was 
lclosely followed by the emergence from 
/ these short-diapause pupae, and consequently 
the distinction of the two types of develop- 
}ment was rather difficult. Nevertheless, it 
was still clear that larvae in the medium 
) photoperiod did not avoid diapause complete- 
ily after pupation but the duration of their 
| diapause was substantially reduced, when 
we compare the curves of emergence of 
| moths obtained by 9 and 12 hours of light. 
A few pupae raised even in medium photo- 
| periods showed a firm diapause. As a result 
ithe emergence of moths from these batches 
| was spread over a much wider range than 
‘from those rared in longer photoperiods. 
)At this point the influence of a medium 
}daylength differs from that of a long one. 
(It is suggested therefore that there are three 
| different actions of photoperiod upon dia- 
| pause in the pupa of Abraxas miranda; (i) 
inducing a diapause of relatively long and 
-uniform duration; (ii) inducing a diapause 
of short and. variable duration; and (iii) 
preventing diapause of either 
‘type. The distinction of these 1° 
‘three categories will be con- Bie de 
: firmed further by the third series 
of experiments. 
i In comparing the results of 25 
‘the first and second series, it is 
‘found that the length of dia- 
pause of the pupae formed under 15 
long photoperiods is generally os 
shorter in the second than in 
the first. This might be due to 
the fact that in the second series 0 
there was less retarding effect 
of heat upon the termination 
of diapause, as the pupae had 50 
passed through the height of a 
‘summer soon after pupation. 

Experiment c. 
and October, 1957, the last series 
of photoperiodic tests was car- 
ried out. Under natural condi- 
tions pupae of Abraxas miranda 
do not enter a diapause of the 
aestivation type at this season. 
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Figure 3. 
pupae that had been bred in photoperiods of 7, 9, 
11, 13, 15 and 16 hours per day respectively, at a 
mean temperature of 18°C in the larval stage. 
Ordinate: weekly total of moths that emerged 


(percent.). 


G G io Says CO GST Gor ale ae ale 


Emergence of moths from the batches of 


Abscissa: time in weeks. 
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Figure 4. 
relation to photoperiod in the larval stage. 


Ordinate: number of emerging moths. Abscissa : 


' time in days. 


inferred therefore that the dead pupae in 
the long-day treatments were of aestivation 
type and caused little deviation of the 
results. 

Thus photoperiods of 15~16 hours per day 
again induced long diapause, those of 11~ 
13 hours induced short diapause, and those 
of 7~9 hours largely prevented diapause of 
either type. These three different patterns 
of development of the pupae are clearly 
illustrated in figure 4, which represents the 
frequency distribution of emerging moths 
typical of each type. 

Im table lc, it is indicated that the 
length of diapause in the present experiments 
is in general still shorter than in the second 
series. The low temperature during the 
larval stage might be responsible for this, 
because it favours preventing or shortening 
of diapause as will be described below. 

Conclusion. Although the experimental 
conditions were not completely uniform, the 
relation between the length of photoperiod 
in the larval stage and the incidence of 
diapause can be judged approximately from 
figure 5 in which the proportion of diapause 
pupae in the three series of experiments are 
plotted together against photoperiod. The 
dotted line in this figure is tentatively drawn 
in order to show the approximate range of 
photoperiod inducing short diapause. The 
diagram seems to represent a typical response 
of the ‘short-day’ insect in that its peak 
and bottom appear at the positions on the 
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abscissa (photoperiod) quite re- 


molesta, or Acronycta rumicis 
(cf. Legs, 1955, p. 15). 
Despite differences in the ex- 
perimental conditions, all three 
séries of tests have thus revealed 
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Figure 5. Curve showing the approximate 
relation between the incidence of pupal 
diapause in Abraxas miranda and the 
length of photoperiod in the larval stage, 
based on the results of three series of 
experiments. 

Ordinate: incidence of diapause in per 
cent. Abscissa: length of photoperiod 
per day in hours. 


stice, ranging from 14 to 16 hours, induces 
long diapause, which is ecologically associ- 
ated with aestivation of the species; (ii) 
that the daylength around the autumnal 


versed from those obtained in a 
number of ‘long-day’ species, — 
such as Antheraea pernyi, Cydia 


(i) that Abraxas miranda re- — 
sponds to photoperiod in the — 
larval stage by three. different 


pupal stage; (ii) that the day™ 


sitet Boner 


| 


| 


equinox, ranging from 11 to 13 hours, induces | 


short diapause which prevents the emergence 
of moths from the pupaé formed in autumn 
and thus ensurés hibérnation ; and (iv) that 
the daylength around the winter solstice, 
ranging from 9 to 10 hours, evokes non- 
diapause development which is, however, 
subsequently retarded until spring by winter 
cold. 


2 
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| Experiment d. The experiment concerning 
| the effect of temperature was undertaken in 
| June and July, 1957. The larvae were bred 
jin darkness under different conditions of 
| temperature and the resulting pupae were 
| kept at 25°C The results are presented in 
table 1d and figure 6. In this table and 
) figure, it is indicated that the effect of 
| chilling at 5°C during the larval stage was 
| most remarkable; the emergence of moths 
| from the resulting pupae was greatly accel- 
| erated by this treatment. As judged from 
the emergence curve in figure 6, the cold 
q treatment in the larval stage not only caused 
diapause-free development of most pupae 
but also shortened the length of diapause of 
those few pupae which entered diapause. 
Such an effect of low temperature corre- 
| sponds to the effect exerted by short or 
medium photoperiods. On the other hand, 
development of the pupae was much pro- 
tracted when larvae had been bred at a tem- 
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Figure 6. Emergence of moths from batches 
of pupae that had been bred as larvae 
at temperatures of 25° and 15~20°C, 
respectively, or kept at 5°C for 20 days 
in the larval stage. For details of experi- 
mental conditions, see text. 

Ordinate: weekly total of moths that 
emerged (per cent.). Abscissa: time 
in weeks. 
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Figure 7. Emergence of moths from batches 
of pupae that had been bred at 15° and 
20°C in darkness, respectively, in the 
larval stage. 
Ordinate: daily total of moths that 
emerged (per cent.). Abscissa: time 
in days. 
perature of 20°C. The action of high 
temperature is thus similar to that of long 
photoperiod. A temperature of 15~20°C 
gave an intermediate result ; namely,a num- 
ber of pupae were free of diapause, but the 
rest entered a long diapause. 

Experiment e. Later in the same year 
two batches of larvae were bred at tempera- 
tures of 15° and 20°C, respectively (see table 
le). At the lower temperature, most of 
the resulting pupae were free of diapause. 
Only three pupae entered diapause but 
emerged as moths 22~30 days after pupation. 
On the other hand, in the batch reared at 
20°C a considerable proportion of the pupae 
showed a delayed development ; but in this 
case also the diapause lasted for a very short 
period and all the surviving pupae meta- 
morphosed in 19~42 days. 

The emergence curves of these batches are 
presented in figure 7. Because of the short 
duration of the pupal stage, the daily total 
of moths that emerged are plotted on the 
time axis. Although there is a conspicuous 
difference in the emergence curve between 
15° and 20°C, the length of diapause was 
so short that the separation of diapause 
pupae from nondiapause ones was rather 
difficult in both cases. It is even doubtful 
if a real diapause was involved. Nevertheless, 
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inasmuch as the length of diapause-free 
development did not exceed more than 17 
days, we might suppose the intervention of 
a diapause in the pupal stage which lasted 
longer than this, unless a cause of the re- 
tarded growth other than diapause is found. 
At any rate, in the present case the moths 
emerged almost continuously from the begin- 
ning to the end of the emergence period. 
In this respect the results differ from those 
of preceding tests. Some unknown factors, 
such as the quality of the food plant, might 
be responsible for this difference. 

Conclusion. Generally speaking there was 
a tendency that the lower the temperature 
in the larval stage, the smaller was the 
proportion of diapausing pupae and the 
shorter was the length of diapause. Thus 
long photoperiod and high temperature, or 
short photoperiod and low temperature, seem 
to act in concert with each other upon the 
incidence of diapause under field conditions. 
Further study is needed for a more definite 
conclusion. 


DISCUSSION 


There are two categories of insects in 
regard to their response to photoperiod: 
‘long-day’ and ‘short-day’ species. Most 
insects hitherto investigated fall into the 
former category in so far as their rate of 
reproduction is accelerated by a long-day 
through its effect on preventing the occur- 
rence of diapause. ‘The only exception 
hitherto experimentally known was the silk- 
worm, Bombyx mori, which enters an em- 
bryonic diapause in response to a long-day 
during the egg stage of the preceding gen- 
eration, while diapause is prevented by a 
short-day (KoGURE, 1933). ‘The results pre- 
sented in this paper show that Abraxas 
miranda provides another example of the 
‘short-day’ insect; its principal phase of 
dormancy—aestivation diapause—is induced 
by a long photoperiod and prevented or 
shortened by a short or medium photoperiod. 
There is, however, no phenological simi- 
larity between Bombyx mori and Abraxas 
miranda. 
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In Bombyx mori the photoperiodic response 
is so adjusted that eggs exposed to the long 


day of summer will yield moths which lay — 


diapause eggs in autumn. Because of this 


great time-lapse between the stage at which 


photoperiod exerts its effect and the stage 
at which the response occurs, the seasonal 


cycle of Bombyx mori is not different at all — 


from that of the majority of ‘long-day’ 
species. 
the year and dormant in the cooler parts. 
Its special pattern of photoperiodic response 
is thus associated with the separated periods 
of reception and _ response. 
hand, Abraxas miranda responds to stimuli 
in a much shorter time: 
the signal of the season (photoperiod) and 
the pupa responds to it. Asa result larvae 


growing in the long-day of late spring and | 
early summer will diapause as pupae before ~ 


the height of summer and aestivation ensues. 
Therefore even if Bombyx mori and Abraxas 
miranda can be grouped together into the 
‘short-day’ insect, phenologically they are 
quite different from one another. Abraxas 
miranda is dormant in the hottest season 
and more or less active in the cooler seasons ; 
its specific response to photoperiod is con- 
cerned chiefly with the incidence of an 
aestivation diapause which characterizes the 
seasonal cycle. 

The relation between the external factors 
and the incidence of diapause in Abraxas 
miranda, together with the seasonal cycle 
that results from this relationship, can be 
schematically pictured as shown in figure 8. 

The moths emerge from the hibernating 
population in April and May, and their 
offspring subsequently grow in the long days 
of May and June. As a result these give 
rise to pupae which undergo a firm aestiva- 
tion diapause, from which the moths emerge 
in autumn in response to the decreasing 
temperature (Masaki, 1957). In the next 
generation the larvae derived from the eggs 
deposited in early autumn feed in the short- 
ening days of September and October and, 
after pupation, undergo a diapause which is 
different from the aestivation type and which 


It is active in the warmer parts of © 


On the other 


the larva receives _ 
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Figure 8. 


seasonal regulation. 
(At Tsu, 


rological Station, 1958.) 


inhibits an untimely emergence of the moth 
before winter. ‘The diapause may be com- 
pleted in a short period but then winter 
cold suppresses further development. Con- 
sequently, these pupae lie dormant until 
the following spring. On the other hand, 
the larvae from the eggs deposited later 


| have to confront winter before pupation, 


grow sluggishly, and pupate from time to 
time under the influence of short days and 
low temperatures both of which favour the 
formation of nondiapause or short-diapause 
pupae. The growth of these pupae may be 
postponed by cold weather so that they 
transform into the imago in spring almost 
synchronously with those pupae that had 
been formed in autumn. 

As observed in the field as well as in the 
laboratory, a few larvae fail to pupate until 
spring. ‘They are exposed to the medium 
daylength around the vernal equinox that 
would be expected to evoke short diapause. 
An observation indicates that this is not the 
case ; they undergo diapause-free develop- 
ment and emerge as moths not out of time 
with the normal spring emergence. Although 


Diagram illustrating the relationship between 
the seasonal cycle of Abraxas miranda and environ- 
mental conditions, and the rédle of diapause in the 


136°31’ E, 34°42’N. ‘Temperature and 
daylength are based on the data presented in 
‘Rikagaku-nempyo’ compiled by the Tokyo Meteo- 
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there is no experimental proof, 
it seems possible that hibernat- 
ing larvae, as a result of the 
10 short days and low tempera- 
tures of winter, are in a phys- 


Cor 


30 


20 


iological state making them 
unresponsive to the longer 
days and higher temperatures 
of spring. Or the relative 
increase of daylength may be 
responsible for preventing dia- 
pause in spring as in the case 
of Anax imperator (CoRBET, 
1956). 

In the whole story given in 
the preceding paragraphs, it 
can be seen that Abraxas mi- 
randa forms a vivid contrast 
to the majority of ‘long-day’ 
insects, though there is still 
the same general principle, 
that is, the length of day, the 
most precise signal of the 
season, is the leading factor and its action 
is effectively supported by temperature in 
both cases. It should, however, be kept in 
mind that one further factor is indispensable 
for keeping the seasonal cycle of this ‘short- 
day’ species. That is the presence of food 
supply in winter. The larvae of this moth 
exclusively feed upon an evergreen, uo- 
nymus japonica. ‘This is presumably the 
starting point to evolve the particular pho- 
toperiodic response and to establish the 
specific seasonal cycle. 

There is reason for this supposition. In 
the subgenus Calospilos (to which the present 
species belongs) of the genus Abraxas, di- 
vergence in the food habit seems to be closely 
correlated with speciation ; each member of 
the Calospilos feeds upon a particular species 
of the plant family Celastraceae which 
includes both deciduous and evergreen shrubs 
(INOUE, personal communication). It is sus- 
pected that the seasonal cycle of these phy- 
tophagous insects goes parallel with the sea- 
sonal supply of their food plants, and that 
diapause plays a most important part in this 
adjustment. 
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SUMMARY 


Abraxas mivanda is dormant during the 
hottest season and more or less active in 
the cooler seasons. In order to analyse the 
causal relations involved in this seasonal 
cycle, the effects of photoperiod and tem- 
perature upon the incidence of diapause were 
studied. It was found (i) that Abraxas 
miranda responds to photoperiod in the 
larval stage by three different patterns of 
developmeht in the pupal stage; (a) that 
the daylength ranging from 14 to 16 hours 
or longer induces long diapause which is 
ecologically associated with aestivation ; (b) 
that the daylength ranging from 11 to 13 
hours induces short diapause which occurs 
before winter ; (c) that the daylength rang- 
ing from 7 to 9 hours prevents diapause of 
either type; and (ii) that high temperature 
acts in concert with long photoperiod, and 
low temperature does so with a short or 
medium photoperiod. Based on these rela- 
tionships, the seasonal cycle of Abraxas 
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miranda is causally interpreted. 
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AYVIFGLIY ve IDERRIIZEROMORRE 
冬 世 代 の 幼虫 の ゆる や か な 摂 食 発育 に よっ て 特徴 づけ ら 
れ て いる 。 こ と の や や 風 変 り な 生活 史 を な り た た せ て いる 
因果 関係 を 知る た め に 休眠 を 左右 する 環境 条件 を 分 析 し 
た 結果 , 次 の と と が わか っ た 。 1) と の 虫 は 幼虫 期 の 日 
RACH Cie 3 種 の 反応 を 示す : ARABS a) 長 
い (14~16 時 間 ) 場合 に は 休眠 期 の 長い 夏 型 の wices 
9 り 。 b) 中 くら い (11~13 時 間 ) で は 休眠 の 短い 災 型 の 


映 が 現われ c) 短い (7~9 了 時 間 ) 場合 に は 休眠 し な い 条 
~eWOMITSS. 2) 高温 は 長 日 と , また 低温 は 短 百 | 
と 同じ 効果 を も る もつ 。 と の よう な 型 の 反応 は 夏 に 活動 する 7 
多く の 長 日 慣 躍 と は 逆 で あり , COV p7 HIB RH 

と 呼ぶ こと が で きる で の 結果 で も と つい ea マタ 
エダ シャ クタ ク の 生活 史 が な り た つゆ えん を 因果 的 に 説明 す 

る に と が で き %s 
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Embryonic Moulting in the Rice Stem 
Borer Chilo suppressalis 


By Masukichi Oxapa 
Zoological Institute, Tokyo University 
of Education 


It is well known that embryos of hemi- 
metabolous insects shed their cuticle while 
they are still in the egg shell or when they 
hatch out. But in holometabolous insects, 
the embryonic moulting is known only ina 
few groups such as Coleoptera (JACKSON, 
1957) and Neuroptera (WEBER, 1954). And, 
as far as the author is aware, there is no 
report about this problem in Lepidoptera. 

Soon after the katatrepsis, 7. e. the revo- 
lution of the embryo, which takes place at 
about 80 hours after oviposition when the 


Fig. 1. <A living 95-hour-old embryo, removed 
from the egg (ventral view). Embryonic 
moulting occured several hours before. OC: 
old culticle (shed embryonic cuticle). 


egg is incubated at 25°C with 100% relative 
humidity, the embryo of the rice stem borer 
secretes a cuticular layer on the surface of 
the epidermis. The very thin cuticular layer 
(0. 7-1 thick) seems to consist of only one 
layer. 

Observing a living embryo of 90 hours 
after oviposition, we can find the thin 
cuticular membrane detached from the epi- 
dermis. It is especially obvious at the tips 
of gnathal and thoracic appendages, and 
antenna (Fig. 1). The section of the embryo 
of this stage also shows the detachment of 
the cuticular layer from the epidermis, and 
further the formation of a new cuticular 
layer under the old cuticle on the surface 
of the epidermis (Fig. 2). The new cuticle, 
which is to become the cuticle of the first 
instar larva, gradually increases in thickness 
under the detached old cuticle. 

115 hours after the oviposition pigment 
is deposited on mandibles, and the embryo 
begins to eat the surrounding yolk materials. 
The shed cuticle has anastomosed with the 
amnion at places and shows a tendency to 
dissolve itself. The author believes it ls 
eaten by the embryo together with the yoik 


CE 

Fig. 2. A section through a mandible of the 
embryo of about 92 hours after the oviposition. 
AM: amnion; CE: cuticular envelope; EP: 
epidermis ; NC: new cuticle ; OC: old cuticle 
(shed embryonic cuticle) ; SER: serosa; Y: 
yolk materials. 
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materials, the amnion, the serosa and the 
cuticular envelope, a product of the serosa. 

Having finished the moulting, the embryo 
has the thoracic legs each with a claw on 
the tip, which were blunt-tipped appendages 
before the moulting. The gnathal appen- 
dages and antenna also change their appea- 
rance after moulting, coming to resemble 
those of the larva. The setae of the body 
do not make their appearance until during 
the moulting. As Jackson (1957) said of 
locusts, the setae are at first convoluted in 
this species, too, because of their ;growing 
in a small space between the new and old 
cuticle. 

Further, the author observed the embry- 
onic moulting also in the silk-worm Bombyx 
mort and a hepialid moth Phassus signifer 
at a similar stage and in a similar way to 
those of the rice stem borer. The author 
thinks the embryonic moulting is a rather 
common phenomenon in Lepidoptera; and 
if he may say, in insects in general. 

Jones (1956) verified that a brain-ventral 
head gland system operates in the embryos 
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of Locustana pardalina and Locusta migra- 
toria. Since thoracic glands, which are 
thought to be homologous with the ventral 
head glands of Orthoptera (WILLIAMS, 1948), 
play a role in the larval moulting in 
Lepidoptera, the author is inclined to think 
that the brain-thoracic gland system oper- 
ates also in the embryos of Lepidoptera. 
But on this point further experimental study 
is needed. 

The author wishes to express his thanks 
to Professor Hidemiti Oka of Tokyo Kyoiku 
University for suggesting the investigation 
of the embryology of the rice stem borer as 
well as for his constant guidance in the 
course of the work. 
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昭和 33 年 度 文部 省 研究 成果 刊行 費 助 成金 交付 

か ね て 申請 中 で あぁ っ た 標記 助成 金 は 9 月 20 日 付 7 万 円 
交付 され た 。 

昭和 34・35 年 度 役員 選挙 結果 

会 長 選 挙 は 9 月 2 日 選挙 管理 委員 石井 THEA, 
横 橋 敏夫 , 三橋 淳 氏 お よび 常任 評議 員 立 合い の も と に 
学会 事務 局 に お ぉ お いて 開票 の 結果 ( 総 投 票 324 票 , 有効 投 
F323), 新 会 長 は 河田 党 氏 に 決定 し た 。 な お 次 点 
は 石井 民 氏 で あっ た 。 

評議 員 選 挙 は 10 月 2 日 選 挙 管理 委員 お よび 常任 評議 
員 立 合い の も る と に 開票 の 結果 , 以下 の 40 氏 に 決定 し た 。 
北海 道 ( 総 投票 11 , 有効 投票 10 票 ) Kh 覚 ・ 


ABS— (Ke 80d 
BR 北 ( 総 投票 12 票 , 有効 投票 12 票 ) TPR HE 
湖山 利 箇 [次 点 紫 辻 鉄 太郎 
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SAR ike LAH) 
関東 ・ 東 山 ( 総 投票 96 SR, 有効 投票 91 Ft) Erte 
RL: FEAR: BKK > HHS + AHAB: 
BF ee BEB + BAVMRHE- be 章 ・ 加 藤 
静夫 ・ 和 桑名 寿一 ・ 三 坂 和 英 ・ 野 村 健一 ・ 小 野 正武 ・ 
尾 正 哲之 助 ・ 関 谷 一 郎 ・ 鈴 木 照 磨 ・ 入 木 誠 政 ・ 山 崎 
BROOK Seo 
東海 ・ 近 畿 ( 総 投票 52 FE, 有効 投票 51 2) 福田 仁 
郎 ・ 一 色 周 知 ・ 弥 富 喜 三 ・ 南 川 三 博 ・ 長 沢 純夫 ・ 筒 
FEAR ARBRE [次 点 春川 忠吉 
中 国 ( 総 投票 18 票 , 有効 投票 18 票 ) 岡本 大 二郎 ・ 
SCARE MiLB ORR ARTE 
四国 ( 総 投票 20 票 , 有効 投票 18 票 ) AR KK: 
土山 哲夫 [次 点 松沢 FD 
fu IN GRE 23 票 , 有効 投票 21 FE) 渋谷 正 健 ・ 
末永 7 一 ・ 安 松 京 三 OKA FE BO 
昭和 34・35 年 度 評 議員 打合せ 会 
都合 で より 予定 を く 9 上げ て 10 A 13 BFR O 時 半 
ょ り 上 農 技 研 に だ いて , BEA ¢ kK + WHEE - 
AACE + GH B- ABRK: be M+ Mme 
夫 ・ 望 月 正己 ・ 野 村 健 一 ・ 小 野 正武 ・ 尾 上 哲之 助 ・ 関 谷 
一 郎 ・ 鈴 木 照 歴 ・ 田 和 村 市 太郎 新 評 議員 出席 , 河田 新 会 長 
司会 の も と に 34-35 年 度 役 員 に つい て 協議 し , 下記 の 
£3 RE Co 
議 題 


1. 一 会 長 指名 の 件 
会 長 は 加藤 静夫 氏 を 一 会 長 に 指名 し , 本 人 も る 承 
fa Wie 
2. 常任 評議 員 互 選 の 件 


現 常 任 評議 員 留 任 の 意見 が 多かっ た が , 加藤 静 
ARAM RSRITHEA ANID, 氏 K 代 ラ て 三坂 


RUSE BL, IES Bak « BAIR + SIA 
小野 正武 ・ 山 崎 輝 和男 の 5 氏 に 決定 し た 。 
3. 編集 委員 長 決定 の 件 
山崎 輝男 氏 に 決定 な お お 同氏 は 目下 外遊 中 の た 
め 編 集 委 員 の 委嘱 に つい て は 至急 同氏 に 連絡 を と 
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る の で , 新 常任 評議 員 会 に 

5 会 計 監 査 選出 の 件 
新た に 石井 悩 ・ 福 永 一 夫 両 氏 に 委嘱 され た 。 

昭和 34 年 度 シ ン ポ ジウ ム 討 論題 
34 年 度 本 学会 シン ポジ ウム の 運営 に は 野村 健一 
員 長 に , BEth,~, 福永 一 夫 , 畑 井 直樹 , 石井 象 
二郎 , 石倉 秀次 , 加藤 静夫 , 三坂 和英 , Be, 小野 
TER, 酒井 清 太 , 菅原 寛 夫 , 銘木 照 麻 の 諸氏 を 委員 に 委 
WLC, 10 月 29 日 農 技研 で 打合せ 会 を 開催 し た 結果 , 
討論 題目 は 次 の と お り 記 決定 し た 。 

1. 忠 害 の 被害 査定 

2. 乳剤 の 物理 性 と 効力 (第 2 回) 
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teas, 上 記 の 題目 に じ つ いて 討論 資料 の 提出 希望 され 

る 会 員 は 来 た る 12 月 31 日 まで に 学会 事務 局 ま で 連絡 
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